


はじめに

急速な少子高齢化社会の進展に伴い、メタボリックシンドロームの概念を取り入れた生活

習慣病や介護予防対策、また児童虐待や高齢者虐待など困難事例への対応・対策、更には引

きこもりや自殺対策などの精神保健福祉対策が、新たな健康課題として社会問題化し、その

対応が急務となっています。 

また、平成21年7月に「保健師助産師看護師法」及び「看護師等の人材確保の促進に関する

法律」の一部改正が可決成立し、保健師教育が６か月以上から1年以上に延長され、卒後研修

の努力義務化等、現任教育の充実が図られました。 

これを受けて、保健師等学校養成所指定規則改正の検討が進められていますが、看護教育

の大学化が進行する中、現行の養成のあり方では、実習場所の確保は極めて困難な状況であ

り、質の高い公衆衛生看護の実習が担保できない状況となっています。 

一方で、地域保健法施行以後、保健所と市町村の役割・機能の分化、市町村合併による行

政規模の拡大や業務内容の多様化、保健師活動の地区分担制から業務分担制への移行、保健

師の分散配置の増加等により、保健師の置かれる環境が大きく変化し、保健師活動の中核（コ

ア）となる「全体を見る能力」・「地域に暮らす人々や資源をつなぐ能力」・「地域を動か

す能力」の専門能力が低下し、全体として地域の健康課題がとらまえにくくなってきていま

す。 

しかし、保健師活動は、地域で生活する人の疾病を予防するために、また、健康や高いＱ

ＯＬを維持するためにヘルスプロモーションの理念を通して行うものであり、その重要性は

高く、求められる機能も増大しています。 

これらの実情を踏まえ、新人保健師が、保健師としての実践能力を確実なものにするとと

もに、保健師としての社会的責任を認識し基本的態度を習得するための教育・研修の体系化

は、極めて重要な課題と言えます。 

本ガイドラインは、新人保健師が基本的な実践能力を獲得するための職場内研修を中心と

した研修の基本指針として策定しました。また、このガイドラインは、新人保健師のみでな

く、新人保健師を育成するプリセプターや管理者の能力開発、職場の体制整備の充実、さら

に中堅保健師の人材育成にも活用し、今後の京都府保健師の資質の向上を一層図る指針とし

て各職

京都府新人保健師研修ガイドライン作成検討委員

場で活用することとしています。 

平成24年4月
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˿.新人保健師研修ガイドラインの基本的な考え方

Ō¼ガイドライン作成の目的

Г方、保健所、ࠅଭでは業ยのൟや事業内容がԉપしたことにより、保健師の

が業ยൿにൟߧƝǔているとこǕがંƗ、人材育成が困難な現状があります。 

また、新人保健師は、ҫ୬ල問や૭事業なƱの対人サーȎスに対するࡹهϼࡀや不安

感が؊い状況ǊǇǑǔます。 

このようなଇで、࠲࠺体職Оとしてのড়ఽをүたすことのでƕる保健師の人材を育成す

ることは重要な課題であり、新人保健師を育成するためのガイドラインを作成することは、

京都府חƻࠅଭƜとに必要であるため、現ఽ教育をܑү的にॳめていƗための考え方を

すととǊに、組織の体制ƭƗりや実践能力のܕ上にܕけたٌ体的なࡹСƕとしてí新人

健師研修ガイドラインîを作成しました。

このガイドラインでは、現ఽ教育をí職षӱ研修îí職ष内研修îíǳョȑローテーシ

ョンîíٵۡ࠺ದîのŏつのとして੭え、このうƩ新人保健師の現ఽ教育においてޚǊ

重要と

ইŌ¸現ఽ教育のŏつの

Ɲǔるí職ष内研修（D?I）îの組織体制について࠷します。 

ইŌ

＜人材育成の法的ׯݿ＞

í地方࠲࠺・新時નにおける人材育成基本方針策定指針î（൲成ŔైŌŌ月２œషപけ

（ยО部長ୋ૯ؤक݉শ࠲࠺ݛ法ફŒœ࠲࠺

各地方共体が職Оの能力Ӭದをܑү的にॳするため、人材育成の目的、

方策等をฯԏにした人材育成に関する基本方針を策定するよう要ৈする。 

í地方ยО法ફŎŔऽફŎ項îのГ部ӡ়（൲成ŌŒైŏ月Ōష施݉）

地方共体は、研修の目標、研修に関する計画の指針となるǁƕ事項、ƥの

ઁの研修に関する基本的な方針を定めるǊのとする。 

í保健師߫師զ܅師法îのГ部ӡ়（൲成２２ైŏ月施݉）

保健師、߫師、զ܅師、ࣇզ܅師は、ื׳をࢄけたۼǊ༂ࣽ研修ƥのઁの研

修をࢄけ、ƥのࠢࡐのܕ上をইるようにவめなけǔƸなǑない。（ફ２œऽの

２） 

のڈ修体ڽ

ԋݱ

ॏ場ӱڽ修 ॏ場ఝڽ修

（ţŞŨ）

自ۡٵದジȢȑローȁー

ǲȢン

࠷

保

− �−

師と保健師の܅の保健師のຩ成は、保健師等学ܰຩ成所指定֩੪のӡ়により、զైؼ¸
カリキュラムが施݉Ɲǔ、൲成ŐైかǑݜ܅得でƕるզࡷ験ࠢԋをŏైյでࢄҫࠟ験ݦ
զڈ܅પ学がҦしてƕました。しかし、પ学による保健師教育は、保健師専門ൟの学
習時յがࣺないため、業時の実践能力はຩ成ܰとೝǁୢҟしています。 
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˄ଇԌ保健所の役割 

ଇԌ保健所は、人材育成指導者༫຺会を設し、表２で࠷した保健所חƻࠅଭの新人保

健師を対नとしたȑロックൿ研修会の֊画・実施・評価を݉います。また、ઁの保健所חƻ

 。ଳষを݉います・ځଭの人材育成ড়ఽ者、研修指導者等と༫ࠅ

 ଇԌ保健所にする教育担当者は、ۍ੪、人材育成にかかる必要な研修をࢄ講した者とし

ます。 この教育担当者は、健ܤ対策課と༫ځをࢪൟにইり、ਙ体研修の内容と、地Џに

҃Ơたȑロックൿ研修内容のバランスを考して研修を֊画します。 

また、地Џの研修は、௬Ơȑロックのࠅଭ新人保健師がѤԫに研修をࢄけǑǔるよう、

内容・ష時等についてଳষをইり、ࢄけやすい体制ƭƗりを݉います。  

なお、ଇԌ保健所においては、人材育成ড়ఽ者、教育担当者、実地指導者がஉৡにऻ報ࢌ

 。や研修֊画・໔ϭ・実施・評価等がでƕるように、業ย上のをすることがාまǔますࢥ

˅各保健所の役割 

各保健所の人材育成ড়ఽ者は、ଇԌ保健所でӬޘƝǔる人材育成指導者༫຺会にࢽし、

ȑロックൿ研修について֊画・実施・評価を݉います。 

また、ըԮするࠅଭと݉う事༎検討会の実施や、ઁࠅଭ等の保健事業体験研修のଳষ

を݉います。 

 ଭの役割ࠅˆ

ଇԌ保健所でӬޘƝǔる人材育成指導者༫຺会にࢽし、ȑロックൿ研修について֊画・

実施・評価を݉います。 

ภࢨ課題やܤな݉শ機関であり、地Џの健ؼǊॱޚするภに保健事業を୲ࢨ、ଭはࠅ

ニーズにธଆした保健活動をషऺ的に実施しており、研修における演習、実習のषを୲し

ます。

に、地Џࢨภのに҃Ơたȡニークなࡷり組Ǉや৯ॳ的なࡷり組Ǉ事業について、ઁ

のࠅଭや保健所の新人保健師にۂ学や体験実習をƝƣる実習୲施設としての役割は重要

です。 

ˇ健ܤ対策課の役割 

健ܤ対策課に研修֊画プロǳǢクト会ׁを設し、新人保健師חƻ実地指導者の研修会を

֊画・実施・評価を݉う事ยؤを担います。 

健ܤ対策課には、人材育成にかかる必要な研修をࢄ講した者をすることがාましい。 

Ŏ）研修機関の体制 

˄研修֊画プロǳǢクト会ׁ 

  会ׁϸОは、人材育成研修のࢄ講者、有ࡀ者（પ学教О）、ࠅଭ保健師ׁ会会長によ

りܲ成し、新人保健師研修プログラム（表ő）を֊画し実施します。  

˅人材育成指導者༫຺会 

ଇԌ保健所には、人材育成指導者༫຺会を設し、各保健所חƻࠅଭの人材育成ড়ఽ者、

教育担当者、実地指導者を必要に҃Ơてंࢥし、地Џにおける研修の֊画・実施・評価を݉

います。 
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̀¼新人保健師研修

Ō¼研修内容と到達目標

Ō）保健師活動実践能力のܲ੧

保健師活動は必要な૯ࡀ、技術、ઙஶをݜした実践的能力を、地Џに生活するൖঝの対

नをࢄけƩながǑ、৯ஶを考しದ֗することが求めǑǔます。ƥのため、保健師活動

実践能力のܲ੧として、զ܅師・保健師基礎教育で修得した૯ࡀ・技術・ઙஶなƱの基と

なる能力の上に、組織人としての能力、専門職としての能力、ۡ࠺ը理・ٵۡ࠺ದに関する

能力が必要です（ইŏ）。こǔǑの能力はƥǔƦǔః໔したǊのではなƗ、コǝとなる要ਬ

をଇԌにডえ、対नǀの保健師活動をୋして実践のषでݜƝǔるǁƕǊのであり、保健師

基礎教育で学Ǜƨことをஷにし、新人保健師研修で保健師活動実践能力をǇ上ƚていƗ

Ǌのです。 

２）到達目標

˄ 到達目標の項目によƫては、所属機関で経験する機会がࣺないǊのǊあるため、৯ஶの 

 。いǊのかǑ習得する必要がありますݗ

状況によƫては到達期յを2ై目ϱݔに設定しなけǔƸなǑないことǊあり、ƥのषݜには、

到達目標の項目を経験でƕるઁ部署（ઁ機関）での研修をࡷりహǔる等のܞബをすること

がでƕます。

˅ 到達目標（表Ŏ）は、í組織人としての能力îŐ項目、í専門職としての能力îŎő項目、  

íۡ࠺ը理・ٵۡ࠺ದに関する能力îŐ項目かǑなり、新人保健師が1ైϱ内に経験し修得

を目指す項目を࠷しています。 

1ైのյのいつの時でƱこまでを到達すǁƕか、あるいは1ైϱ内に経験すǁƕ項目とし

て࠷していない項目をいつまでに経験することを目標とするのかはۛ人あるいは所属機関

が決めます。また、ここで到達の目安として࠷しているíでƕるîとは、指導がなƗてǊ

新人保健師が࠺໔して保健師活動を実施でƕることϼฒしています。 
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Ŏ）到達目標の設定ࣔࡹ

到達目標を設定する上では、所属機関の֩・機能、理念、保健師のܲ成、新人保健師を

支援する体制、新人保健師研修にかけǑǔる時յ・ຊ߬、目指す保健師（Ʊのような新人

保健師に育ƫてຬしいのか）を考します。また、到達目標は、˄項目ğ˅धެƝğ ˆ難Ͼ

ஶğˇ到達時期のࣔに検討します。

ŏ）保健師活動に関する技術を支える要ਬ

保健師活動に関する技術の到達目標にѭƫて研修内容を組Ǉ໔てる時には、にࣔࡹにࢫ

ƫて実施するのではなƗ、ϱҟのí保健師活動に関する技術を支える要ਬîをすǁてԏీし

た上で実施する必要があります。  

表) 保健師活動に関する技術を支える要ਬ 

（Ō）活動の基本理念としてのࡡ会的়義・়

˄ 健ܤ現नをࡡ会的੩かǑ੭え、保健師活動のϼ義を理解 

˅  ը理のϼ義を理解ܤภの健ࢨ体や֊業、Ќ機関等かǑǇた࠲࠺

（２）生活者のࠜによる生活保म

˄ 状ઙを把握ܤ会生活かǑ健ࡡƻחภのషऺ生活ࢨ

˅   を理解ܤとして健ڹภの基本的人ࢨ

（Ŏ）ࢨภחƻҫੵ等、関ٱ機関とのॗື関ٱ

˄ 保健師活動に関するࢨภȓのࢪൟな৩ฯとࢨภのϼࠈ決定を支援する௪ƕかけ

˅ ҫੵȓの৩ฯやۗ  

ˆ 関ٱ機関等とのธな༫຺とϼ܉ۂ  

（ŏ）的ԏな保健師としての૨とஉৡな健ܤの保ॳ、ࡏഗຊේの保健サーȎスの

୲

˄ ћ学ऻ報と計Ȃータのൟ

˅ 地Џ॰૨

ˆ ҭ学的ׯݿ（ћ学等の૯ࡀ）とհߒ、地Џ॰૨に基ƭいた保健師活動の必要

の૨

ˇ 保健師活動の়ԏな方法のࢼ૯と実施によるリスクのຊ੯  

ˈ ภのや状況に҃Ơた保健師活動のਏવと҃ພࢨ

ˉ   ภにとƫて安ਙかつ負担のࣺない方法での保健サーȎスの実施ࢨ

ˊ 保健師活動計画の໔ϭと実施した保健師活動の়ԏな֪と評価  

（Ő）ࡏഗը理におけるЌ・ӓ܅・ൔࠔとの༫ځしたサーȎスの୲  

˄   ഗը理が必要な対न者の現状把握ࡏ

˅ Ќ・ӓ܅・ൔࠔに関するサーȎスの把握  

（ő）健ܤ機ը理

˄ 安ਙԏ保対策のஉພの૨と実施

˅ ݉শ・߫業・Ќൟ等に必要なஉৡなコミュニケーション

ˆ உৡな感৾ը理に基ƭいた感৾ේࠐ 
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２¼研修方法

Ō）方法のஉৡな組ݜƣ

新人保健師研修に活ພҧ能な教育方法には表*に࠷すようなǊのがある。現षでの教育、ݜࢥ

研修、ۡ࠺学習をஉৡなٺで組Ǉݜわƣます。 

表* 教育方法の༎

อ ङ  法・உພなƱࡹ

講義 ルールを৯に教える方法。ଋन的な概念（༎えƸ理、ࢨภのڹ（人ڹ））や૯ࡀを

教ࢇする時に、ࣖめて学習するようなषݜは、まƢۍ理ۍ੪を৩ฯする。

ьを活ພした指

導法 

時յやष所の制ҟにおいて、í現षにでƕるƨけؼい状ઙîを

イメーǳすることがでƕる。技術学習（༎えƸҫ୬ල問や健ܤ教

育等）にஉしている。

演習 ภのۛൿを重ࠜした対҃等を学ƾ際ࢨ、ภのǝセスメント、状況に基ƭƗ૨ࢨ

に必要とƝǔる技能の学習なƱにஉしている。 

ロールプȧイ

、ઙのГつ。学習者がある人൝になりƕりٺ学習ٸ体験、ٸҦߣ

ƥの役割・演技をୋして、ࢨภやҫੵに֬こƫたີࢽ事なƱ、状

況を設定して࠺Ǒが演Ơることで、ࡹの理解を॥めることがで

ƕる。また、対҃やコミュニケーション技術の習得に活ພでƕる。

シミュȧーション

ֹ体験であり、現実にੀ定Ɲǔるऽڨをࡷりహǔて実際にؼい

状況を作りࢽし、ƥの状況について学習する。༎えƸ、ޥӳ時の

対҃なƱの状況設定をしたトȧーニングやࣺ֔ケースの学習に

உしている。 

習ࢼஶ

ൿ指導 

学習者の習ࢼஶにݜわƣて݉う指導法。ऻ報リテラシー、Ȃータの計学的ࣕ理なƱ、

૯ࡀや経験のތが生Ơやすい内容にஉしている。 

２）研修のகӬ

˄ 基本ࠂとઙஶに関する研修は期にࡷり組Ǉます。ƥして、ࢨภのۡ࠺決定やプライ

バシーの保܅等の理的課題に関する事༎検討等をୋして、保健師としての基本的な考

え方をԏీすることがාましい。  

˅ ǝセスメント等、保健師活動の基本となる能力については、ঝ૮にのǇືƫてࢨภの状

ઙを૨するのではなƗ、ࢨภに॑ǔるなƱ、۵感をພいてࢨภの状ઙを૨すること

の重要をీࡀƝƣ、ƥの能力をຩう必要があります。  

ˆ 指導にあたƫては、D?IにおいてǊD[["?IにおいてǊ、に新しい૯ࡀ・技術を୲す

るにໜめƢ、新人保健師が࠺Ǒ、ࢄけƫたࢨภに必要な保健サーȎスを考え૨する

能力をຩえるよう指導します。
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ˇ技術習得は、講義ğ演習・シミュȧーションğ現षで実践のࣔに݉うことが有ܑです。 

まƢ、シミュȧーションを実施し、࠰に、ࡹ技・ࡹ法を実際にۂƣて、実際にやƫてǊ

ǑƫてなƗなけǔƸࡸۂり、Г人でやƫてǊǑう、といƫた૫ӭ的なD?Iがપৡです。

振り返りを݉い、Ңがでƕるようになƫたのか、Ңが課題なのかࢽۂすことが重要です。

に、क़࢞・ۈをಳう݉Ѐについては、事ਕにݜࢥ研修等により、新人保健師の

修得状況をࢪൟにԏీした上で૫ӭ的に実践Ɲƣる必要があります。ƥして、૫ӭ（ス

テップ）Ɯとに評価し、でƕなかƫたषݜはŌつਕの૫ӭに๐るなƱГつƢつԏీしな

がǑ研修をॳめます。

ˈ 保健師はൖঝのࢨภをࢄけƩながǑ、৯ஶを૨し、安ਙかつࢨภに負担のࣺない

保健サーȎスを୲する必要があります。ƥのため、新人保健師研修ではۛÐの૯ࡀや

技術の修得ƨけではなƗ、৯ࣔϳを考えながǑ保健師活動を実践するための能力

にപけǑǔるように指導します。  

ˉ 地ك（部署等）を担当するषݜは、実地指導者又は教育担当者とГࣜにൖঝ担当制で݉

うなƱ、実地指導者や教育担当者は新人保健師の地ك（部署等）活動の役割ȝȂルとな

りつつ、D?Iの指導を݉います。  

ˊ 研修ড়ఽ者は、新人保健師の職षஉ҃の状況をࢪൟに把握すると௬時に、ু ३的な支援

のでƕる専門ҫによƫて、新人保健師や関༫するスタッフの支援体制をষ೮することが

必要です。உֶ、ݜࢥ研修のۼなƱに、新人保健師௬߿が定期的に܉໙でƕるषを設け

るなƱ、షÐの研修のଇに保健活動の振り返りやషऺ生活リズムの把握なƱのু३的支

援の方策をսǛでいることがාまǔます。 

Ŏ¼研修評価

Ō）評価の考え方  

新人保健師の評価は、修得してƕたことのԏీをするととǊに、フィードバックを݉い、

新人保健師がॗ࠺をƫてГඕƢつ能力をԎ得していƗために݉うǊのです。評価者は、新

人保健師とГࣜに考え、༐ますࠂで評価を݉います。  

２）評価時期

˄ 到達目標は1ైյで到達するǊのとしますが、各所属機関や部署の、৯ஶに҃Ơ

て評価内容と到達時期をٌ体的に設定します。評価時期は、概Ƶ職1ۼか月、(か月、6

か月、1ైを目安とします。  

期の評価は、新人保健師の職षȓのஉ҃の把握等のかǑ重要であり、ু३的ۼ職 ˅

な支援Ǌսめูธに݉う必要があります。  

Ŏ）評価方法  

˄評価は、ۡ࠺評価にҦえ実地指導者や教育担当者によるઁ者評価をࡷりహǔます。 

˅評価には、到達目標に関するチǢックリストなƱの評価表��ƻઁ者評価ח評価ۡ࠺ を   

ພい、ݜ的な評価を݉うにあたƫては૭等Ǌஉֶࡷりహǔます。 

ˆ 評価は、ƥの時にでƕないことを࠰にでƕるようにするためのǊのであり、基本的には

保健師活動実践能力のܕ上を目指したフィードバックを݉います。༎えƸ、૭や支援

なƱの保健師活動に関する技術がでƕたかかのǇを評価するのでなƗ、࠰の݉Ѐにつ

ながるようにでƕたことをめ、؊Ǉをԏీし༐ますような評価を݉います。 

ˇ Ԩ的評価は、教育担当者又は研修ড়ఽ者が݉います。 

ˈ 研修ড়ఽ者は、ޚ的な研修プログラムのܑүを評価し、検थすることが必要です。  

をॱ
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ŏ¼研修・経験のと振り返り

新人保健師が࠺Ǒの目標をƩ、研修や実ย経験等をୋƠてԎ得した能力や成үを、各࠺

が࠰のように活ພすることで、経験をするととǊに成長の振り返りを݉います。

˄íࣸີ目指すǊのîíైݶஶ目指すǊのîíƥのためのプランî等を֪ޯする。 

˅機会あるƜとに目標をԏీし、研修でのࠢや֪をはƝǇこǈ。 

ˆí到達目標のチǢックリストîをహǔて、経験するƜとにチǢックする。 

ˇГ定期յۼ、指導者等にí実施したこと・ൟかƫたこと・考えたこと・成長したこ

とîやíઁ者かǑのコメントîを֪ޯしてǊǑう。  

Ő¼新人保健師研修プログラム

京都府は、府新人保健師חƻࠅଭ新人保健師を対नに、࠰のプログラムの内容を基本

して職ष内研修を実施します。 

また、地Џの実ऻにݜわƣて各保健所ϳの研修Ǌ必要に҃Ơて実施します。 

は、Ŏైյでݜけることとします。たƨし、やǈを得ないषࢄ੪Ōై目にਙての研修をۍ

習得するǊのとします。 

Ō）̧ 目¸的

¸¸新人期に、保健師として必要な基礎૯ࡀ・技術・理հをॱにつけるためのۡ࠺研

をǈ基本ࠂは重要です。

¸¸本研修では、પ学等における基礎教育で学Ǜƨ૯ࡀ・技術をஷにし、保健師として必

要な基本ࠂ・ઙஶについて࠺Ǒ考える機会とするととǊに、実践活動で必要な、զ܅技

術、地Џ॰૨技術、保健事業評価方法の基本を体ڈപけて学ƾことにより、保健師の基礎

能力をॱにつけることを目的とします。

２）̧ 目¸標

¸˄¸保健師として必要な基本ࠂ・ઙஶを学ƾことにより、目指す保健師について࠺

Ǒ考えることがでƕる。

¸˅¸新人保健師に求めǑǔる課題を理解し、実施・評価するࠜがǊてる。

¸ˆ¸保健師活動に必要な基本的զ܅技術を習得することがでƕる。

¸ˇ¸地Џの課題に基ƭいた事業計画・評価方法の基本を理解することがでƕる。

¸ˈ¸௪ƗषのЊう保健師と܉໙することで、ࠜ をܢƚることがでƕる。

と
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ŏ¼研修・経験のと振り返り

新人保健師が࠺Ǒの目標をƩ、研修や実ย経験等をୋƠてԎ得した能力や成үを、各࠺

が࠰のように活ພすることで、経験をするととǊに成長の振り返りを݉います。

˄íࣸີ目指すǊのîíైݶஶ目指すǊのîíƥのためのプランî等を֪ޯする。 

˅機会あるƜとに目標をԏీし、研修でのࠢや֪をはƝǇこǈ。 

ˆí到達目標のチǢックリストîをహǔて、経験するƜとにチǢックする。 

ˇГ定期յۼ、指導者等にí実施したこと・ൟかƫたこと・考えたこと・成長したこ

とîやíઁ者かǑのコメントîを֪ޯしてǊǑう。

Ő¼新人保健師研修プログラム

京都府は、府新人保健師חƻࠅଭ新人保健師を対नに、࠰のプログラムの内容を基本

して職ष内研修を実施します。 

また、地Џの実ऻにݜわƣて各保健所ϳの研修Ǌ必要に҃Ơて実施します。 

は、Ŏైյでݜけることとします。たƨし、やǈを得ないषࢄ੪Ōై目にਙての研修をۍ

習得するǊのとします。 

Ō）̧ 目¸的

¸¸新人期に、保健師として必要な基礎૯ࡀ・技術・理հをॱにつけるためのۡ࠺研

をǈ基本ࠂは重要です。

¸¸本研修では、પ学等における基礎教育で学Ǜƨ૯ࡀ・技術をஷにし、保健師として必

要な基本ࠂ・ઙஶについて࠺Ǒ考える機会とするととǊに、実践活動で必要な、զ܅技

術、地Џ॰૨技術、保健事業評価方法の基本を体ڈപけて学ƾことにより、保健師の基礎

能力をॱにつけることを目的とします。

２）̧ 目¸標

¸˄¸保健師として必要な基本ࠂ・ઙஶを学ƾことにより、目指す保健師について࠺

Ǒ考えることがでƕる。

¸˅¸新人保健師に求めǑǔる課題を理解し、実施・評価するࠜがǊてる。

¸ˆ¸保健師活動に必要な基本的զ܅技術を習得することがでƕる。

¸ˇ¸地Џの課題に基ƭいた事業計画・評価方法の基本を理解することがでƕる。

¸ˈ¸௪ƗषのЊう保健師と܉໙することで、ࠜ をܢƚることがでƕる。

と
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ő¼保健師活動に関する技術指導

íҫ୬ල問îとí地Џ॰૨におけるǝセスメントîは保健師活動の基礎となる技術であり、

ภをંԒ的に੭える上で重要です。ࠢപのí技術指導îは、ß到達目標àß到達までのࢨ

期յàß保健師活動に関する技術を支える要ਬà ß研修方法àßチǢックリストàでܲ成Ɲ

ǔており、新人保健師がƱこまで習得でƕているのかのԏీにҦえ、新人保健師が֡をつけ

るポイント、指導者にとƫて指導時のポイントがൟかるように࠷しています。

˄ ҫ୬ල問（പࠢE.22）

˅ 地Џ॰૨におけるǝセスメント（പࠢE.(1）  

表 6¸新人保健師研修プログラム

時期 研 修 内 容 Ԏ得したい能力 実施

 体ࡶ

方 法 

6月

ñਙ体研修ò 

保健師として必要な基本ࠂとઙஶ

新人期の到達目標と実践計画 

地Џ॰૨の方法と実践 

保健師活動に関する技術の習得 

地Џ॰૨能力 

ۛ人・ҫੵ支援能力 

京都

府 
講義・演習・実技 

グループワーク 

,月
ñȑロックൿ研修ò 

地Џ॰૨の方法と実践 
地Џ॰૨能力 

ଇԌ

保健

所 

演 習 

1%月

ñਙ体研修ò 

保健事業のகӬと評価 

保健事業実践報告 

֊画・໔ϭ・評価能力

 支援能力ࢥ

京都

府 
講義・演習 

グループワーク 

ୋై 事༎検討会 

ۛ人・ҫੵ支援能力 

༫ځ・ଳষ・ࡡ会ࠢے

活ພ能力 

各保

健所 
ケ ー ス メ Ǹ ッ ド

事༎検討

ୋై  ଭ等の保健事業体験ࠅઁ

 ૫支援能力ࡹ

保健ൔࠔ事業фщ能力

保健

所・ 

ଭࠅ

 

 学・実技ۂ

2月

ñਙ体研修ò 

健ܤ機ը理の基礎૯ࡀ 

研修の振り返り 

京都

府 
講義 

グループワーク 
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́. 実地指導者の育成

Ō¼到達目標と実地指導者に求めǑǔる能力

実地指導者は、新人保健師にとƫてঝైۼのۡ࠺をイメーǳするであり、職業上の役

割ȝȂルとなるため௬職ࡾの保健師であることがාましい。  

所属長חƻ教育担当者は、実地指導者の育成において、専門的能力の育成ƨけでなƗ、ࡡ

会人としてのルールや保健師活動実践能力を活かすために必要な能力の育成について、షऺ

業ยをୋƠてșンǿーșン指導をしていƗことが重要です。 

また、専門職としてのǝイȂンティティを有し、関ٱଳষを݉えることが基本となるため、

ଇڱ期ϱ上の保健師であることがාましƗ、研修をܑү的に実施するために指導者の組織的

な育成が重要となります。 

表, 実地指導者育成の到達目標、能力 

表- 役割ঔ݉能力をॱにപけるための学習内容

到達目標 ˄ 新人保健師の状況を把握でƕる  

˅ 新人保健師が݃ۡ࠺定感をݗめ、達成感が得Ǒǔるようなু३的

支援がでƕる

ˆ 地Џ・職ष等でíǇる、つなƘ、動かす能力îをஞえていƗこと

がでƕる

ˇ 研修計画にѭƫて、教育担当者等ととǊに研修のۛൿプログラム

໔ϭ・実施・評価することがでƕる

ˈ 新人保健師ǀ地Џ॰૨（職ष॰૨）や、ҫ୬ල問等の保健師活動

に関する技術の指導がでƕる

求めǑǔる能

力 

・地Џ・職Џにおける保健師活動実践の૯חࡀƻ技術の専門能力

・地Џ・職Џにおける保健師活動のׯݿを理解し৩ฯでƕる能力

・ંԒ的ࠜに໔Ʃંບなニーズに҃えǑǔる能力

・新人保健師・スタッフ等とஉৡな関ٱをૼƗコミュニケーション能

力

・新人保健師研修のプログラムを໔ϭでƕる能力חƻプログラムを実

施するためのଳষ 能力

・新人保健師の実践能力を評価する能力

˄૯ࡀ ・研修体制と研修計画

・実地指導者の役割

・D?I実施上の問題や困難、解決方法について

・指導方法や教育的な関わり方

˅技術 ・指導方法、評価方法

・新人保健師の実践力にあƫた指導

・Ѥԫな人յ関ٱのܲૼやコミュニケーション技術

・ઙஶࠂˆ ・新人保健師のढ़理的安定をইり、ۡ࠺の目標・課題を達成していけ

るよう支援する

・新人保健師とܚな関ٱをૼƗことがでƕる

・新人保健師の࠺໔を支援する

・ࡹを重したઙஶで指導する

・Гࣜに考えるࠂ

・新人保健師との関わりや指導上で、困難や問題と感Ơたषݜは、教

育担当者等ǀ૭ۗを求めることがでƕる
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́. 実地指導者の育成

Ō¼到達目標と実地指導者に求めǑǔる能力

実地指導者は、新人保健師にとƫてঝైۼのۡ࠺をイメーǳするであり、職業上の役

割ȝȂルとなるため௬職ࡾの保健師であることがාましい。  

所属長חƻ教育担当者は、実地指導者の育成において、専門的能力の育成ƨけでなƗ、ࡡ

会人としてのルールや保健師活動実践能力を活かすために必要な能力の育成について、షऺ

業ยをୋƠてșンǿーșン指導をしていƗことが重要です。 

また、専門職としてのǝイȂンティティを有し、関ٱଳষを݉えることが基本となるため、

ଇڱ期ϱ上の保健師であることがාましƗ、研修をܑү的に実施するために指導者の組織的

な育成が重要となります。 

表, 実地指導者育成の到達目標、能力 

表- 役割ঔ݉能力をॱにപけるための学習内容

到達目標 ˄ 新人保健師の状況を把握でƕる  

˅ 新人保健師が݃ۡ࠺定感をݗめ、達成感が得Ǒǔるようなু३的

支援がでƕる

ˆ 地Џ・職ष等でíǇる、つなƘ、動かす能力îをஞえていƗこと

がでƕる

ˇ 研修計画にѭƫて、教育担当者等ととǊに研修のۛൿプログラム

໔ϭ・実施・評価することがでƕる

ˈ 新人保健師ǀ地Џ॰૨（職ष॰૨）や、ҫ୬ල問等の保健師活動

に関する技術の指導がでƕる

求めǑǔる能

力 

・地Џ・職Џにおける保健師活動実践の૯חࡀƻ技術の専門能力

・地Џ・職Џにおける保健師活動のׯݿを理解し৩ฯでƕる能力

・ંԒ的ࠜに໔Ʃંບなニーズに҃えǑǔる能力

・新人保健師・スタッフ等とஉৡな関ٱをૼƗコミュニケーション能

力

・新人保健師研修のプログラムを໔ϭでƕる能力חƻプログラムを実

施するためのଳষ 能力  

・新人保健師の実践能力を評価する能力

˄૯ࡀ ・研修体制と研修計画  

・実地指導者の役割

・D?I実施上の問題や困難、解決方法について  

・指導方法や教育的な関わり方

˅技術 ・指導方法、評価方法  

・新人保健師の実践力にあƫた指導

・Ѥԫな人յ関ٱのܲૼやコミュニケーション技術

・ઙஶࠂˆ ・新人保健師のढ़理的安定をইり、ۡ࠺の目標・課題を達成していけ

るよう支援する  

・新人保健師とܚな関ٱをૼƗことがでƕる

・新人保健師の࠺໔を支援する

・ࡹを重したઙஶで指導する  

・Гࣜに考えるࠂ

・新人保健師との関わりや指導上で、困難や問題と感Ơたषݜは、教

育担当者等ǀ૭ۗを求めることがでƕる 
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２. 実地指導者に対する研修のプログラム

実地指導者に対する研修においては、指導者としての不安・負担感を軽減することを

目的として、各部署の長又は教育担当者による組織的かつ継続的な支援を実施する必要

があります。 

また、実地指導者を経験することが、本人の成長につながるように支援することが重

要です。 

＜プログラムの内容＞ 

○研修の基本的な考え方

○組織の理念と求める人材

○専門職業人としての生涯教育の考え方

○保健師基礎教育の現状

○保健師の継続教育の考え方

○実地指導者の役割

・新人保健師の理解 ・研修ニーズの把握 ・目標の設定 ・計画の作成

・実施 ・研修計画の評価とフィードバック

○各所属機関、所属部署における研修計画の実施方法等、各所属機関、所属部署におい

て新人保健師の指導に必要な事項

表9  実地指導者（プリセプター）に対する研修プログラム

方法内容研修項目時期

1～２

月 

新人保健師の現

状と課題 

保健師基礎教育の現状 

新人保健師の保健師技術習得状況 

保健師活動実践能力と新人保健師の到達目標 

講義 

グループワーク 

組織の教育シス

テム

京都府新人保健師研修ガイドラインの概要

（研修理念と方針、人材育成の体制、実地指

導者の役割） 

講義 

グループワーク 

新人保健師の育

成 

研修プログラム内容 

研修計画の作成・実施 

目標設定と評価 

講義 

演習 

グループワーク 

6月
保健師技術の指

導方法 

保健師技術の指導 

指導方法、教育的な関わり方 
講義・演習 

グループワーク 

9月
保健師技術の指

導方法 

メンタルサポート（コーチング、カウンセリ

ングスキル、コミュニケーションスキル等）
講義・演習 

グループワーク 

12月

新人保健師の現

状と課題 保健師学生実習指導者講習会 
講義 

グループワーク 

2 月 

新人保健師研修

の実際と振り返

り 

研修実施状況の報告 

課題の共有と解決策の検討 

ＯＪＴ実施上の問題や困難、解決方法につい

て 

グループワーク 
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̂教育担当者の育成

Ō¼到達目標と教育担当者に求めǑǔる能力

教育担当者は、所属機関内の保健師の現ఽ教育を計画的にॳしていƗためのコーȂィȈ

ーターとしての役割があります。ƥして、新人保健師をଽৣ的に指導する実地指導者の૭

ࡹとなり、組織として人材育成を݉ƫていƗことを所属機関のը理者等にメッセーǳとし

てದॗしていƗ役割Ǌあります。各部署の長は、教育担当者が部署内の現ఽ教育をॳして

いƗことで࠺ൟ࠺ॱを成長Ɲƣ人յ的にۡ࠺をෲいていƗためにǊ、部署内ƨけでなƗۡ࠺

考をຩえるように支援すࠈఫなࢭとࡀい૯ܢ会とのつながりをǊƫて、ࡡƗܢದとしてٵ

ることが必要です。 

表1% 教育担当者育成の到達目標、能力 

表11 役割ঔ݉能力をॱにപけるための学習内容  

到達目標 ˄ 実地指導者の状況を把握し支援でƕる

˅ 新人保健師の状況を把握し、新人保健師研修がܑү的に݉わǔる

よう、実地指導者と新人保健師ȓの教育חƻু३的支援がでƕる

ˆ 研修計画にѭƫて、部署ը理者ととǊに部署における新人保健師

研修の計画໔ϭ・実施・評価を実施する

求めǑǔる能

力 

・৩ฯする能力や指導方法を૯る能力

・新人保健師研修に関ٱするすǁてのスタッフとஉৡな関ٱをૼƗ

コミュニケーション能力

・新人保健師、実地指導者等に教育的に関わる能力

・部署での新人保健師研修を֊画・໔ϭ・評価する能力

・ઁ部署յの関ٱଳষ能力

・スタッフに対するǝセスメント能力

˄૯ࡀ ・新人保健師をめƘる現状と課題

・研修体制と研修計画

・教育担当者の役割

・成人学習者のଦと教育方法

・指導方法や教育的関わり方

・研修上の問題や困難、חƻ解決方法

・評価の考え方、フィードバック方法

˅技術 ・指導方法、評価方法

・ైյ研修計画の໔ϭ

・新人保健師にݜわƣた指導

・新人保健師の能力評価

・組織ൌஷ作り

・組織ଳষ力

・問題解決方法

・Ѥԫな人յ関ٱのܲૼ

・ઙஶࠂˆ ・新人保健師חƻ実地指導者のढ़理的安定がইǔるよう支援する

・新人保健師や実地指導者等とܚな関ٱをૼƗことがでƕる

・新人保健師חƻ実地指導者の࠺໒を支援する

・ࡹを重したઙஶで指導する

・Гࣜに考えるࠂ

・ંບなスタッフのۛをࢄけహǔることのでƕるࢭఫ
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̂教育担当者の育成

Ō¼到達目標と教育担当者に求めǑǔる能力

教育担当者は、所属機関内の保健師の現ఽ教育を計画的にॳしていƗためのコーȂィȈ

ーターとしての役割があります。ƥして、新人保健師をଽৣ的に指導する実地指導者の૭

ࡹとなり、組織として人材育成を݉ƫていƗことを所属機関のը理者等にメッセーǳとし

てದॗしていƗ役割Ǌあります。各部署の長は、教育担当者が部署内の現ఽ教育をॳして

いƗことで࠺ൟ࠺ॱを成長Ɲƣ人յ的にۡ࠺をෲいていƗためにǊ、部署内ƨけでなƗۡ࠺

考をຩえるように支援すࠈఫなࢭとࡀい૯ܢ会とのつながりをǊƫて、ࡡƗܢದとしてٵ

ることが必要です。 

表1% 教育担当者育成の到達目標、能力 

表11 役割ঔ݉能力をॱにപけるための学習内容  

到達目標 ˄ 実地指導者の状況を把握し支援でƕる

˅ 新人保健師の状況を把握し、新人保健師研修がܑү的に݉わǔる

よう、実地指導者と新人保健師ȓの教育חƻু३的支援がでƕる

ˆ 研修計画にѭƫて、部署ը理者ととǊに部署における新人保健師

研修の計画໔ϭ・実施・評価を実施する

求めǑǔる能

力 

・৩ฯする能力や指導方法を૯る能力  

・新人保健師研修に関ٱするすǁてのスタッフとஉৡな関ٱをૼƗ

コミュニケーション能力

・新人保健師、実地指導者等に教育的に関わる能力

・部署での新人保健師研修を֊画・໔ϭ・評価する能力  

・ઁ部署յの関ٱଳষ能力  

・スタッフに対するǝセスメント能力 

˄૯ࡀ ・新人保健師をめƘる現状と課題  

・研修体制と研修計画  

・教育担当者の役割

・成人学習者のଦと教育方法

・指導方法や教育的関わり方

・研修上の問題や困難、חƻ解決方法  

・評価の考え方、フィードバック方法  

˅技術 ・指導方法、評価方法  

・ైյ研修計画の໔ϭ  

・新人保健師にݜわƣた指導

・新人保健師の能力評価

・組織ൌஷ作り  

・組織ଳষ力

・問題解決方法  

・Ѥԫな人յ関ٱのܲૼ

・ઙஶࠂˆ ・新人保健師חƻ実地指導者のढ़理的安定がইǔるよう支援する

・新人保健師や実地指導者等とܚな関ٱをૼƗことがでƕる

・新人保健師חƻ実地指導者の࠺໒を支援する

・ࡹを重したઙஶで指導する  

・Гࣜに考えるࠂ 

・ંບなスタッフのۛをࢄけహǔることのでƕるࢭఫ 
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資料添付

Ⅰ 技術指導

１ 家庭訪問

２ 地域診断におけるアセスメント
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〜 家 庭 訪 問 〜

【到達目標】
＊

担当地区の基本的な事例の訪問支援を１人で行うことができる

【到達までの期間】
６か月〜１年

【保健師活動に関する技術を支える要素】
・担当地区の対象者の把握ができる
・訪問の優先順位を判断できる
・訪問対象として選択した理由及び法的根拠を説明できる
・生活者としての主体性や価値観を尊重できる
・信頼関係の構築、維持ができる
・アセスメント、目標設定、計画立案、実施、評価の一連の過程を経ることができ

る
・家族面接や相談の技術を活用できる
・個人・家族の持つ力を引き出すような支援ができる
・正確かつ簡潔な記録ができる
・活用可能な社会資源を理解し、情報提供やケアマネジメントができる
・他の支援方法と組み合わせることができる
・対象者の置かれている環境が把握できる
・個別支援を通して、地域・環境要因と個の健康との関連を理解できる
・個別支援を通して、集団や地域をみる視点を持つことができる

＊基本的な事例とは、正常分娩の新生児、乳幼児健康診査において要経過観察と
判断された乳幼児、乳幼児健康診査未受診者、健康診査事後指導が必要な成人、
慢性期の療養者（結核・精神・難病・小児慢性特定疾患児等）、独居の高齢者や
高齢夫婦世帯を指す

【研修方法】

見学訪問 担当者：実地指導者（教育担当者）
研修内容：基礎教育での知識と技術の確認を行う

新生児等の基本的な事例だけでなく、指導者が継
続訪問している事例の見学も行う
・対象者の選択と必要性の判断・法的根拠
・訪問前の情報収集・分析と健康課題の抽出
・対象者との連絡・時間調整、訪問計画の立案
・対象者に応じた基本的支援技術
・家庭訪問の実際、訪問後の報告と記録
・事前事後の関係者との連携の実際
・家庭訪問の機会を活用した地区踏査

振り返り 担当者：実地指導者（教育担当者）
研修内容：地域に出る機会を活用した関係づくりを学ぶ

・観察・判断・計画修正の実際
・対象者の自立状況のアセスメント
・継続支援の必要性の判断と次回の計画
・関係機関やキーパーソンとの情報交換の方法
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㹼 ᐙ ᗞ 訪 問 㹼

࠙到達目ᶆࠚ 㸨

ᢸᙜᆅ༊の基本的な事例の訪問ᨭを１ேで行うことができる

࠙到達ࡲでの期間ࠚ
㸴か᭶㹼１ᖺ

࠙ಖᖌ活ືに関する技術をᨭえる要⣲ࠚ
・ᢸᙜᆅ༊の対象者のᢕᥱができる
・訪問のඃ先㡰をุ᩿できる
・訪問対象として㑅ᢥした理⏤及び法的᰿ᣐをㄝ明できる
・生活者としての体ᛶや౯್観を尊重できる
・ಙ㢗関ಀのᵓ⠏、⥔持ができる
・アセスメント、目ᶆ設定、計画❧、実施、ホ౯の一連の㐣⛬を経ることができ

る
・ᐙ᪘面接や相談の技術を活用できる
・ಶே・ᐙ᪘の持つຊをᘬき出すようなᨭができる
・正確かつ⡆₩なグ㘓ができる
・活用ྍ⬟な社会資源を理解し、情報提供やケアࢪࢿ࣐メントができる
・他のᨭ方法と⤌ࡳ合ࢃせることができる
・対象者の⨨かれている環境がᢕᥱできる
・ಶูᨭを通して、ᆅᇦ・環境要ᅉとಶのᗣとの関連を理解できる
・ಶูᨭを通して、集ᅋやᆅᇦをࡳるどⅬを持つことができる

㸨基本的な事例とは、正ᖖ分ፔの新生ඣ、ஙᗂඣᗣデᰝに࠾いて要経㐣観察と
、れたஙᗂඣ、ஙᗂඣᗣデᰝᮍ受デ者、ᗣデᰝ事ᚋ指導が必要なᡂேࡉุ᩿
៏ᛶ期の療養者（⤖᰾・⢭⚄・㞴等）、独ᒃの㧗㱋者や㧗㱋ኵ፬ୡ帯を指す

࠙◊修方法ࠚ

見Ꮫ訪問 ᢸᙜ者㸸実⩦指導者（ᩍ⫱ᢸᙜ者）
◊修内ᐜ㸸基♏ᩍ⫱での▱㆑と技術の確認を行う

新生ඣ等の基本的な事例ࡔけでなく、指導者が⥅
⥆訪問している事例の見Ꮫも行う
・対象者の㑅ᢥと必要ᛶのุ᩿・法的᰿ᣐ
・訪問前の情報収集・分ᯒとᗣ課題のᢳ出
・対象者との連絡・時間ㄪ整、訪問計画の❧
・対象者に応じた基本的ᨭ技術
・ᐙᗞ訪問の実㝿、訪問ᚋの報告とグ㘓
・事前事ᚋの関ಀ者との連携の実㝿
・ᐙᗞ訪問の機会を活用したᆅ༊㋃ᰝ

振り返り ᢸᙜ者㸸実ᆅ指導者（ᩍ⫱ᢸᙜ者）
◊修内ᐜ㸸ᆅᇦに出る機会を活用した関ಀ࡙くりをᏛࡪ

・観察・ุ᩿・計画修正の実㝿
・対象者の自❧状況のアセスメント
・⥅⥆ᨭの必要ᛶのุ᩿と次回の計画
・関ಀ機関やキーࣃーࢯンとの情報交の方法
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ケースミーࢸングཧຍ

ᢸᙜ者㸸ᩍ⫱ᢸᙜ者、実ᆅ指導者
◊修内ᐜ㸸先㍮ಖᖌが事例について話し合う場にཧຍし、

ᅔ㞴事例の対ฎやチー࣒で⪃える必要ᛶをᏛࡪ

ロールプレイ ᢸᙜ者㸸実ᆅ指導者（ᩍ⫱ᢸᙜ者）
◊修内ᐜ㸸ロールプレイを通して、₇⩦を行う

・訪問するケースを定したロールプレイ
・電話対応、面接技術、計測や対応の実㝿

同行訪問 ᢸᙜ者㸸実ᆅ指導者（ᩍ⫱ᢸᙜ者）
◊修内ᐜ㸸ᆅ༊をᢕᥱ（ᆅ理・交通手段・ᆅᇦᛶ）する

対象者の㑅ᢥ・情報収集・訪問計画の❧を助言
をᚓながら実施する
・対象者との時間ㄪ整や準備を単独で実施
・対象者に応じた基本的ᨭ技術の実施
・指導者の助言を受けながら、訪問を実施
・訪問のグ㘓を行い、チࢵ࢙クを受ける
・助言を受けて、必要な関ಀ者に連絡

振り返り ᢸᙜ者㸸実ᆅ指導者
◊修内ᐜ㸸準備・事ᚋฎ理のプロセスを振り返り、ᅔ㞴を

感じたⅬ及びኻᩋしたⅬについて、助言をᚓる
・ᆅᇦ資源ࢵ࣐プ等により社会資源の実㝿をᢕᥱ
・◊修手ᖒ（◊修ࣇイル）にグ㍕

単独訪問 ᢸᙜ者㸸ᩍ⫱ᢸᙜ者、実ᆅ指導者
◊修内ᐜ㸸」ᩘの新ேや先㍮とඹに、ಖ所等による集合

◊修などで実施する
・アセスメントとᨭ方法、ᨭによるຠᯝ
・⥅⥆訪問した事例について、࣐ࢧリーのసᡂ及

び課題の整理
・先㍮の体㦂のㄒりを傾聴する
・◊修手ᖒ（◊修ࣇイル）による相Ꮫ⩦

ホ౯ ᢸᙜ者㸸ᩍ⫱ᢸᙜ者、実ᆅ指導者
◊修内ᐜ㸸コーチングを活用したಶู面接を行う

チࢵ࢙クリストを活用して自己ホ౯を行い、◊修
手ᖒ（◊修ࣇイル）に対する助言をᚓる

１回目㸸同行訪問ᚋ
２回目㸸初回の単独訪問ᚋ
３回目㸸⥅⥆訪問の実施ᚋ
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〜 家 庭 訪 問 〜

【到達目標】
＊

担当地区の基本的な事例の訪問支援を１人で行うことができる

【到達までの期間】
６か月〜１年

【保健師活動に関する技術を支える要素】
・担当地区の対象者の把握ができる
・訪問の優先順位を判断できる
・訪問対象として選択した理由及び法的根拠を説明できる
・生活者としての主体性や価値観を尊重できる
・信頼関係の構築、維持ができる
・アセスメント、目標設定、計画立案、実施、評価の一連の過程を経ることができ

る
・家族面接や相談の技術を活用できる
・個人・家族の持つ力を引き出すような支援ができる
・正確かつ簡潔な記録ができる
・活用可能な社会資源を理解し、情報提供やケアマネジメントができる
・他の支援方法と組み合わせることができる
・対象者の置かれている環境が把握できる
・個別支援を通して、地域・環境要因と個の健康との関連を理解できる
・個別支援を通して、集団や地域をみる視点を持つことができる

＊基本的な事例とは、正常分娩の新生児、乳幼児健康診査において要経過観察と
判断された乳幼児、乳幼児健康診査未受診者、健康診査事後指導が必要な成人、
慢性期の療養者（結核・精神・難病・小児慢性特定疾患児等）、独居の高齢者や
高齢夫婦世帯を指す

【研修方法】

見学訪問 担当者：実地指導者（教育担当者）
研修内容：基礎教育での知識と技術の確認を行う

新生児等の基本的な事例だけでなく、指導者が継
続訪問している事例の見学も行う
・対象者の選択と必要性の判断・法的根拠
・訪問前の情報収集・分析と健康課題の抽出
・対象者との連絡・時間調整、訪問計画の立案
・対象者に応じた基本的支援技術
・家庭訪問の実際、訪問後の報告と記録
・事前事後の関係者との連携の実際
・家庭訪問の機会を活用した地区踏査

振り返り 担当者：実地指導者（教育担当者）
研修内容：地域に出る機会を活用した関係づくりを学ぶ

・観察・判断・計画修正の実際
・対象者の自立状況のアセスメント
・継続支援の必要性の判断と次回の計画
・関係機関やキーパーソンとの情報交換の方法
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手 ࣔ 指導時の留ϼ点

●֏本的な事༎をਏǛで、ఃに訪問で
きるようָࢾの࢙得を目指す
●見ԙ訪問では、指導者がڊ੶訪問して
いる事༎のଇから、対象者の身体に॑れ
るƛとができ、新人が会話に参加できる
事༎をਏƾ
●家୬訪問等に実際にࢽるƛとがԛしい
とࠈえるような指導を心がける
●新人保健師のԙ࢙状況の確認
・家୬訪問の対象者とするׯݿ
・֏本的な訪問支援のָࢾ
・社会資源
・関係機関との連携

１．Ǭースਏવ １．Ǭースਏવ
１）૰كの訪問対象者を把握する ●訪問対象者を把握する方法についての
・各種ఊࢽによる対象者リストを確認す ૯ࡀを確認する
る

・各種ఊࢽ
・健康૭、健康॰ލ
ภや関係者からのϴືࢨ・
・Օ৾औやޥӳ等のದ生時
・日ݵの૰ك活௫から
・自࠲体でのࢲ点的ࡷਭみ
・調ލ（юຩ調ލ・実ઙ調ףڽ・ލ）

２）訪問の先ࣔϳをつける ●先ࣔϳが分からない場合は指導者に
●訪問対象となƫたڃを把握する ૭するように伝えておく
・法的ׯݿに֏ƭくものか、本人の希望 ●先ࣔϳの判断に関するׯݿを確認す
をࢄけて行うものか、本人は拒否してい る
ても必要と判断して行うものかを把握し、
訪問の目的を把握する ĝ家୬訪問の先ࣔϳ

１．生ฮのۈがある
２．ϴື者や૭者のഩϩが؊い
が؊いの人へのы϶ࢍ．３
ї生रのӀભ࢝．４

対応が必要な事༎は、指導者の訪כض●
問に௬行させてۊډする等ܞബする
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いる事༎のଇから、対象者の身体に॑れ
るƛとができ、新人が会話に参加できる
事༎をਏƾ
●家୬訪問等に実際にࢽるƛとがԛしい
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・自࠲体でのࢲ点的ࡷਭみ
・調ލ（юຩ調ލ・実ઙ調ףڽ・ލ）

２）訪問の先ࣔϳをつける ●先ࣔϳが分からない場合は指導者に
●訪問対象となƫたڃを把握する ૭するように伝えておく
・法的ׯݿに֏ƭくものか、本人の希望 ●先ࣔϳの判断に関するׯݿを確認す
をࢄけて行うものか、本人は拒否してい る
ても必要と判断して行うものかを把握し、
訪問の目的を把握する ĝ家୬訪問の先ࣔϳ

１．生ฮのۈがある
２．ϴື者や૭者のഩϩが؊い
が؊いの人へのы϶ࢍ．３
ї生रのӀભ࢝．４

対応が必要な事༎は、指導者の訪כض●
問に௬行させてۊډする等ܞബする
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２．訪問計画の❧ ２．訪問計画の❧
１）情報を収集・整理し、ᨭの方向ᛶ ●基♏▱㆑・技術を確認する
を᳨ウする
●新生ඣ・ஙᗂඣの初回訪問時、事前情 ͤ訪問計画に必要な基♏▱㆑の例
報はᑡないが、正ᖖな発⫱発達を促㐍す ●新生ඣ・ஙᗂඣの場合
るようなᨭを᳨ウする ・発⫱（１᪥体重ቑຍ㔞・カウプ
●⤖᰾・⢭⚄ᝈ・㞴などの場合、 指ᩘ・身㛗体重᭤⥺等）
名、療方㔪及び内ᐜ等を確認する ・発達（᭶㱋・ᖺ㱋の発達）
●アセスメント内ᐜの⤫合とᗣ課題を ・ᰤ養に関すること
ᢳ出する ・ண㜵接✀かಖࢧーࣅス

・ẕぶのᗣに関すること
・ᐙ᪘の機⬟
●ᡂேの場合
・生活⩦័に関する基♏▱㆑
・ᗣデᰝ⤖ᯝのㄞྲྀࡳり
・⫋場の環境、生活スタイル
・行ືኚᐜやᏛ⩦ᨭ法
●⤖᰾・⢭⚄・㞴の場合
・ᝈの基♏▱㆑
・་療㈝助ᡂ等のಖ་療⚟♴ไ度
●㧗㱋者の場合
・ຍ㱋にకう心身のኚ
・ಶே・ᐙ᪘の発達課題
・や⸆に関する▱㆑

●◊修手ᖒ（◊修ࣇイル）についての
助言を行う
●対象ูの▱㆑やᨭ方法やಖ་療⚟
♴ไ度に関する情報を、᪤Ꮡ資料やイン
ターࢵࢿトを活用して入手する

２）ᨭの目ᶆと計画を❧する
●様ࠎな状況を定して、対応を計画 ●収集した情報と分ᯒ⤖ᯝを確認
・コミュニケーションが༑分にྲྀれない ・情報収集先について助言する
対象の場合 ・ಶே情報ಖㆤの観Ⅼを確認
・ᣄྰやᭀຊがあるேの場合 ・アセスメントの方法について助言する
・本ேに会えない場合 �例�⢭⚄や㞴の事例の場合

本ே・ᐙ᪘の生活Ṕ（Ṕをྵࡴ）
を時⣔ิで整理することにより、Ẽ
が本ே・ᐙ᪘に及ࡰすᙳ㡪、対ฎࣃタ
ーン、ᙉࡳなどを見い出すことができ
る

●アセスメント⤖ᯝについて、ⰋいⅬは
不㊊するⅬは助言する、ࡵ
●訪問計画について、実施㡯目がከくな
らないよう時間㓄分やㄡに会うか等を⪃
えているか、確認する
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●初期の段階など必要時、ロールプレイ
で訪問場面をイメージする
・ロールプレイを行い、実際場面をイメ
ージできるように促すとともに、訪問の
流れ（開始から終了の挨拶まで）を考え
るよう助言する
・各種資料を活用した説明や拒否された
場合等の対応ができるよう、ロールプレ
イを行う
・新生児・乳幼児訪問の場合、児の抱き
方、身体計測方法、衣服の着脱方法等を
事前に確認する
・観察のポイントや母子健康手帳の活用
方法を確認する

３）支援に必要な社会資源の情報を収集 ●社会資源について確認し、必要に応じ
する て助言する
●現在活用している社会資源やネットワ ・関係機関と連携の必要な人の把握状況
ーク図を作成し、３か月後、６か月後な を確認する
ど時間とともに変化するかを予測する ・訪問前に連絡が必要か否かの判断を確

認する

４）訪問時に持参する保健指導用教材を
作成する ●保健指導用教材の作成を行う
●対象や訪問目的に合わせた資料や保健 ・年齢等、対象の特性を考慮しているか
指導に必要な媒体を準備する 確認する

・既存の資料を用いる場合、個別性の付
加が必要か否かを確認する

３．訪問日時の決定 ３．訪問日時の決定
１）対象者の自宅又は連絡先に電話をか ●初期の段階における電話対応につい
ける て、指導する
●自分の所属と氏名を名乗る ・留守の場合や断られた場合の対応が考
●訪問の目的を説明し、対象者との共通 えられるように、電話対応のロールプレ
理解を得る イをしておく（指導者が本人・家族の役
●対象者のニーズの確認を行う になり、種々の場合を想定する）

・新人の保健師が訪問対象者に初めて電
２）訪問の日時を約束する 話する場合は、そばで見守り、必要時に
●電話する前に、自分の都合の良い日時 は助言する
を３つ程度リストアップしておく ・新人の電話対応について、早い段階で
●対象者の都合を確認し、日時を決定す 気になる点については助言する
る
●家族への電話の場合、支援対象本人に ●追加情報を得て訪問計画を修正した場
会いたい希望を伝えておく 合、報告を求め、必要時は助言する
●新生児であれば、退院日、母乳（ミル
ク：乳幼児用調製粉乳）ののみ具合、母
子の体調、母親の心配事などについての
追加情報を得る
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●初期の段階など必要時、ロールプレイ
で訪問場面をイメージする
・ロールプレイを行い、実際場面をイメ
ージできるように促すとともに、訪問の
流れ（開始から終了の挨拶まで）を考え
るよう助言する
・各種資料を活用した説明や拒否された
場合等の対応ができるよう、ロールプレ
イを行う
・新生児・乳幼児訪問の場合、児の抱き
方、身体計測方法、衣服の着脱方法等を
事前に確認する
・観察のポイントや母子健康手帳の活用
方法を確認する

３）支援に必要な社会資源の情報を収集 ●社会資源について確認し、必要に応じ
する て助言する
●現在活用している社会資源やネットワ ・関係機関と連携の必要な人の把握状況
ーク図を作成し、３か月後、６か月後な を確認する
ど時間とともに変化するかを予測する ・訪問前に連絡が必要か否かの判断を確

認する

４）訪問時に持参する保健指導用教材を
作成する ●保健指導用教材の作成を行う
●対象や訪問目的に合わせた資料や保健 ・年齢等、対象の特性を考慮しているか
指導に必要な媒体を準備する 確認する

・既存の資料を用いる場合、個別性の付
加が必要か否かを確認する

３．訪問日時の決定 ３．訪問日時の決定
１）対象者の自宅又は連絡先に電話をか ●初期の段階における電話対応につい
ける て、指導する
●自分の所属と氏名を名乗る ・留守の場合や断られた場合の対応が考
●訪問の目的を説明し、対象者との共通 えられるように、電話対応のロールプレ
理解を得る イをしておく（指導者が本人・家族の役
●対象者のニーズの確認を行う になり、種々の場合を想定する）

・新人の保健師が訪問対象者に初めて電
２）訪問の日時を約束する 話する場合は、そばで見守り、必要時に
●電話する前に、自分の都合の良い日時 は助言する
を３つ程度リストアップしておく ・新人の電話対応について、早い段階で
●対象者の都合を確認し、日時を決定す 気になる点については助言する
る
●家族への電話の場合、支援対象本人に ●追加情報を得て訪問計画を修正した場
会いたい希望を伝えておく 合、報告を求め、必要時は助言する
●新生児であれば、退院日、母乳（ミル
ク：乳幼児用調製粉乳）ののみ具合、母
子の体調、母親の心配事などについての
追加情報を得る
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●初期の段階など必要時、ロールプレイ
で訪問場面をイメーࢪする
・ロールプレイを行い、実㝿場面をイメ
ーࢪできるように促すとともに、訪問の
ὶれ（開ጞから⤊の挨拶ࡲで）を⪃え
るよう助言する
・ྛ✀資料を活用したㄝ明やᣄྰࡉれた
場合等の対応ができるよう、ロールプレ
イを行う
・新生ඣ・ஙᗂඣ訪問の場合、ඣのᢪき
方、身体計測方法、⾰服の着⬺方法等を
事前に確認する
・観察の࣏イントやẕ子ᗣ手ᖒの活用
方法を確認する

３）ᨭに必要な社会資源の情報を収集 ●社会資源について確認し、必要に応じ
する て助言する
●⌧ᅾ活用している社会資源やࢵࢿト࣡ ・関ಀ機関と連携の必要なேのᢕᥱ状況
ークᅗをసᡂし、３か᭶ᚋ、㸴か᭶ᚋな を確認する
ど時間とともにኚするかをண測する ・訪問前に連絡が必要かྰかのุ᩿を確

認する

４）訪問時に持ཧするಖ指導用ᩍᮦを
సᡂする ●ಖ指導用ᩍᮦのసᡂを行う
●対象や訪問目的に合ࢃせた資料やಖ ・ᖺ㱋等、対象の≉ᛶを⪃៖しているか
指導に必要な媒体を準備する 確認する

・᪤Ꮡの資料を用いる場合、ಶูᛶの
ຍが必要かྰかを確認する

３．訪問᪥時のỴ定 ３．訪問᪥時のỴ定
１）対象者の自Ꮿ又は連絡先に電話をか ●初期の段階に࠾ける電話対応につい
ける て、指導する
●自分の所属と氏名を名乗る ・留守の場合や᩿られた場合の対応が⪃
●訪問の目的をㄝ明し、対象者とのඹ通 えらᚓるように、電話対応のロールプレ
理解をᚓる イをして࠾く（指導者が本ே・ᐙ᪘のᙺ
●対象者のニーࢬの確認を行う になり、✀ࠎの場合を定する）

・新ேのಖᖌが訪問対象者に初ࡵて電
２）訪問の᪥時を約束する 話する場合は、そばで見守り、必要時に
●電話する前に、自分の㒔合のⰋい᪥時 は助言する
を３つ⛬度リストアࢵプして࠾く ・新ேの電話対応について、᪩い段階で
●対象者の㒔合を確認し、᪥時をỴ定す ẼになるⅬについては助言する
る
●ᐙ᪘の電話の場合、ᨭ対象本ேに ●㏣ຍ情報をᚓて訪問計画を修正した場
会いたいᕼᮃを伝えて࠾く 合、報告をồࡵ、必要時は助言する
●新生ඣであれば、㏥㝔᪥、ẕங（ミル
ク㸸ஙᗂඣ用ㄪ〇⢊ங）ののࡳ具合、ẕ
子の体ㄪ、ẕぶの心㓄事などについての
㏣ຍ情報をᚓる
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４．事前準備 ４．事前準備
１）訪問場所を確認する ●初期の段階では、訪問場所等について

助言する
２）出発時間を確認する ・場所と経路を一緒に確認し、目印とな
●余裕を持って到着するようにする る建物や道路事情・交通機関情報等の情

報収集の方法について助言する
３）必要物品を準備する ・事例によっては訪問先でなく、他の場
●目的に応じた必要な物品と訪問かばん 所に駐車した方がよい場合もあること
●目的に応じた必要な資料・媒体 や、駐車場等についての具体的な助言を
●基本的な私物（身分証明証・運転免許 行う
証・財布・携帯電話など）

４）名刺や連絡票を準備する

５．訪問の実施 ５．訪問の実施
１）出発する ●単独訪問の場合
①目的や対象に応じた服装を整える ・余裕を持って準備できているかを確認
②訪問場所・訪問の目的と計画・準備物 する
品を再確認する ・緊張感を和らげるよう声かけをする
③上司や同僚に出かける旨を報告する
④約束した時間に声をかけるように時間
を設定する

２）訪問先で挨拶をする
①所属・氏名を明瞭に名乗り、自己紹介 ●挨拶やコミュニケーションの様子を見
する 守る
②訪問の目的を明確に伝える ・相手を尊重した誠実な態度であるか
③相手を確認する ・明瞭な言葉遣いをしているか
④留守の場合は、訪問目的と連絡先を書 ・アイコンタクトやペーシングなど傾聴
いた名刺、又は連絡票を郵便受けや玄関 のスキルを活用しているか
ドア内側などに入れる ●振り返りを行い、必要な場合はロール

プレイを再度行い、次回訪問に向けて自
己の課題を明確にする

３）目的・状況に応じた展開を実施する
①誠実な態度で相手の話を傾聴する ●計測・観察等の技術の実施状況を確認
②生活の場で収集した新たな情報を基に、 する
再アセスメント及び計画の修正をその場 ・血圧や体重測定等の技術
で行う ・面接の中での身体的・心理的・社会的
③対象に応じて身体計測・療養相談・生 な観察や住環境のアセスメント
活指導などを実施する ●相談の技術の発達を促す
④必要に応じて社会資源の情報を提供 ・カウンセリングやコーチングなどコミ
⑤不安や疑問が解消、又は軽減したかを ュニケーションスキルを活用した面接技
確認する 術は、指導者が実施し、見せる
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ն⥅⥆ᨭの必要ᛶをุ᩿し、対象と相 ・うࡲくいかなかった場合は、その状況
談する を再⌧し、相手の❧場に❧って⪃えるこ

とを促す
ͤ面接相談の技術
●対象者が安心して話に集中できる環 ●実施ᚋの振り返りの㝿、ⰋいⅬをࡵ、
境を設定する 新ேಖᖌに感や観察したことをㄒら
●誠実な態度で話を⪺き、傾聴やඹ感 せたᚋ、指導者がᚓた情報やุ᩿内ᐜ、
的理解にດࡵる その理⏤を新ேಖᖌに伝える
●ಶே・ᐙ᪘の⪃え方や生活スタイル
を尊重する
●ಶே・ᐙ᪘自らが自分のᗣ課題に
Ẽ࡙き、解Ỵに向けて体的にྲྀり⤌
ようにാきかけるࡴ

㸴．報告とグ㘓 㸴．報告とグ㘓
１）要Ⅼを指導者とともに上司に報告を ⪺៘ປし、訪問ᚋの報告と感をࡎࡲ●
する き、必要な内ᐜが報告ࡉれているかを確
・出会えたே 認する
・要した時間 ・ᚋのண定のุ᩿については、対象者
・ᨭ内ᐜと対象の応 のពᚿを確認する
・計測್などの⤖ᯝ ・ᨭ実施内ᐜを確認し、ᨭを行うに
・ᚋのண定など ⮳ったアセスメントの経㐣を確認する

●上手くいかなかった事例の場合や対応
にᅔった事例の場合には、必要であれば
ูᐊで話を⪺く

２）グ㘓を行う
訪問前 ●グ㘓内ᐜを確認し、必要時は助言する
・情報 ・事実がᐈ観的にグ㘓ࡉれているか
・アセスメントの⥲ᣓとᗣ課題 ・必要事㡯が見やすくグ㍕ࡉれているか
・訪問計画 ・アセスメントやホ౯・⪃察などがグ㍕
・必要な関ಀ機関との連絡内ᐜ れているかࡉ
訪問ᚋ
・訪問者と時間
・⿕訪問者
・訪問場面の状況
・対象者のアセスメントとᗣ課題
・ᨭ内ᐜとಶே・ᐙ᪘の応
・ᗣ課題に対するᨭ⤖ᯝとṧࡉれた
課題
・必要な関ಀ機関との連絡内ᐜ
・次回訪問の必要ᛶと時期
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ն⥅⥆ᨭの必要ᛶをุ᩿し、対象と相 ・うࡲくいかなかった場合は、その状況
談する を再⌧し、相手の❧場に❧って⪃えるこ

とを促す
ͤ面接相談の技術
●対象者が安心して話に集中できる環 ●実施ᚋの振り返りの㝿、ⰋいⅬをࡵ、
境を設定する 新ேಖᖌに感や観察したことをㄒら
●誠実な態度で話を⪺き、傾聴やඹ感 せたᚋ、指導者がᚓた情報やุ᩿内ᐜ、
的理解にດࡵる その理⏤を新ேಖᖌに伝える
●ಶே・ᐙ᪘の⪃え方や生活スタイル
を尊重する
●ಶே・ᐙ᪘自らが自分のᗣ課題に
Ẽ࡙き、解Ỵに向けて体的にྲྀり⤌
ようにാきかけるࡴ

㸴．報告とグ㘓 㸴．報告とグ㘓
１）要Ⅼを指導者とともに上司に報告を ⪺៘ປし、訪問ᚋの報告と感をࡎࡲ●
する き、必要な内ᐜが報告ࡉれているかを確
・出会えたே 認する
・要した時間 ・ᚋのண定のุ᩿については、対象者
・ᨭ内ᐜと対象の応 のពᚿを確認する
・計測್などの⤖ᯝ ・ᨭ実施内ᐜを確認し、ᨭを行うに
・ᚋのண定など ⮳ったアセスメントの経㐣を確認する

●上手くいかなかった事例の場合や対応
にᅔった事例の場合には、必要であれば
ูᐊで話を⪺く

２）グ㘓を行う
訪問前 ●グ㘓内ᐜを確認し、必要時は助言する
・情報 ・事実がᐈ観的にグ㘓ࡉれているか
・アセスメントの⥲ᣓとᗣ課題 ・必要事㡯が見やすくグ㍕ࡉれているか
・訪問計画 ・アセスメントやホ౯・⪃察などがグ㍕
・必要な関ಀ機関との連絡内ᐜ れているかࡉ
訪問ᚋ
・訪問者と時間
・⿕訪問者
・訪問場面の状況
・対象者のアセスメントとᗣ課題
・ᨭ内ᐜとಶே・ᐙ᪘の応
・ᗣ課題に対するᨭ⤖ᯝとṧࡉれた
課題
・必要な関ಀ機関との連絡内ᐜ
・次回訪問の必要ᛶと時期
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Œ．事後ࣕ理 Œ．事後ࣕ理
１）൝ടのষ理

２）必要時に対象への連絡・情報୲

３）健康Ӏભにより、ઁの৳๖ॏにڋƘ

４）関係機関との連携 ●関係機関との連携の実際について、指
●訪問前：必要時、情報を収集する 導者の電話対応をϼ図的に൬かせ、ミニ
●訪問後：ڤүを報告するとともに、ݶ ・ロールプレイをするなど、対応を具体
後の予定を確認する 的に助言する

●電話ƨけでなく、関係機関のؼくにࢽ
いた機会を活用してଽৣ関係者と話すܕ
要性を伝えるࢲ

œ．૰كը理 œ ૰كը理
●訪問Ǭースのը理帳を作成する ●૰كの関係機関やǨーȌーǸンの
●月間計画・年間計画のଇに訪問予定を 情報などを、ڽ修手帳（ڽ修Ȑǜイル）
హれる にまとめるよう助言する
●関係者・関係機関șップを作成する ・訪問者宅が֪ޯされた૰図など、個人

情報のը理にϼするよう促す

Ŕ．事༎ڸ Ŕ．事༎ڸ
੶訪問した事༎のǰșリーを作成すڊ● ●プレǷンȁーǲȢンとׁにより、対
る 象の理解や支援方法の૯ࡀを॥めるとと
・健康Ӏભ もに、家୬訪問へのϼຬをݗめる
・支援目 ●集合ڽ修において、ڽ修手帳（ڽ修Ȑ
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～ 地域診断におけるアセスメント ～

地域診断は、保健師活動の基盤であるが、新人保健師の到達目標とその到達の目安等
を考慮した結果、保健師活動に関する技術指導例としては、アセスメント過程のみを記
載するものとした。

【到達目標】
○身体的・精神的・社会文化的・環境的側面から客観的・主観的情報を収集
することができる

○地域、対象者の属する集団を全体としてとらえ、健康のアセスメントがで
きる

【到達までの期間】 ２か月～１年

【保健師活動に関する技術を支える要素】
・疫学の方法論を説明できる
・各種保健統計の意味を理解して、地域診断に活用できる
・保健師が行う地域診断の目的を理解している
・地区踏査を行い、地域の概要を把握できる
・地域の基本構造をアセスメントする視点を理解し、身体的・精神的・社会文化的
・環境的な基本的データを説明できる
・人口静態・構造（家族を含む）、人口動態
・経済、政治、教育、コミュニケーション、運輸、安全など
・保健医療福祉システム
・自然環境、地理的環境
・歴史、価値規範

・地域における対象者の健康状態をアセスメントするための身体的・精神的・社会
文化的・環境的な基本データを説明し、その所在が分かる
・全般的健康指標
・母子保健データ
・成人保健データ
・高齢者保健データ
・感染症関連データ
・保健行動・保健意識に関するデータ

・地域の既存の一次データ、二次データを収集し、比較分析できる
・地域の保健師活動から得られた質的データをアセスメントに活用できる
・対象者の声を聞き、アセスメントに活用できる

【研修方法】

集合研修 担当者：保健所長、教育担当者、実地指導者
研修内容：基礎教育での知識と技術の確認を行う

保健統計の意味とデータ分析、疫学方法論、地域
診断方法論（目的、質的・量的データ収集と分析）
などの講義と演習を行い、地域診断のための基礎
知識を確認する

- 1 -

【家庭訪問のチェックリスト】

氏名（ ）

◎：１人でできる ○：支援があればできる

目標達成期間 ６か月～１年

確認事項 実施 自己 他者
月日 評価 評価

①担当地区の訪問対象者を把握することができる

②訪問の優先順位を考えることができる

③訪問対象となった背景や法的根拠を説明できる

④訪問日時を調整し、設定できる

⑤対象にあわせた必要物品を整えることができる

⑥健康課題を見出し、訪問計画を立案することができる

⑦訪問目的の主たる対象者に直接会うことができる

⑧安全な方法で支援技術を提供できる

⑨家庭環境の観察や相談内容によって、訪問計画を修正できる

⑩個人・家族と信頼関係を築くことができる

⑪生活者としての価値観や信念を尊重することができる

⑫個人・家族の持つ力を引き出すことができる

⑬個人・家族が活用可能な社会資源の情報を提供できる

⑭健康課題の解決に向け、主体性を尊重した援助ができる

⑮具体的かつ客観的に記録を書くことができる

⑯必要に応じて関係機関と連携することができる

⑰訪問結果および支援経過を正確かつ迅速に報告できる

⑱個別支援から集団や地域をみる視点を持つことができる

⑲単独で継続訪問できる

⑳困ったときには指導者の助力を求めることができる

㉑継続訪問した事例のサマリーを作成し、自己の課題についてプ
レゼンテーションができる

コメント（今後のアドバイスなど）

− �� −－ 30 －



- � - - 1 -

～ 地域診断におけるアセスメント ～

地域診断は、保健師活動の基盤であるが、新人保健師の到達目標とその到達の目安等
を考慮した結果、保健師活動に関する技術指導例としては、アセスメント過程のみを記
載するものとした。

【到達目標】
○身体的・精神的・社会文化的・環境的側面から客観的・主観的情報を収集
することができる

○地域、対象者の属する集団を全体としてとらえ、健康のアセスメントがで
きる

【到達までの期間】 ２か月～１年

【保健師活動に関する技術を支える要素】
・疫学の方法論を説明できる
・各種保健統計の意味を理解して、地域診断に活用できる
・保健師が行う地域診断の目的を理解している
・地区踏査を行い、地域の概要を把握できる
・地域の基本構造をアセスメントする視点を理解し、身体的・精神的・社会文化的
・環境的な基本的データを説明できる
・人口静態・構造（家族を含む）、人口動態
・経済、政治、教育、コミュニケーション、運輸、安全など
・保健医療福祉システム
・自然環境、地理的環境
・歴史、価値規範

・地域における対象者の健康状態をアセスメントするための身体的・精神的・社会
文化的・環境的な基本データを説明し、その所在が分かる
・全般的健康指標
・母子保健データ
・成人保健データ
・高齢者保健データ
・感染症関連データ
・保健行動・保健意識に関するデータ

・地域の既存の一次データ、二次データを収集し、比較分析できる
・地域の保健師活動から得られた質的データをアセスメントに活用できる
・対象者の声を聞き、アセスメントに活用できる

【研修方法】

集合研修 担当者：保健所長、教育担当者、実地指導者
研修内容：基礎教育での知識と技術の確認を行う

保健統計の意味とデータ分析、疫学方法論、地域
診断方法論（目的、質的・量的データ収集と分析）
などの講義と演習を行い、地域診断のための基礎
知識を確認する

- 1 -

【家庭訪問のチェックリスト】

氏名（ ）

◎：１人でできる ○：支援があればできる

目標達成期間 ６か月～１年

確認事項 実施 自己 他者
月日 評価 評価

①担当地区の訪問対象者を把握することができる

②訪問の優先順位を考えることができる

③訪問対象となった背景や法的根拠を説明できる

④訪問日時を調整し、設定できる

⑤対象にあわせた必要物品を整えることができる

⑥健康課題を見出し、訪問計画を立案することができる

⑦訪問目的の主たる対象者に直接会うことができる

⑧安全な方法で支援技術を提供できる

⑨家庭環境の観察や相談内容によって、訪問計画を修正できる

⑩個人・家族と信頼関係を築くことができる

⑪生活者としての価値観や信念を尊重することができる

⑫個人・家族の持つ力を引き出すことができる

⑬個人・家族が活用可能な社会資源の情報を提供できる

⑭健康課題の解決に向け、主体性を尊重した援助ができる

⑮具体的かつ客観的に記録を書くことができる

⑯必要に応じて関係機関と連携することができる

⑰訪問結果および支援経過を正確かつ迅速に報告できる

⑱個別支援から集団や地域をみる視点を持つことができる

⑲単独で継続訪問できる

⑳困ったときには指導者の助力を求めることができる

㉑継続訪問した事例のサマリーを作成し、自己の課題についてプ
レゼンテーションができる

コメント（今後のアドバイスなど）

− �� −

- 1 -

～ 地域診断におけるアセスメント ～

地域診断は、保健師活動の基盤であるが、新人保健師の到達目標とその到達の目安等
を考慮した結果、保健師活動に関する技術指導例としては、アセスメント過程のみを記
載するものとした。

【到達目標】
○身体的・精神的・社会文化的・環境的側面から客観的・主観的情報を収集
することができる

○地域、対象者の属する集団を全体としてとらえ、健康のアセスメントがで
きる

【到達までの期間】 ２か月～１年

【保健師活動に関する技術を支える要素】
・疫学の方法論を説明できる
・各種保健統計の意味を理解して、地域診断に活用できる
・保健師が行う地域診断の目的を理解している
・地区踏査を行い、地域の概要を把握できる
・地域の基本構造をアセスメントする視点を理解し、身体的・精神的・社会文化的
・環境的な基本的データを説明できる
・人口静態・構造（家族を含む）、人口動態
・経済、政治、教育、コミュニケーション、運輸、安全など
・保健医療福祉システム
・自然環境、地理的環境
・歴史、価値規範

・地域における対象者の健康状態をアセスメントするための身体的・精神的・社会
文化的・環境的な基本データを説明し、その所在が分かる
・全般的健康指標
・母子保健データ
・成人保健データ
・高齢者保健データ
・感染症関連データ
・保健行動・保健意識に関するデータ

・地域の既存の一次データ、二次データを収集し、比較分析できる
・地域の保健師活動から得られた質的データをアセスメントに活用できる
・対象者の声を聞き、アセスメントに活用できる

【研修方法】

集合研修 担当者：保健所長、教育担当者、実地指導者
研修内容：基礎教育での知識と技術の確認を行う

保健統計の意味とデータ分析、疫学方法論、地域
診断方法論（目的、質的・量的データ収集と分析）
などの講義と演習を行い、地域診断のための基礎
知識を確認する

− �� −－ 31 －



- � -

実㝿の地域診断例のᥦ♧
担当者：教育担当者、実地指導者
研修内容：ࡾࡼ実㝿的な理解を῝めるため、所属⤌⧊の保健

計⏬とデータに基࡙ࡃ地域診断のウ論などの講義
・演習を行う

実

担当者：実地指導者
研修内容：担当する地域を対象に地域診断を実する

ホ価 担当者：教育担当者、実地指導者
研修内容：集合研修で地域診断の報࿌を行い、ཧຍ者と意ぢ

を行う。そのᚋ、指導者がホ価を行う
研修内容を所属ᶵ関にᣢࡕᖐࡾ、所属ᶵ関内のス
タࣇࢵにࢮࣞࣉンテーションを実し、᳨ウを
行う

- � -

ᡭ 㡰 指導の␃意点

１㸬‽ഛ １㸬‽ഛ
新人保健師の保健師教育での学習状ἣە
を確認する
・地域診断の知識、理解ᗘ、実習での実
の程ᗘを把握する

２㸬実 ２㸬実
１）地区踏査にࡗࡼて概要を把握する ᪥ᖖ的に実する保健師活動を基盤にە
担当地区の概要を把握するە した地区診断から行い、↓理なࡃ地域に
ձ地区踏査を実する ධࡗていࡃことをษにする
ղ地ᅗに、観ᐹ㡯ཬࡧ収集したデータ ・担当地区がないሙ合は、୰学ᰯ区など
を記載する の踏査から実する
ճ࣏ࣞートをస成する ・新人のẼ࡙きをఙࡤすࡼうに指導する
մ指導者からࣇーࢡࢵࣂࢻをཷける

ͤ地区踏査の視点の例
・歴史 ・人口属ᛶ
・価値観とಙᛕ ・地域ᛶ
・行動 ・保健医療と福祉
・≀理的環境 ・安全と㏻
・経済 ・政治と行政
・教育 ーション࢚ࣜࢡࣞ・
・コミュニケーション、情報

所属ᶵ関の概要を把握するە ᪥ᖖ的に実する保健師活動を㏻しە
ձ活動を㏻しての地区踏査を実する て、地域を理解ࡏࡉる
ղ࣏ࣞートཪは面᥋にࡾࡼ、指導者に観 ・意ᅗ的に地域の⫼ᬒをఏえる
ᐹ㡯を報࿌する ・指導者の視点にࡼる地域の観ᐹ点をゝ
ճ保健ᴗと関連࡙けて地域診断の目的 ⴥでఏえ、確認する
を理解する ・ከᵝな地区に保健ᴗࡸ家ᗞゼၥでฟ

ྥき、地域のከᵝᛶ・ከ面ᛶと≉ᛶに
Ẽ࡙ࡃᶵ会をᥦ౪する

・新人保健師の主体的な学ࡧを࣏ࢧート
する

・保健ᴗと関連ࡏࡉて、地区を῝ࡃ理
解することの目的と意義を考えるࡼう
ಁす
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・価値観とಙᛕ ・地域ᛶ
・行動 ・保健医療と福祉
・≀理的環境 ・安全と㏻
・経済 ・政治と行政
・教育 ーション࢚ࣜࢡࣞ・
・コミュニケーション、情報

所属ᶵ関の概要を把握するە ᪥ᖖ的に実する保健師活動を㏻しە
ձ活動を㏻しての地区踏査を実する て、地域を理解ࡏࡉる
ղ࣏ࣞートཪは面᥋にࡾࡼ、指導者に観 ・意ᅗ的に地域の⫼ᬒをఏえる
ᐹ㡯を報࿌する ・指導者の視点にࡼる地域の観ᐹ点をゝ
ճ保健ᴗと関連࡙けて地域診断の目的 ⴥでఏえ、確認する
を理解する ・ከᵝな地区に保健ᴗࡸ家ᗞゼၥでฟ

ྥき、地域のከᵝᛶ・ከ面ᛶと≉ᛶに
Ẽ࡙ࡃᶵ会をᥦ౪する

・新人保健師の主体的な学ࡧを࣏ࢧート
する

・保健ᴗと関連ࡏࡉて、地区を῝ࡃ理
解することの目的と意義を考えるࡼう
ಁす
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２）基本となる既存データから地域の実 基本的な客観的データを用いた地域アە
態を理解する セスメントを行う

ձ既存データの所在を把握する
・既存データを担当者からධᡭする
・保⟶ሙ所、᳨⣴ඛを把握する

ղ人口静態、人口動態データから所属ᶵ 人口静態データ、人口動態データが基ە
関が所⟶する地域（௨ୗ、所⟶地域とい 本であると理解ࡏࡉる
う）のアセスメントを実する ・人口動態データ等
・人口静態データ（⥲人口、ᛶ、年齢ู ・データの⟬ฟ方法から、データの≉ᛶ
人口、家族構成）、人口動態データ（Ṛ を理解しているか確認する
ஸ、ฟ⏕、፧ጻ、㞳፧）にࡘいて、所属
ᶵ関における所在を把握する
・データのฟ所と⟬ฟ方法を理解する
・経年的にデータを収集する
・動ྥをぢて、データをุ断する

ճ所⟶地域の人ࠎを理解するためのデー ͤճ～յにࡘいては、地域をまかにみ
タのアセスメントを実する て、概要を理解することを目的とし、ヲ
・地域の歴史をㄪ査する ⣽なデータを要ồࡎࡏ、ᗈい視㔝で地域
・地域の文化をㄪ査する をみるࡼうにຓゝする

մ所⟶地域の地理的な自然環境のアセス ᕷ⏫ᮧ⥲合計⏬等を活ࡸ⏬地域保健計ە
メントを実する 用することもできる
・地理的な≉ᚩをㄪ査する ・地理的な自然環境等の要素は、人ࠎの
・自然環境をㄪ査する 健康の⫼ᬒであࡾ、健康ၥ㢟のཎᅉ、ཪ

は解Ỵのための㈨※であることを理解で
きるࡼうຓゝする

յ所⟶地域の社会文化的状ἣのアセスメ ㈈政状ἣを理解ࡸ所属⤌⧊の意ᚿỴᐃە
ントを実する できるࡼうຓゝする
・経済状態
・行政⤌⧊と㈈政
・㏻
・安全
・教育
・地域関ಀ（コミュニケーション ）

ն所⟶地域の保健医療福祉システムのア うಁすࡼ関ಀᶵ関を理解するە
セスメントを実する ・地域の㈨※の過㊊ではなࡃ、どのࡼ
・医療ᶵ関 うな⤌⧊ᶵ関があるのか、またどのࡼう
・保健ᶵ関 なᴗを実しているかにࡘいて知るこ
・福祉ᶵ関 とを㔜視する
・健康保㝤 等 ・実㝿に連ᦠしているᶵ関を把握する

- � -

շ所⟶地域の健康状態の概要のアセスメ ている対象の健康状態ࡗ所属ᶵ関が担ە
ントを実する を、全体的に理解することに㔜点を⨨い
ア 所⟶地域の健康Ỉ‽にࡘいて て指導する
・ᖹᆒᑑ ・データの⟬ฟ方法等の基礎知識を確認
・年齢ㄪᩚṚஸ⋡ しデータが♧す内容を理解できるࡼうに
・合計≉Ṧฟ⏕⋡ 等 指導する

 所⟶地域の構造にࡘいて
・ṚᅉูṚஸ合
・ཷ療⋡
・健康保㝤データ

࢘ 基本となる母子保健データにࡘいて
・ฟ⏕ᩘ（⋡）
・ప体㔜ඣฟ⏕ᩘ（⋡）
・ஙඣṚஸ⋡
・ஙᗂඣ健康診査結果 等

࢚ 基本となる成人保健データにࡘいて
・≉ᐃ健康診査データ（⏕活習័）等

࢜ 基本となる高齢者の保健データにࡘ
いて
・ㆤ保㝤データ（要ㆤᗘ） 等

࢝ 感染症関連データにࡘいて
・結᰾
・ண㜵᥋種⋡
・感染症Ⓨ⏕動ྥㄪ査㐌報
ᵝᝈⓎ⏕報࿌（学ᰯࢨン࢚ࣝࣇン・
Ḟᖍ者ᩘ） 等

㸱）活動を㏻して対象者の声を活用した
地域のアセスメントを実する 、質的なデータをアセスメントする㝿ە
のアセスメント結果に、保健師活（２ە 対象者の⏕の意ぢを活用するࡼう指導す
動を㏻した対象者の情報等をけຍえて る
アセスメントを実する 質的なデータのุ断をࡧ量的データཬە

統合して行えるࡼう指導する
た対象者かࡗ健康診査等でฟ会ࡸゼၥە
らの意ぢをษにすることで、地域の健
康ㄢ㢟に結ࡃࡘࡧことを理解できるࡼう
に指導する
᪥ᖖ的な保健師活動における感ཷᛶをە
うに指導ࡼにẼ࡙けるࡉことのษࡃ☻
する

− �� −－ 34 －



- � -

２）基本となる既存データから地域の実 基本的な客観的データを用いた地域アە
態を理解する セスメントを行う

ձ既存データの所在を把握する
・既存データを担当者からධᡭする
・保⟶ሙ所、᳨⣴ඛを把握する

ղ人口静態、人口動態データから所属ᶵ 人口静態データ、人口動態データが基ە
関が所⟶する地域（௨ୗ、所⟶地域とい 本であると理解ࡏࡉる
う）のアセスメントを実する ・人口動態データ等
・人口静態データ（⥲人口、ᛶ、年齢ู ・データの⟬ฟ方法から、データの≉ᛶ
人口、家族構成）、人口動態データ（Ṛ を理解しているか確認する
ஸ、ฟ⏕、፧ጻ、㞳፧）にࡘいて、所属
ᶵ関における所在を把握する
・データのฟ所と⟬ฟ方法を理解する
・経年的にデータを収集する
・動ྥをぢて、データをุ断する

ճ所⟶地域の人ࠎを理解するためのデー ͤճ～յにࡘいては、地域をまかにみ
タのアセスメントを実する て、概要を理解することを目的とし、ヲ
・地域の歴史をㄪ査する ⣽なデータを要ồࡎࡏ、ᗈい視㔝で地域
・地域の文化をㄪ査する をみるࡼうにຓゝする

մ所⟶地域の地理的な自然環境のアセス ᕷ⏫ᮧ⥲合計⏬等を活ࡸ⏬地域保健計ە
メントを実する 用することもできる
・地理的な≉ᚩをㄪ査する ・地理的な自然環境等の要素は、人ࠎの
・自然環境をㄪ査する 健康の⫼ᬒであࡾ、健康ၥ㢟のཎᅉ、ཪ

は解Ỵのための㈨※であることを理解で
きるࡼうຓゝする

յ所⟶地域の社会文化的状ἣのアセスメ ㈈政状ἣを理解ࡸ所属⤌⧊の意ᚿỴᐃە
ントを実する できるࡼうຓゝする
・経済状態
・行政⤌⧊と㈈政
・㏻
・安全
・教育
・地域関ಀ（コミュニケーション ）

ն所⟶地域の保健医療福祉システムのア うಁすࡼ関ಀᶵ関を理解するە
セスメントを実する ・地域の㈨※の過㊊ではなࡃ、どのࡼ
・医療ᶵ関 うな⤌⧊ᶵ関があるのか、またどのࡼう
・保健ᶵ関 なᴗを実しているかにࡘいて知るこ
・福祉ᶵ関 とを㔜視する
・健康保㝤 等 ・実㝿に連ᦠしているᶵ関を把握する

- � -

շ所⟶地域の健康状態の概要のアセスメ ている対象の健康状態ࡗ所属ᶵ関が担ە
ントを実する を、全体的に理解することに㔜点を⨨い
ア 所⟶地域の健康Ỉ‽にࡘいて て指導する
・ᖹᆒᑑ ・データの⟬ฟ方法等の基礎知識を確認
・年齢ㄪᩚṚஸ⋡ しデータが♧す内容を理解できるࡼうに
・合計≉Ṧฟ⏕⋡ 等 指導する

 所⟶地域の構造にࡘいて
・ṚᅉูṚஸ合
・ཷ療⋡
・健康保㝤データ

࢘ 基本となる母子保健データにࡘいて
・ฟ⏕ᩘ（⋡）
・ప体㔜ඣฟ⏕ᩘ（⋡）
・ஙඣṚஸ⋡
・ஙᗂඣ健康診査結果 等

࢚ 基本となる成人保健データにࡘいて
・≉ᐃ健康診査データ（⏕活習័）等

࢜ 基本となる高齢者の保健データにࡘ
いて
・ㆤ保㝤データ（要ㆤᗘ） 等

࢝ 感染症関連データにࡘいて
・結᰾
・ண㜵᥋種⋡
・感染症Ⓨ⏕動ྥㄪ査㐌報
ᵝᝈⓎ⏕報࿌（学ᰯࢨン࢚ࣝࣇン・
Ḟᖍ者ᩘ） 等

㸱）活動を㏻して対象者の声を活用した
地域のアセスメントを実する 、質的なデータをアセスメントする㝿ە
のアセスメント結果に、保健師活（２ە 対象者の⏕の意ぢを活用するࡼう指導す
動を㏻した対象者の情報等をけຍえて る
アセスメントを実する 質的なデータのุ断をࡧ量的データཬە

統合して行えるࡼう指導する
た対象者かࡗ健康診査等でฟ会ࡸゼၥە
らの意ぢをษにすることで、地域の健
康ㄢ㢟に結ࡃࡘࡧことを理解できるࡼう
に指導する
᪥ᖖ的な保健師活動における感ཷᛶをە
うに指導ࡼにẼ࡙けるࡉことのษࡃ☻
する
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２）基本となる既存データから地域の実 基本的な客観的データを用いた地域アە
態を理解する セスメントを行う

ձ既存データの所在を把握する
・既存データを担当者からධᡭする
・保⟶ሙ所、᳨⣴ඛを把握する

ղ人口静態、人口動態データから所属ᶵ 人口静態データ、人口動態データが基ە
関が所⟶する地域（௨ୗ、所⟶地域とい 本であると理解ࡏࡉる
う）のアセスメントを実する ・人口動態データ等
・人口静態データ（⥲人口、ᛶ、年齢ู ・データの⟬ฟ方法から、データの≉ᛶ
人口、家族構成）、人口動態データ（Ṛ を理解しているか確認する
ஸ、ฟ⏕、፧ጻ、㞳፧）にࡘいて、所属
ᶵ関における所在を把握する
・データのฟ所と⟬ฟ方法を理解する
・経年的にデータを収集する
・動ྥをぢて、データをุ断する

ճ所⟶地域の人ࠎを理解するためのデー ͤճ～յにࡘいては、地域をまかにみ
タのアセスメントを実する て、概要を理解することを目的とし、ヲ
・地域の歴史をㄪ査する ⣽なデータを要ồࡎࡏ、ᗈい視㔝で地域
・地域の文化をㄪ査する をみるࡼうにຓゝする

մ所⟶地域の地理的な自然環境のアセス ᕷ⏫ᮧ⥲合計⏬等を活ࡸ⏬地域保健計ە
メントを実する 用することもできる
・地理的な≉ᚩをㄪ査する ・地理的な自然環境等の要素は、人ࠎの
・自然環境をㄪ査する 健康の⫼ᬒであࡾ、健康ၥ㢟のཎᅉ、ཪ

は解Ỵのための㈨※であることを理解で
きるࡼうຓゝする

յ所⟶地域の社会文化的状ἣのアセスメ ㈈政状ἣを理解ࡸ所属⤌⧊の意ᚿỴᐃە
ントを実する できるࡼうຓゝする
・経済状態
・行政⤌⧊と㈈政
・㏻
・安全
・教育
・地域関ಀ（コミュニケーション ）

ն所⟶地域の保健医療福祉システムのア うಁすࡼ関ಀᶵ関を理解するە
セスメントを実する ・地域の㈨※の過㊊ではなࡃ、どのࡼ
・医療ᶵ関 うな⤌⧊ᶵ関があるのか、またどのࡼう
・保健ᶵ関 なᴗを実しているかにࡘいて知るこ
・福祉ᶵ関 とを㔜視する
・健康保㝤 等 ・実㝿に連ᦠしているᶵ関を把握する

- � -

շ所⟶地域の健康状態の概要のアセスメ ている対象の健康状態ࡗ所属ᶵ関が担ە
ントを実する を、全体的に理解することに㔜点を⨨い
ア 所⟶地域の健康Ỉ‽にࡘいて て指導する
・ᖹᆒᑑ ・データの⟬ฟ方法等の基礎知識を確認
・年齢ㄪᩚṚஸ⋡ しデータが♧す内容を理解できるࡼうに
・合計≉Ṧฟ⏕⋡ 等 指導する

 所⟶地域の構造にࡘいて
・ṚᅉูṚஸ合
・ཷ療⋡
・健康保㝤データ

࢘ 基本となる母子保健データにࡘいて
・ฟ⏕ᩘ（⋡）
・ప体㔜ඣฟ⏕ᩘ（⋡）
・ஙඣṚஸ⋡
・ஙᗂඣ健康診査結果 等

࢚ 基本となる成人保健データにࡘいて
・≉ᐃ健康診査データ（⏕活習័）等

࢜ 基本となる高齢者の保健データにࡘ
いて
・ㆤ保㝤データ（要ㆤᗘ） 等

࢝ 感染症関連データにࡘいて
・結᰾
・ண㜵᥋種⋡
・感染症Ⓨ⏕動ྥㄪ査㐌報
ᵝᝈⓎ⏕報࿌（学ᰯࢨン࢚ࣝࣇン・
Ḟᖍ者ᩘ） 等

㸱）活動を㏻して対象者の声を活用した
地域のアセスメントを実する 、質的なデータをアセスメントする㝿ە
のアセスメント結果に、保健師活（２ە 対象者の⏕の意ぢを活用するࡼう指導す
動を㏻した対象者の情報等をけຍえて る
アセスメントを実する 質的なデータのุ断をࡧ量的データཬە

統合して行えるࡼう指導する
た対象者かࡗ健康診査等でฟ会ࡸゼၥە
らの意ぢをษにすることで、地域の健
康ㄢ㢟に結ࡃࡘࡧことを理解できるࡼう
に指導する
᪥ᖖ的な保健師活動における感ཷᛶをە
うに指導ࡼにẼ࡙けるࡉことのษࡃ☻
する
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㸲）の地域との比較を行い、地域の≉
ᛶのアセスメントを実する うに指ࡼ客観的なデータをุ断できるە
㸱）のアセスメント結果を、㏆、（２ە 導する
㞄の地域、保健所、㒔㐨ᗓ┴、ᅜのデー ・データのุ断基‽を理解する
タと比較し、対象とした地域の実態を┦ ・所属ᶵ関が担ࡗている対象の健康状態
対的に⨨࡙け、データのุ断を行う をุ断する

ͤ≉にᴗົ分担ไをとるᶵ関において
は、各ࠎの分㔝からぢた地域の≉ᚩを踏
まえ、統合的に地域アセスメントを行う
視点がᚲ要である

ͤ２）～㸲）にࡘいては、担当地区でもྍ⬟であるが、担当地区のሙ合はデータ収集を
ูసᴗで行うᚲ要があるためసᴗ量がከࡃなることにຍえ、所⟶地域の理解からጞめる
ことが基本であることから、担当地区のアセスメントと健康ㄢ㢟のᢳฟを２年目に行う
というሙ合もある。

- 1 -

【地域診断におけるアセスメントのチェックリスト】

氏名（ ）

◎：１人でできる ○：支援があればできる

目標達成期間 ６か月～１年

確 認 事 項 実施 自己 他者
月日 評価 評価

①疫学の方法論を説明できる

②各種保健統計の意味を理解して、算出方法を説明できる

③保健師が行う地域診断の目的を説明できる

④地区踏査の方法と視点を説明できる

⑤担当地区の地区踏査ができる

⑥所管地域の地区踏査ができる

⑦地域の基本構造をアセスメントする視点を説明できる

⑧地域の基本構造をアセスメントするための、身体的・精神的・
社会文化的・環境的な基本的なデータを説明できる

⑨地域の健康状態をアセスメントするための、身体的・精神的・
社会文化的な基本的なデータを説明できる

⑩地域をアセスメントするためのデータの所在を説明できる

⑪所管地域の人口静態データ、人口動態データを経年的に収集し、
判断できる

⑫所管地域の人々を理解するためのデータのアセスメントができ
る

⑬所管地域の地理的自然環境をアセスメントできる

⑭所管地域の文化社会的状況をアセスメントできる

⑮所管地域の保健医療福祉システムをアセスメントできる

⑯所管地域の健康水準をアセスメントできる

⑰所管地域の疾病構造をアセスメントできる

⑱所管地域の基本となる母子保健データのアセスメントができる

⑲所管地域の基本となる成人保健データのアセスメントができる

⑳所管地域の基本となる高齢者の健康データのアセスメントがで
きる

㉑ 所管地域の基本となる感染症関連データのアセスメントがで
きる
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㸲）の地域との比較を行い、地域の≉
ᛶのアセスメントを実する うに指ࡼ客観的なデータをุ断できるە
㸱）のアセスメント結果を、㏆、（２ە 導する
㞄の地域、保健所、㒔㐨ᗓ┴、ᅜのデー ・データのุ断基‽を理解する
タと比較し、対象とした地域の実態を┦ ・所属ᶵ関が担ࡗている対象の健康状態
対的に⨨࡙け、データのุ断を行う をุ断する

ͤ≉にᴗົ分担ไをとるᶵ関において
は、各ࠎの分㔝からぢた地域の≉ᚩを踏
まえ、統合的に地域アセスメントを行う
視点がᚲ要である

ͤ２）～㸲）にࡘいては、担当地区でもྍ⬟であるが、担当地区のሙ合はデータ収集を
ูసᴗで行うᚲ要があるためసᴗ量がከࡃなることにຍえ、所⟶地域の理解からጞめる
ことが基本であることから、担当地区のアセスメントと健康ㄢ㢟のᢳฟを２年目に行う
というሙ合もある。
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【地域診断におけるアセスメントのチェックリスト】

氏名（ ）

◎：１人でできる ○：支援があればできる

目標達成期間 ６か月～１年

確 認 事 項 実施 自己 他者
月日 評価 評価

①疫学の方法論を説明できる

②各種保健統計の意味を理解して、算出方法を説明できる

③保健師が行う地域診断の目的を説明できる

④地区踏査の方法と視点を説明できる

⑤担当地区の地区踏査ができる
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⑩地域をアセスメントするためのデータの所在を説明できる

⑪所管地域の人口静態データ、人口動態データを経年的に収集し、
判断できる

⑫所管地域の人々を理解するためのデータのアセスメントができ
る

⑬所管地域の地理的自然環境をアセスメントできる

⑭所管地域の文化社会的状況をアセスメントできる

⑮所管地域の保健医療福祉システムをアセスメントできる

⑯所管地域の健康水準をアセスメントできる
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⑳所管地域の基本となる高齢者の健康データのアセスメントがで
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㉑ 所管地域の基本となる感染症関連データのアセスメントがで
きる
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確 認 事 ݕ 実ࠍ 自ۡ ઁ者
月日 ഓҤ ഓҤ

㉒活௫を通しての対象者のϼ見を活用した૰ЏのアǶスメントが
できる

のȂーǺとೝԔして、૰Џݦ、ۀ༄の૰Џ、保健所、都௶റؼ㉓
の健康状ઙを判断できる

Ǯメント（ݶ後のアȄȋイスなど）
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ບ１� 新人保健師૰Џզ܅実࢙状況把握調ލ

� ບ２� 新人保健師の目ǲート

� ບ３� 新人保健師のૄ目ǼǢックリスト

� ບ４� 新人保健師対人ǰーȎスリスト

� ບŐ� 家୬訪問֪

� ບŒ¸保健事أ体ۊ報告ࣞ

� ບ６� 事༎ڸ会（事༎୲ࢽǲート）

６ʤ１� 成人・ݗ齢者

６ʤ２� 母子

６ʤ３� 事༎ڸ会報告ࣞ

̀� 集指導用ບࢾָ

− �� −－ 39 －



㸺ᵝᘧ㸯㸼

᪂ே保健師ᆅᇦ┳ㆤ実⩦≧ἣᢕᥱㄪᰝ⚊

Ặྡ

䊠 ᆅᇦ┳ㆤ実⩦ሙᡤ

ಖᡤ 㸦ۑ       㸧┴ᕷ ྡ⛠ࠝ     ࠞ 
ᕷ⏫ᮧ 㸦ۑ       㸧ᕷ⏫ᮧ ྡ⛠ࠝ     ࠞ 
ᨻ௧ᕷ 㸦ۑ       㸧ᕷ ྡ⛠ࠝ     ࠞ 
 㸦ࡢࡑۑ       㸧 

ϩ ᐙᗞゼ問実施≧ἣについて、ヱᙜするࡶのにۑをつけてください。 

  １㸬ዷ፬   ࠝア㸸ぢᏛ㸦 ᅇ㸧 㸸༢⊂㸦 ᅇ㸧 ࢘㸸⤒㦂ࡋ࡞ ࠞ 

２㸬ᮍ⇍ඣ ࠝア㸸ぢᏛ㸦 ᅇ㸧 㸸༢⊂㸦 ᅇ㸧 ࢘㸸⤒㦂ࡋ࡞ ࠞ 

㸱� ஙඣ  ࠝア㸸ぢᏛ㸦 ᅇ㸧 㸸༢⊂㸦 ᅇ㸧 ࢘㸸⤒㦂ࡋ࡞ ࠞ 

㸲㸬ᗂඣ  ࠝア㸸ぢᏛ㸦 ᅇ㸧 㸸༢⊂㸦 ᅇ㸧 ࢘㸸⤒㦂ࡋ࡞ ࠞ 

㸳㸬ᐷࡾࡁࡓ㧗㱋⪅ ࠝア㸸ぢᏛ㸦 ᅇ㸧 㸸༢⊂㸦 ᅇ㸧 ࢘㸸⤒㦂ࡋ࡞ ࠞ 

㸴㸬ㄆ▱㧗㱋⪅ ࠝア㸸ぢᏛ㸦 ᅇ㸧 㸸༢⊂㸦 ᅇ㸧 ࢘㸸⤒㦂ࡋ࡞ ࠞ 

㸵㸬㞴ᝈ⪅ ࠝア㸸ぢᏛ㸦 ᅇ㸧 㸸༢⊂㸦 ᅇ㸧 ࢘㸸⤒㦂ࡋ࡞ ࠞ 

㸶㸬⏕ά⩦័  ࠝア㸸ぢᏛ㸦 ᅇ㸧 㸸༢⊂㸦 ᅇ㸧 ࢘㸸⤒㦂ࡋ࡞ ࠞ 

㸷㸬⢭⚄㞀ᐖ⪅ ࠝア㸸ぢᏛ㸦 ᅇ㸧 㸸༢⊂㸦 ᅇ㸧 ࢘㸸⤒㦂ࡋ࡞ ࠞ 

��㸬⤖᰾  ࠝア㸸ぢᏛ㸦 ᅇ㸧 㸸༢⊂㸦 ᅇ㸧 ࢘㸸⤒㦂ࡋ࡞ ࠞ 

��㸬⤖᰾௨እࡢឤᰁࠝア㸸ぢᏛ㸦 ᅇ㸧 㸸༢⊂㸦 ᅇ㸧 ࢘㸸⤒㦂ࡋ࡞ ࠞ 

��㸬ࡢࡑ㸦 㸧  ࠝア㸸ぢᏛ㸦 ᅇ㸧 㸸༢⊂㸦 ᅇ㸧 ࢘㸸⤒㦂ࡋ࡞ ࠞ 

ᐙᗞゼ問を⾜って困ったこと、疑問に感じたこと、助言を受けたいことなど 

Ϫ．健康教育の実施≧ἣについて、ḟࡽヱᙜするࡶのを㑅ۑ࡛ࢇをつけてください。

ア㸸⮬ศ࡛ㅮᖌ࡚ࡋㅮヰࡓࡋ

ࡋ࡞㦂⤒ࡢ㸧ㅮヰࡶಶே࡛ࡶ࡛ࣉ࣮ࣝࢢ㸦ࡀる࠶ࡣ㦂⤒ࡢ㸸⏬❧

ࡳࡢぢᏛࡃ࡞㦂⤒ࡶ㸸⏬࣭ㅮヰ࢘

ࡋ࡞㦂⤒ࡃ㸸࢚

１㸬ዷ፬㸦ẕぶ࣭୧ぶ㸧ᩍᐊ ࠝ ア ࢚ ࢘   ࠞ

２㸬⏕ά⩦័㛵㐃ࡢᩍᐊ㸦㸸㧗⾑ᅽᩍᐊ㸧�ᑐ㇟㸸    �  ࠝ  ア ࢚ ࢘   ࠞ

㸱㸬⫱ඣᨭに㛵ࡍるᩍᐊ     ࠝ  ア ࢚ ࢘   ࠞ

㸲㸬ㆤண㜵㛵㐃ࡢㅮᗙ㸦㸸㌿ಽண㜵ᩍᐊ㸧  ࠝ ア ࢚ ࢘   ࠞ

㸳㸬ࡢࡑ㸦                㸧   ࠝ  ア ࢚ ࢘   ࠞ

健康教育を実施（企画）して困ったこと、疑問に感じたこと、助言を受けたいことなど 

Ⅳ．健康相談について実施した経験のある対象者を列挙してください。

１㸬 ┦ㄯ⤒㦂ࡾ࠶

２㸬 ┦ㄯ⤒㦂ࡋ࡞

健康相談を実施して困ったこと、疑問に感じたこと、助言を受けたいことなど

Ⅴ． グループワークについて実施した経験のある対象者を列挙してください。

１㸬 ᐇ⤒㦂ࡾ࠶

２㸬 ᐇ⤒㦂ࡋ࡞

グループワークを実施して困ったこと、疑問に感じたこと、助言を受けたいことなど 

Ⅵ．苦手（不安）とする活動対象、活動方法等とその理由

㸦㸧ᗂඣࡢ家庭訪問㸸ᗂඣࡢⓎ⫱Ⓨ㐩に㛵ࡍる▱㆑に⮬ಙࠊࡃ࡞ࡀ⤒㦂㇏ᐩ࡞ẕぶに

࠺ࡲࡢ࠸ࡼ࡚ࡋᑐฎ࠺

Ⅶ．興味のある活動対象、活動方法等とその理由

㸦㸧ㄆ▱㧗㱋⪅ࡢᨭ㸸ᅾᏯຓࡢᡭἲࡀከᒱに࡚ࡗࡓࢃᏛるᛮ࠺

ࡽ࠸࡞ࡀࡇࡓࡋᐇ㝿に⤒㦂ࡀࡓࡗ⩦Ꮫ⏕௦にࡣ㸸⌮ㄽࢡ࣮࣡ࣉ࣮ࣝࢢ    

Ⅷ．その他、今後京都府の保健師として活動するにあたり期待する研修、助言、指導など
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１㸬 ᐇ⤒㦂ࡾ࠶

２㸬 ᐇ⤒㦂ࡋ࡞

グループワークを実施して困ったこと、疑問に感じたこと、助言を受けたいことなど 

Ⅵ．苦手（不安）とする活動対象、活動方法等とその理由

㸦㸧ᗂඣࡢ家庭訪問㸸ᗂඣࡢⓎ⫱Ⓨ㐩に㛵ࡍる▱㆑に⮬ಙࠊࡃ࡞ࡀ⤒㦂㇏ᐩ࡞ẕぶに

࠺ࡲࡢ࠸ࡼ࡚ࡋᑐฎ࠺

Ⅶ．興味のある活動対象、活動方法等とその理由

㸦㸧ㄆ▱㧗㱋⪅ࡢᨭ㸸ᅾᏯຓࡢᡭἲࡀከᒱに࡚ࡗࡓࢃᏛるᛮ࠺

ࡽ࠸࡞ࡀࡇࡓࡋᐇ㝿に⤒㦂ࡀࡓࡗ⩦Ꮫ⏕௦にࡣ㸸⌮ㄽࢡ࣮࣡ࣉ࣮ࣝࢢ    

Ⅷ．その他、今後京都府の保健師として活動するにあたり期待する研修、助言、指導など

− �� −

健康教育を実施（企画）して困ったこと、疑問に感じたこと、助言を受けたいことなど 

Ⅳ．健康相談について実施した経験のある対象者を列挙してください。

１㸬 ┦ㄯ⤒㦂ࡾ࠶

２㸬 ┦ㄯ⤒㦂ࡋ࡞

健康相談を実施して困ったこと、疑問に感じたこと、助言を受けたいことなど 

Ⅴ． グループワークについて実施した経験のある対象者を列挙してください。

１㸬 ᐇ⤒㦂ࡾ࠶

２㸬 ᐇ⤒㦂ࡋ࡞

グループワークを実施して困ったこと、疑問に感じたこと、助言を受けたいことなど 

Ⅵ．苦手（不安）とする活動対象、活動方法等とその理由

  㸦㸧ᗂඣࡢ家庭訪問㸸ᗂඣࡢⓎ⫱Ⓨ㐩に㛵ࡍる▱㆑に⮬ಙࠊࡃ࡞ࡀ⤒㦂㇏ᐩ࡞ẕぶに

࠺ࡲࡢ࠸ࡼ࡚ࡋᑐฎ࠺

Ⅶ．興味のある活動対象、活動方法等とその理由

㸦㸧ㄆ▱㧗㱋⪅ࡢᨭ㸸ᅾᏯຓࡢᡭἲࡀከᒱに࡚ࡗࡓࢃᏛるᛮ࠺

ࡽ࠸࡞ࡀࡇࡓࡋᐇ㝿に⤒㦂ࡀࡓࡗ⩦Ꮫ⏕௦にࡣ㸸⌮ㄽࢡ࣮࣡ࣉ࣮ࣝࢢ    

Ⅷ．その他、今後京都府の保健師として活動するにあたり期待する研修、助言、指導など
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困ったに相談したいとᛮࢀࢃる࠺ࡼになる。

୍⥴に⪃࠼てࢫࣂࢻすることࡁ࡛ࡀる。 

㐩ᡂ᪉ἲ 

࣭❆ཱྀ、㟁ヰᛂ対࣒ࢫࡀーࢬに࡛ࡁる。

࣭ᢸᙜᆅ༊にᚲせなᨭࡁ࡛ࡀる。

࣭健康教育など㞟ᅋᨭࡁ࡛ࡀる。

࣭相ᡭの≧ἣࡀᨵၿする࠺ࡼಶูᨭࡁ࡛ࡀる。

࣭健デᴗෆᐜを実さࡏることࡁ࡛ࡀる。 

࣭ẕᏊの相談に対ᛂ࡛ࡁる。 

࣭᰿ᣐにᇶ࡙いたᴗの実施ࡁ࡛ࡀる。

࣭Ᏻ、疑問をたࡵない

㸸ࠕ᪂ே保健師の┠ᶆࢩーࢺ （ࠖᵝᘧ㸰）

ࢆ࣮ࣝࢦンࣙࢪࣅࡢ࡛ࡲࡇࡑࠊ࡚ࡵỴࢆᮇࡢホ౯ࠊ࠸ྜࡋ指導⪅࡛ヰ᪂ேಖᖌࠊࡣト࣮ࢩࡢࡇ

᪂ேಖᖌ⮬㌟ࡀ᫂☜に࡚ࡋᴗົࢆᐇࠊࡋ指導⪅ホ౯ࠋࡍࡲ࠸⾜ࢆ 

᪂ே保健師の┠ᶆࢩーࢺい᪉ 

␃ព㡯   ά ⏝ ࡢ    ᪉

ホ౯ࡢᮇ 㸱᭶ࠊ㸴᭶１２ࠊ᭶࡞ᮇࢆỴ࡚ࡵᐇࠋࡍࡲࡋࢆ 

グ㍕᪉ἲ ۑ᪂ேಖᖌ⮬㌟ࡀグ㍕ࠋࡍࡲࡋ 

 ᪉ࡁ᭩ࡢト࣮ࠖࢩᶆ┠ࡢ᪂ேಖᖌࠕۑ

ձ⮬ศࡢ㢪ࣙࢪࣅࠕ࠸ンࠖࢆᥥࠋࡃ 

 ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡁに᭩┤⋠ࢆ࠸ᛮࡸ᪉࠼⪄ࡢศ⮬ࡢࠊ࡛࠸࡞ࡲ㎸࠼⪄ࡾࡲ࠶

ղ⮬ศࡢ┠ᶆ࠼⪄ࢆ࣮ࠖࣝࢦࠕるࠋ 

⮬ศࣙࢪࣅࠕࡢンࠖࢆ㋃ࠕࡓ࠼ࡲ⮬ศࡢ┠ᶆࠖࡘ୍ࡽึ᭱ࠋ࠺ࡻࡋࡲ࠼⪄ࢆにࡣỴ࠸ࠊ࡛ࡢ࠸࡞ࢀࡽࡵ 

ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡁお࡚ࡋࢆメࣔࢁ࠸ࢁ

ճ⮬ศࡢ┠ᶆࢆ࣮ࠖࣝࢦࠕỴࡵるࠋ 

メࣔࡢ୰ࡶ⏤⌮ࡢࡑࠊࡾ⤠ࢆࡘ୍࠺࠸ࡔࢀࡇࡽຍࠕ࡚࠼᪂ேಖᖌࡢ┠ᶆ࣮ࢩトࠖにグ㍕ࠋࡍࡲࡋ 

մỴࢆ࣮ࠖࣝࢦࠕࡓࡵ指導⪅に⾲᫂ࡤࢀࡁ࡛ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡋಀෆࠊ⫋ሙෆ࡛ᢨ㟢ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡋ 

ホ౯ࡢ᪉ 指導⪅ಶูに㠃᥋ࠊ࡚ࡋࢆ┠ᶆ࡚ࡋタᐃࡓࡋෆᐜࢆࡓࡗࡔ࠺ࡀヰࠋ࠺ࡻࡋࡲ࠸ྜࡋ 

࠙᪂ே保健師の┠ᶆࢩーࠚࢺ Ặ  ྡ 京都 ㇋Ꮚ ᖹᡂ㸰㸲ᖺ 㸴᭶㸰㸷᪥ ┠ᶆ期 㸯ᖺ後 ᵝᘧ㸰

 ール（ලయⓗな㐩ᡂ┠ᶆ）ࢦ

ࣥࣙࢪࣅ     

 （したい࠺ᛮい㸸ఱをどࡸりとした㢪いࡁっࡣ）

その⌮⏤

いつࡶ᫂るくᕷẸ

さࢇにඖẼを࠼

る保健師になࢀࡽ

りたい 
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困ったに相談したいとᛮࢀࢃる࠺ࡼになる。

୍⥴に⪃࠼てࢫࣂࢻすることࡁ࡛ࡀる。 

㐩ᡂ᪉ἲ 

࣭❆ཱྀ、㟁ヰᛂ対࣒ࢫࡀーࢬに࡛ࡁる。

࣭ᢸᙜᆅ༊にᚲせなᨭࡁ࡛ࡀる。

࣭健康教育など㞟ᅋᨭࡁ࡛ࡀる。

࣭相ᡭの≧ἣࡀᨵၿする࠺ࡼಶูᨭࡁ࡛ࡀる。

࣭健デᴗෆᐜを実さࡏることࡁ࡛ࡀる。 

࣭ẕᏊの相談に対ᛂ࡛ࡁる。 

࣭᰿ᣐにᇶ࡙いたᴗの実施ࡁ࡛ࡀる。

࣭Ᏻ、疑問をたࡵない

㸸ࠕ᪂ே保健師の┠ᶆࢩーࢺ （ࠖᵝᘧ㸰）

ࢆ࣮ࣝࢦンࣙࢪࣅࡢ࡛ࡲࡇࡑࠊ࡚ࡵỴࢆᮇࡢホ౯ࠊ࠸ྜࡋ指導⪅࡛ヰ᪂ேಖᖌࠊࡣト࣮ࢩࡢࡇ

᪂ேಖᖌ⮬㌟ࡀ᫂☜に࡚ࡋᴗົࢆᐇࠊࡋ指導⪅ホ౯ࠋࡍࡲ࠸⾜ࢆ 

᪂ே保健師の┠ᶆࢩーࢺい᪉ 

␃ព㡯   ά ⏝ ࡢ    ᪉

ホ౯ࡢᮇ 㸱᭶ࠊ㸴᭶１２ࠊ᭶࡞ᮇࢆỴ࡚ࡵᐇࠋࡍࡲࡋࢆ 

グ㍕᪉ἲ ۑ᪂ேಖᖌ⮬㌟ࡀグ㍕ࠋࡍࡲࡋ 

 ᪉ࡁ᭩ࡢト࣮ࠖࢩᶆ┠ࡢ᪂ேಖᖌࠕۑ

ձ⮬ศࡢ㢪ࣙࢪࣅࠕ࠸ンࠖࢆᥥࠋࡃ 

 ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡁに᭩┤⋠ࢆ࠸ᛮࡸ᪉࠼⪄ࡢศ⮬ࡢࠊ࡛࠸࡞ࡲ㎸࠼⪄ࡾࡲ࠶

ղ⮬ศࡢ┠ᶆ࠼⪄ࢆ࣮ࠖࣝࢦࠕるࠋ 

⮬ศࣙࢪࣅࠕࡢンࠖࢆ㋃ࠕࡓ࠼ࡲ⮬ศࡢ┠ᶆࠖࡘ୍ࡽึ᭱ࠋ࠺ࡻࡋࡲ࠼⪄ࢆにࡣỴ࠸ࠊ࡛ࡢ࠸࡞ࢀࡽࡵ 

ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡁお࡚ࡋࢆメࣔࢁ࠸ࢁ

ճ⮬ศࡢ┠ᶆࢆ࣮ࠖࣝࢦࠕỴࡵるࠋ 

メࣔࡢ୰ࡶ⏤⌮ࡢࡑࠊࡾ⤠ࢆࡘ୍࠺࠸ࡔࢀࡇࡽຍࠕ࡚࠼᪂ேಖᖌࡢ┠ᶆ࣮ࢩトࠖにグ㍕ࠋࡍࡲࡋ 

մỴࢆ࣮ࠖࣝࢦࠕࡓࡵ指導⪅に⾲᫂ࡤࢀࡁ࡛ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡋಀෆࠊ⫋ሙෆ࡛ᢨ㟢ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡋ 

ホ౯ࡢ᪉ 指導⪅ಶูに㠃᥋ࠊ࡚ࡋࢆ┠ᶆ࡚ࡋタᐃࡓࡋෆᐜࢆࡓࡗࡔ࠺ࡀヰࠋ࠺ࡻࡋࡲ࠸ྜࡋ 

࠙᪂ே保健師の┠ᶆࢩーࠚࢺ Ặ  ྡ 京都 ㇋Ꮚ ᖹᡂ㸰㸲ᖺ 㸴᭶㸰㸷᪥ ┠ᶆ期 㸯ᖺ後 ᵝᘧ㸰

 ール（ලయⓗな㐩ᡂ┠ᶆ）ࢦ

ࣥࣙࢪࣅ     

 （したい࠺ᛮい㸸ఱをどࡸりとした㢪いࡁっࡣ）

その⌮⏤

いつࡶ᫂るくᕷẸ

さࢇにඖẼを࠼
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困ったに相談したいとᛮࢀࢃる࠺ࡼになる。

୍⥴に⪃࠼てࢫࣂࢻすることࡁ࡛ࡀる。 

㐩ᡂ᪉ἲ 

࣭❆ཱྀ、㟁ヰᛂ対࣒ࢫࡀーࢬに࡛ࡁる。 

࣭ᢸᙜᆅ༊にᚲせなᨭࡁ࡛ࡀる。 

࣭健康教育など㞟ᅋᨭࡁ࡛ࡀる。 

࣭相ᡭの≧ἣࡀᨵၿする࠺ࡼಶูᨭࡁ࡛ࡀる。 

࣭健デᴗෆᐜを実さࡏることࡁ࡛ࡀる。 

࣭ẕᏊの相談に対ᛂ࡛ࡁる。 

࣭᰿ᣐにᇶ࡙いたᴗの実施ࡁ࡛ࡀる。 

࣭Ᏻ、疑問をたࡵない 

㸸ࠕ᪂ே保健師の┠ᶆࢩーࢺ （ࠖᵝᘧ㸰） 

ࢆ࣮ࣝࢦンࣙࢪࣅࡢ࡛ࡲࡇࡑࠊ࡚ࡵỴࢆᮇࡢホ౯ࠊ࠸ྜࡋ指導⪅࡛ヰ᪂ேಖᖌࠊࡣト࣮ࢩࡢࡇ 

᪂ேಖᖌ⮬㌟ࡀ᫂☜に࡚ࡋᴗົࢆᐇࠊࡋ指導⪅ホ౯ࠋࡍࡲ࠸⾜ࢆ 

  ᪂ே保健師の┠ᶆࢩーࢺい᪉ 

␃ព㡯   ά  ⏝  ࡢ    ᪉ 

ホ౯ࡢᮇ 㸱᭶ࠊ㸴᭶１２ࠊ᭶࡞ᮇࢆỴ࡚ࡵᐇࠋࡍࡲࡋࢆ 

グ㍕᪉ἲ ۑ᪂ேಖᖌ⮬㌟ࡀグ㍕ࠋࡍࡲࡋ 

 ᪉ࡁ᭩ࡢト࣮ࠖࢩᶆ┠ࡢ᪂ேಖᖌࠕۑ

ձ⮬ศࡢ㢪ࣙࢪࣅࠕ࠸ンࠖࢆᥥࠋࡃ 

 ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡁに᭩┤⋠ࢆ࠸ᛮࡸ᪉࠼⪄ࡢศ⮬ࡢࠊ࡛࠸࡞ࡲ㎸࠼⪄ࡾࡲ࠶ 

ղ⮬ศࡢ┠ᶆ࠼⪄ࢆ࣮ࠖࣝࢦࠕるࠋ 

⮬ศࣙࢪࣅࠕࡢンࠖࢆ㋃ࠕࡓ࠼ࡲ⮬ศࡢ┠ᶆࠖࡘ୍ࡽึ᭱ࠋ࠺ࡻࡋࡲ࠼⪄ࢆにࡣỴ࠸ࠊ࡛ࡢ࠸࡞ࢀࡽࡵ 

 ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡁお࡚ࡋࢆメࣔࢁ࠸ࢁ

ճ⮬ศࡢ┠ᶆࢆ࣮ࠖࣝࢦࠕỴࡵるࠋ 

メࣔࡢ୰ࡶ⏤⌮ࡢࡑࠊࡾ⤠ࢆࡘ୍࠺࠸ࡔࢀࡇࡽຍࠕ࡚࠼᪂ேಖᖌࡢ┠ᶆ࣮ࢩトࠖにグ㍕ࠋࡍࡲࡋ 

մỴࢆ࣮ࠖࣝࢦࠕࡓࡵ指導⪅に⾲᫂ࡤࢀࡁ࡛ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡋಀෆࠊ⫋ሙෆ࡛ᢨ㟢ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡋ 

ホ౯ࡢ᪉ 指導⪅ಶูに㠃᥋ࠊ࡚ࡋࢆ┠ᶆ࡚ࡋタᐃࡓࡋෆᐜࢆࡓࡗࡔ࠺ࡀヰࠋ࠺ࡻࡋࡲ࠸ྜࡋ 

࠙᪂ே保健師の┠ᶆࢩーࢺ  ࠚ Ặ  ྡ 京都 ㇋Ꮚ ᖹᡂ㸰㸲ᖺ 㸴᭶㸰㸷᪥ ┠ᶆ期 㸯ᖺ後  ᵝᘧ㸰 

 ール（ලయⓗな㐩ᡂ┠ᶆ）ࢦ

ࣙࢪࣅ       ࣥ   

 （したい࠺ᛮい㸸ఱをどࡸりとした㢪いࡁっࡣ）

 その⌮⏤   

            いつࡶ᫂るくᕷẸ

さࢇにඖẼを࠼
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Ⓨ
䛩
䜛

㻟
9

ᆅ
ᇦ

䞉


ᴗ
ሙ

䛾
ே

䚻
䜔

㛵
ಀ

䛩
䜛
㒊

⨫
䞉
ᶵ

㛵
䛾

㛫
䛾

䝛
䝑
䝖
䝽
䞊
䜽
ᵓ

⠏
䛻
䝏
䞊
䝮
䛾

୍
ဨ

䛸
䛧
䛶
㛵

䜟
䜛
䛣
䛸
䛜

䛷
䛝
䜛

䖩
䊠

㼂
䠊
♫

㈨
※
䜢
⟶
⌮
䞉

ά
⏝
䛩
䜛

4
㻜

ண
⟬

䛾


⤌
䜏

䜢
⌮

ゎ
䛧
䚸
ᢸ

ᙜ
䛩
䜛
ᢸ

ᙜ
䛩
䜛


ᴗ
䛾

ண
⟬


䜢
స

ᡂ
䛷
䛝
䜛

䖩
䊡

㼃
䠊

⟇

䛩
䜛

4
㻝


⟇


䛜

ᚲ
せ

䛷
䛒
䜛
᰿

ᣐ
䛻
䛴
䛔
䛶
㈨

ᩱ


䛜
䛷
䛝
䜛

䖩
䊡

4
2

◊
✲

ᡂ
ᯝ

䜢
ᢸ

ᙜ
䛩
䜛
ಶ

ே
䞉
ᐙ

᪘
䞉
ᑠ

䜾
䝹

䞊
䝥
䛾

ᨭ


䚸
ಖ




ᴗ
䛾

ᐇ
㊶

䛻
ά

⏝
䛷
䛝
䜛

䊡

4
㻟

♫



ໃ

䛸
ᆅ

ᇦ
䛾


ᗣ

ㄢ
㢟

䛻
ᛂ

䛨
䛯
ಖ


ᖌ

ά
ື

䛾
◊

✲
䞉
㛤

Ⓨ
䜢
䝏
䞊
䝮
䛾

୍
ဨ

䛸
䛧
䛶
⾜

䛖
䊡

㼅
䠊
⥅
⥆
ⓗ
䛻
Ꮫ
䜆

4
4

⮬
ᕫ

䛾
ே

ᮦ
⫱

ᡂ
ィ

⏬
ཬ

䜃
┠

ᶆ
䜢
స

ᡂ
䛧
䚸


య
ⓗ

䛻
Ꮫ

䜆
䛣
䛸
䛜

䛷
䛝
䜛

䖩
䊡

4
5

ಖ


ᖌ
䛸
䛧
䛶
䛾

⮬
ᕫ

䛾
ே

ᮦ
⫱

ᡂ
䛾

┠
ᶆ

䛻
ྥ

䛡
䛶
䚸
╔

ᐇ
䛻
⾜

ື
䛷
䛝
䜛

䖩
䊠

4
6

⮬
ᕫ

䛾
䝇
䝖
䝺
䝇
䝬
䝛
䝆
䝯
䞁
䝖
䜔


ᗣ

⟶
⌮

䛜
䛷
䛝
䜛

䖩
䊠

⮬
ᕫ
㐩
ᡂ
ᗘ

᥇
⏝



㻝
ᖺ

N
o
.

ᑠ
㡯
┠

䖩
฿

㐩
┠

Ᏻ

䛒
䛺
䛯
䛾

฿
㐩

┠
ᶆ


ᮇ


㡯
┠

୰
㡯
┠

ᑓ 㛛 ⫋ 䛸 䛧 䛶 䛾 ⬟ ຊ 䊡  ⟇ 

䠕
䠊
ಖ


䞉
་

⒪
䞉
⚟
♴
ཬ

䜃
♫

䛻
㛵

䛩
䜛
᭱
᪂
䛾

▱
㆑
䞉
ᢏ
⾡

䜢

య
ⓗ
䞉

⤌
⧊
ⓗ
䛻
Ꮫ

䜃
䚸
ᐇ
㊶
䛾

㉁
䜢
ྥ
ୖ
䛥

䛫
䜛

⮬ ᕫ ⟶ ⌮ 䞉 ⮬ ᕫ ၨ Ⓨ 䛻 㛵 䛩 䜛 ⬟ ຊ

㼄
䠊
◊
✲
䛾
ᡂ
ᯝ
䜢
ά
⏝

䛩
䜛

䠔
䠊
ᆅ

ᇦ
䞉


ᴗ
ሙ
䛾

ᗣ

䜢
ಖ
㞀
䛩
䜛

䛯
䜑
䛻
䚸
⏕

ά
䛸

ᗣ
䛻

㛵
䛩
䜛
♫


㈨
※
䛾
බ
ᖹ

䛺

⏝
䛸
ศ

㓄
䜢
ಁ
㐍
䛩

䜛

㼆
䠊
ಖ

ᖌ
䛸
䛧
䛶
䛾
㈐

௵
䜢
ᯝ
䛯
䛩

ᮏ
ே

䛾
䝁
䝯
䞁
䝖

ᣦ
ᑟ

⪅
䛾

䝁
䝯
䞁
䝖
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䖩あく䜎䛷䜒、♧䛺の䛷、ྛᡤᒓに㐺したෆᐜにಟṇして活⏝してください。

䖩ணᐃཬ䜃実施のḍに᪥をグ㍕して☜ㄆし䜎し䜗䛖。

㻝． ẕᏊಖᴗ

予定 実施 予定 実施 予定 実施

訪
問

家族
計画

妊娠中の相談・指導

<様式　４>

母子手帳の発行

䖩䛂ഛ⪃ḍ䛃を䛂᪂ேಖᖌ䝁䝯䞁䝖ḍ䛃として、実施のၥ䜔ពぢをグධする䛺䛹、ᣦᑟ者との☜ㄆ
に活⏝してください。

事 業
見学 同行実施 単独実施

母
子
手
帳

᪂ேಖᖌ対ே䝃ー䝡䝇ᴗົ経験䝸䝇䝖

備 考

妊娠中の栄養

乳児訪問(栄養状況・育児状況
などの把握)

発達状況について

育児状況について

問診

妊婦体操

グループワーク

沐浴・育児等について

離乳食状況について

庁内随時相談

集団指導(歯科･離乳食含む)

個別指導

問診

介助

虐待等の対応について

個別指導

電話相談

サロン時の相談

母
親
教
室

介助

個別指導

乳
児
健
康
診
査

子
育
て
支
援

乳
児
教
室

乳児経過
観察

1歳6か月児

訪問指導

電話相談

個別指導

問診

予定 実施 予定 実施 予定 実施

歯科
指導

予防接種

障害児とその家族の会

要保護児等連絡会議

未受診者の管理

健康被害児の対応

集団指導

障害児等
支援

親子教室
問診

個別指導

ブラッシング指導(乳児・幼児)

備 考事 業
見学 同行実施 単独実施

３
歳
児
健
康
診
査

健康推進員連絡協議
会活動

母子保健担当者会議

療育事業担当者会議

発達相談
問診

個別指導

視力測定

問診

母子関係
連絡会議

介助

個別指導

計画書作成

問診

診察介助

接種後の観察
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䖩あく䜎䛷䜒、♧䛺の䛷、ྛᡤᒓに㐺したෆᐜにಟṇして活⏝してください。

䖩ணᐃཬ䜃実施のḍに᪥をグ㍕して☜ㄆし䜎し䜗䛖。

㻝． ẕᏊಖᴗ

予定 実施 予定 実施 予定 実施

訪
問

家族
計画

妊娠中の相談・指導

<様式　４>

母子手帳の発行

䖩䛂ഛ⪃ḍ䛃を䛂᪂ேಖᖌ䝁䝯䞁䝖ḍ䛃として、実施のၥ䜔ពぢをグධする䛺䛹、ᣦᑟ者との☜ㄆ
に活⏝してください。

事 業
見学 同行実施 単独実施

母
子
手
帳

᪂ேಖᖌ対ே䝃ー䝡䝇ᴗົ経験䝸䝇䝖

備 考

妊娠中の栄養

乳児訪問(栄養状況・育児状況
などの把握)

発達状況について

育児状況について

問診

妊婦体操

グループワーク

沐浴・育児等について

離乳食状況について

庁内随時相談

集団指導(歯科･離乳食含む)

個別指導

問診

介助

虐待等の対応について

個別指導

電話相談

サロン時の相談

母
親
教
室

介助

個別指導

乳
児
健
康
診
査

子
育
て
支
援

乳
児
教
室

乳児経過
観察

1歳6か月児

訪問指導

電話相談

個別指導

問診

予定 実施 予定 実施 予定 実施

歯科
指導

予防接種

障害児とその家族の会

要保護児等連絡会議

未受診者の管理

健康被害児の対応

集団指導

障害児等
支援

親子教室
問診

個別指導

ブラッシング指導(乳児・幼児)

備 考事 業
見学 同行実施 単独実施

３
歳
児
健
康
診
査

健康推進員連絡協議
会活動

母子保健担当者会議

療育事業担当者会議

発達相談
問診

個別指導

視力測定

問診

母子関係
連絡会議

介助

個別指導

計画書作成

問診

診察介助

接種後の観察

− �� −

予定 実施 予定 実施 予定 実施

歯科
指導

予防接種

障害児とその家族の会

要保護児等連絡会議

未受診者の管理

健康被害児の対応

集団指導

障害児等
支援

親子教室
問診

個別指導

ブラッシング指導(乳児・幼児)

備 考事 業
見学 同行実施 単独実施

３
歳
児
健
康
診
査

健康推進員連絡協議
会活動

母子保健担当者会議

療育事業担当者会議

発達相談
問診

個別指導

視力測定

問診

母子関係
連絡会議

介助

個別指導

計画書作成

問診

診察介助

接種後の観察
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䠎䠊 ᡂேಖ

㻔⏕ά⩦័䚸㧗㱋⪅䚸⤖᰾䚸ឤᰁ䚸㞴㻕

予定 実施 予定 実施 予定 実施

問診

計測等䠄⾑ᅽ測定䠅

⤖ᯝ㏻▱のゼ問指導

未受診者のᢕᥱ䛻䛴䛔䛶

ゼ問相談・指導

障害⛬ᗘ༊ศㄆ定ㄪ査

ᅾ
Ꮿ
支
援
事
業

䜿䜰䝥ラン作成等

⢭᳨者の䝣䜷䝻䞊

ึ発

⥅⥆ᝈ者

計画書の作成

問診

備 考事 業
見学 同行実施 単独実施

計画書の作成

問診
健康相談

個別指導

集団指導䠄健康教育䠅

ᆅᇦ⏕活
支援事業

障害者
支援事業

≉定健康診
査・≉定保
健指導䛻関
䛩䜛事業

ᰤ㣴教室

ཱྀ⭍指導

障害⚟♴䝃䞊䝡䝇事業

ឤᰁ

䛜䜣᳨診

ึ発ᝈ者事᳨ウ会

ᒆฟᝈ
者㠃接
䠄ゼ問䠅

計画書の作成

個別指導

支援計画の作成

集団指導䠄健康教育䠅

㌿ಽ予防教室

ㄆ▱予防教室

個別支援会議

予定 実施 予定 実施 予定 実施

䠏䠊 ⢭⚄ಖ

予定 実施 予定 実施 予定 実施

ゼ問指導等

事 業

୍⯡⢭
⚄保健

相 談

ゼ問指導等

相 談

ᆅᇦ⏕活支
援事業

相 談

ゼ問指導等

個別支援事᳨ウ会議

ᆅᇦ䜿䜰䝃䞊䝡䝇ㄪᩚ会議

備 考

⢭⚄保健
相䚷䚷䚷談

ᛮᮇ

㧗㱋者

㧗㱋者事業

備 考事 業
見学 同行実施 単独実施

ゼ問相談・指導

ᝈ者家族教室

ゼ問䝸䝝䝡䝸

䠤䠥䠲ᢠయ
᳨査

問診

診療介助

個別指導

㞴相談

㞴関係
事業

単䜽ラブ
支䚷䚷䚷援

䝃䞊䜽䝹
支䚷䚷援

見学

㞴ᆅᇦ䜿䜰会議

ᝈ者会䜈の支援

ᆅᇦの
㧗㱋者
グ䝹䞊
䝥支援

単独実施同行実施
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䠎䠊 ᡂேಖ

㻔⏕ά⩦័䚸㧗㱋⪅䚸⤖᰾䚸ឤᰁ䚸㞴㻕

予定 実施 予定 実施 予定 実施

問診

計測等䠄⾑ᅽ測定䠅

⤖ᯝ㏻▱のゼ問指導

未受診者のᢕᥱ䛻䛴䛔䛶

ゼ問相談・指導

障害⛬ᗘ༊ศㄆ定ㄪ査

ᅾ
Ꮿ
支
援
事
業

䜿䜰䝥ラン作成等

⢭᳨者の䝣䜷䝻䞊

ึ発

⥅⥆ᝈ者

計画書の作成

問診

備 考事 業
見学 同行実施 単独実施

計画書の作成

問診
健康相談

個別指導

集団指導䠄健康教育䠅

ᆅᇦ⏕活
支援事業

障害者
支援事業

≉定健康診
査・≉定保
健指導䛻関
䛩䜛事業

ᰤ㣴教室

ཱྀ⭍指導

障害⚟♴䝃䞊䝡䝇事業

ឤᰁ

䛜䜣᳨診

ึ発ᝈ者事᳨ウ会

ᒆฟᝈ
者㠃接
䠄ゼ問䠅

計画書の作成

個別指導

支援計画の作成

集団指導䠄健康教育䠅

㌿ಽ予防教室

ㄆ▱予防教室

個別支援会議

予定 実施 予定 実施 予定 実施

䠏䠊 ⢭⚄ಖ

予定 実施 予定 実施 予定 実施

ゼ問指導等

事 業

୍⯡⢭
⚄保健

相 談

ゼ問指導等

相 談

ᆅᇦ⏕活支
援事業

相 談

ゼ問指導等

個別支援事᳨ウ会議

ᆅᇦ䜿䜰䝃䞊䝡䝇ㄪᩚ会議

備 考

⢭⚄保健
相䚷䚷䚷談

ᛮᮇ

㧗㱋者

㧗㱋者事業

備 考事 業
見学 同行実施 単独実施

ゼ問相談・指導

ᝈ者家族教室

ゼ問䝸䝝䝡䝸

䠤䠥䠲ᢠయ
᳨査

問診

診療介助

個別指導

㞴相談

㞴関係
事業

単䜽ラブ
支䚷䚷䚷援

䝃䞊䜽䝹
支䚷䚷援

見学

㞴ᆅᇦ䜿䜰会議

ᝈ者会䜈の支援

ᆅᇦの
㧗㱋者
グ䝹䞊
䝥支援

単独実施同行実施

− �� −

予定 実施 予定 実施 予定 実施

䠏䠊 ⢭⚄ಖ

予定 実施 予定 実施 予定 実施

ゼ問指導等

事 業

୍⯡⢭
⚄保健

相 談

ゼ問指導等

相 談

ᆅᇦ⏕活支
援事業

相 談

ゼ問指導等

個別支援事᳨ウ会議

ᆅᇦ䜿䜰䝃䞊䝡䝇ㄪᩚ会議

備 考

⢭⚄保健
相䚷䚷䚷談

ᛮᮇ

㧗㱋者

㧗㱋者事業

備 考事 業
見学 同行実施 単独実施

ゼ問相談・指導

ᝈ者家族教室

ゼ問䝸䝝䝡䝸

䠤䠥䠲ᢠయ
᳨査

問診

診療介助

個別指導

㞴相談

㞴関係
事業

単䜽ラブ
支䚷䚷䚷援

䝃䞊䜽䝹
支䚷䚷援

見学

㞴ᆅᇦ䜿䜰会議

ᝈ者会䜈の支援

ᆅᇦの
㧗㱋者
グ䝹䞊
䝥支援

単独実施同行実施
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䠐䠊

予定 実施 予定 実施

䠑䠊 ྛ✀ィ⏬䛵䛟䜚䛾㆟䛻ཧ⏬

予定 実施 予定 実施

ᆅ༊⤌⧊άື䠄άື䛾┠ⓗ䜢⌮ゎ䛧䚸㛵ಀ⪅䛸䛾䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝖䛾䝥䝻䝉䝇䜢ྠ⾜䛧䛶ᐇ䛷䛝
䜛䠅

䛩䛣䜔䛛親子㻞㻝計画

㧗㱋者⚟♴䠄⚟♴䠅計画・介護保㝤事業計画

健康ቑ進計画

㣗育推進計画

障害者計画・障害者⚟♴計画

ḟୡ௦育成支援行動計画

備 考
会議の見学

会議の୍㒊䜢担当䠄支
援䜢受䛡䛶䠅
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䚷䚷ḟᅇ᳨ウ䚷せ䚷䚷䚷䚷ྰ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ᖺ䚷䚷䚷᭶䚷䚷䚷䚷᪥䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷

䈜䚷ཧ⪃䚷ᾏ㐨ᕷ⏫ᮧ᪂ேಖᖌ➼⌧௵ᩍ⫱䜺䜲䝗䝷䜲䞁

᳨ウ
䛾ホ౯

䠄┠ᶆ㐩ᡂ
䛾᭷↓䞉Ꮫ
⩦䛧䛯䛣䛸䞉
ᡤឤ䞉䛭䛾

䠅

⏨䚷䞉䚷䚷ዪ

䚷䚷䚷䚷䚷䚷ᖺ䚷䚷䚷䚷䚷᭶䚷䚷䚷䚷䚷䚷᪥䚷䚷䠄䚷䚷䚷䠖䚷䚷䚷䠅

䚷䚷䚷ᖺ䚷䚷䚷䚷᭶䚷䚷䚷䚷᪥䠄䚷䚷䚷䚷䚷䠅䚷༗๓䚷䞉䚷䚷༗ᚋ䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷ศ䡚䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷ศ

ཧຍ⪅
Ặྡ

ᥦฟ䛾
⌮⏤

ḟᅇ᳨ウ
䛾せྰ

᳨ウ

᳨ウ㡯
䛸᳨ウ⤖

ᯝ

ᚋ
䛾ィ⏬

－ �� －

新ఽ者ڽ修（保健事أの見ԙ・体ۊ）ڤү報告ࣞ

ଭ名ࠅ�

者氏名ࢄ�

修日ڽ�

హ先ࢄ修ڽ�

修ఝຓڽ�

�Օ想（ԙǛƨƛと、ݶ後生かせそうなƛと等）
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１� 都റにおける新人保健師のܑү的な

修体রの在り方ʵૄ度ഓҤの分からʵڽ
（൲成２Ő年࢝ї生ԙ会報告）

２� 修ǧイȄȤイン作成とڽ都റ保健師

そのഓҤ（ફ１報）ʵ新人保健師ڽ修ʵ
（൲成２Œ年࢝ї生ԙ会報告）

́� 参� 考
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１� 都റにおける新人保健師のܑү的な

修体রの在り方ʵૄ度ഓҤの分からʵڽ
（൲成２Ő年࢝ї生ԙ会報告）

２� 修ǧイȄȤイン作成とڽ都റ保健師

そのഓҤ（ફ１報）ʵ新人保健師ڽ修ʵ
（൲成２Œ年࢝ї生ԙ会報告）

́� 参� 考

− �� −

䛆┠ⓗ䛇

ி㒔ᗓ䛷䛿、ᗓ䞉ᕷ⏫ᮧ䞉Ꮫᩍဨ䛷ᵓᡂするプ䝻䝆䜵ク䝖䝏ー䝮に䛚いて䛂ி㒔ᗓ᪂ேಖᖌ◊ಟ䜺䜲䝗䝷䜲䞁䛃をసᡂし、᪂ேಖ
ᖌをᗓయ䛷⫱ᡂするయไ䛵く䜚と◊ಟを実施して䛝た。ᅇ、᪂ேಖᖌの฿㐩ᗘホ౯等のศᯒを⾜䛖䛣とに䜘䜚、ຠᯝⓗ䛺◊
ಟయไのᅾ䜚方について⪃ᐹしたの䛷ሗ࿌する。

䛆方法ཬ䜃対象者䛇
◊ಟをཷㅮした者に䛂᪂ேಖᖌの฿㐩┠ᶆ䝏䜵䝑ク䝸䝇䝖(46㡯┠)䛃を⮬グᘧ䛷グ㍕さ䛫、⮬ᕫホ౯をศᯒした。฿㐩┠ᶆ䝏䜵䝑

ク䝸䝇䝖䛿、ཌ⏕ປാ┬సᡂ᪂ேಖᖌ◊ಟ䜺䜲䝗䝷䜲䞁に♧さ䜜ているᵝᘧを⏝い、䛂䛷䛝る䛃䛂ᣦᑟのୗに䛷䛝る䛃とᅇ⟅した䜒の
を䛂㐩ᡂした䛃とศ㢮した。

ศᯒ対象者 1ᖺ┠(ᖹᡂ24ᖺᗘ᥇⏝)ಖᖌ 28ྡ （ᅇ⟅者22ྡ ᅇ⋡ 78.6䠂䠖ෆヂ ி㒔ᗓ 8ྡ䠈ᕷ⏫ᮧ 14ྡ）

䛆◊ಟయไཬ䜃ෆᐜ䛇
䠍 ◊ಟのయไཬ䜃ෆᐜ

ᡤᒓᶵ㛵のつᶍにᛂ䛨た◊ಟ⤌⧊యไをと䜚、ேᮦ⫱ᡂ者、ᩍ⫱ᢸᙜ者、
実ᆅᣦᑟ者䛜ㄡ䛛、ᙺ䛿ఱ䛛をලయⓗにした。䜎た、ி㒔ᗓのಖᖌᩘ、
ᆅ理ⓗ᮲௳を⪃៖し、3䛛ᡤのಖᡤを୰᰾ಖᡤ と⨨䛡䝤䝻䝑クู
◊ಟを⏬実施した(⾲1)。 ᮏᗇ䛷実施する㞟ྜ◊ಟ、䝤䝻䝑ク䛷実施する
䝤䝻䝑クู ◊ಟ、ྛᡤᒓ䛷 実施する䠫䠦䠰を୍య、య⣔して実施する
⤌䜏をసる䛣と䛷、ᆅᇦ実にᛂ䛨た 䛝䜑⣽䛛䛺◊ಟをຠ⋡ⓗ䛛つ
ຠᯝⓗに実施した（ᅗ䠍）。

䠎 ◊ಟプ䝻グ䝷䝮(⾲2)

䛆⤖ᯝ䛇
1ᖺ┠ಖᖌの8䛜㐩ᡂ䛷䛝たとホ౯した㡯┠䛿、䛂プ䝷䜲䝞䝅ー䜈の㓄៖䛃

䛂ᇶᮏⓗ䛺のゼၥᨭ䛃䛂グ㘓䞉ሗ࿌䛃䛂対象者とのಙ㢗㛵ಀのᵓ⠏䛃䛂⮬ᕫ
◊㛑䛃の5㡯┠(10.9%)䛷あ䛳た。༙ᩘ௨ୖの者䛜㐩ᡂ䛷䛝たとホ౯した㡯┠䛿、
䛂┦ㄯ䞉ᨭ䛃䛂㢧ᅾしているᗣㄢ㢟䜈のẼ䛵䛝䛃䛂ᆅᇦ⤌⧊䞉ᙜ者グルー
プᨭ䛃䛺䛹をྵ䜐15㡯┠䛷あ䛳た。(ᅗ2)

し䛛し、㓄⨨さ䜜た㒊⨫に䜘䜚฿㐩ᗘに䛝䛺ᕪ䛜䜏䜙䜜た。䜎た、ᗓの᪂ே
ಖᖌ䛿ᕷ⏫ᮧとẚ䜉䛂ᆅᇦ䞉㛵ಀᶵ㛵との༠ാ䛃に対するホ౯䛜ప䛛䛳た。

䛆⪃ᐹ䛇
䠍 ฿㐩ᗘホ౯を実施する䛣とに䜘䜚᪂ேಖᖌཬ䜃ᣦᑟಖᖌ䛜䝁䝭䝳䝙䜿ー
䝅䝵䞁を䜟すⰋいᶵに䛺るとと䜒に、⮬ᕫのㄢ㢟䜔฿㐩┠ᶆ䛜䜘䜚᫂䜙䛛に
䛺る。
䠎 ≉に฿㐩ᗘのపい䛂ᆅᇦ䞉㛵ಀᶵ㛵との༠ാ䛃䛂༴ᶵ⟶理䛃䛂㞟ᅋᨭ䛃䛂♫
㈨※の活⏝䛃について䛿、᪂ேᮇとしている3ᖺ㛫に経験ཪ䛿䝅䝳䝭䝺ー䝅䝵䞁に
䜘䜚฿㐩ᗘを㧗䜑るᕤኵをするとと䜒に、୰ሀᮇ䞉⟶理ᮇಖᖌの◊ಟとే䛫て
య⣔ⓗ䛺◊ಟプ䝻グ䝷䝮をసᡂしていく䛣と䛜ᚲせ䛷あると⪃䛘る。

ி㒔ᗓに䛚䛡る᪂ேಖᖌのຠᯝⓗ䛺◊ಟయไのᅾ䜚方
䠉฿㐩ᗘホ౯のศᯒ䛛䜙䠉

䕿 ༓ⴥᆂᏊ1） ᑠᔱ ᧯2） Ώ㑓 ⨾䠏） ➉ཎᬛ⨾䠏） すᕝᖾᏊ䠐） ụ⏣⿱Ꮚ䠑）

ᮾ୰┿⨾䠍） ᫍ㔝᫂Ꮚ䠒） ᱇ ᩄᶞ䠓）

ி㒔ᗓᗣ対⟇ㄢ䠍） ி㒔ᗓᒣᇛಖᡤ䠎） ி㒔ᗓஎカಖᡤ䠏） ி⏣㎶ᕷᗣ᥎㐍ㄢ䠐）

㛗ᒸிᕷ㧗㱋ㆤㄢ䠑） ி㒔ᗓ❧་⛉ᏛᏛ㝔ಖ┳ㆤ◊✲⛉䠒） ி㒔ᏛᏛ㝔་Ꮫ◊✲⛉ண㜵┳ㆤᏛศ㔝䠓）

⾲䠎 ᪂ேಖᖌ◊ಟプ䝻グ䝷䝮

ᅗ2 1ᖺ┠ಖᖌの฿㐩ᗘ

ᅗ䠍 ி㒔ᗓに䛚䛡る◊ಟయไ

⾲䠍 ி㒔ᗓの䝤䝻䝑クู◊ಟに䛚䛡るᆅᇦ༊ศ
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䛆┠ⓗ䛇

ி㒔ᗓಖᖌ◊ಟ䜺䜲䝗䝷䜲䞁సᡂとそのホ౯
（➨䠍ሗ）䠉᪂ேಖᖌ◊ಟ䠉

䕿すᕝᖾᏊ䠍）䠈ụ⏣⿱Ꮚ䠎）䠈ᩧ⏣Ꮚ䠏） 䠈ᮾ୰┿⨾䠐）䠈༓ⴥᆂᏊ䠐） 䠈ᑠᓥ ᧯䠐）䠈Ώ㑔 ⨾䠐）䠈ᫍ㔝᫂Ꮚ䠑）䠈᱇ ᩄᶞ䠒）

䠍）ி㒔ᗓி⏣㎶ᕷ 䠎）ி㒔ᗓ㛗ᒸிᕷ 䠏）ி㒔ᗓᕷ⏫ᮧಖᖌ༠㆟ 䠐）ி㒔ᗓ 䠑）ி㒔ᗓ་䞉㝔䞉ᆅᇦ┳ㆤ 䠒）ி㒔Ꮫ䞉㝔䞉ண㜵┳ㆤ

䛆対象ཬ䜃方法䛇

䛆⤖ᯝ䛇 ⾲䠍

ி㒔ᗓ䛷䛿䛂᪂ேಖᖌ◊ಟ䜺䜲䝗䝷䜲䞁䛃◊ಟ
ィ⏬（KĨĨ�:d䛿ᖺ䠏ᅇ、䠐᪥）にἢ䛳て◊ಟを⏬

実施している。ྠにேᮦ⫱ᡂᣦᑟ者◊ಟᖺ
䠏ᅇ、ᣦᑟ者䝤䝻䝑クู㐃⤡㆟ᖺ䠐ᅇ実施して
いる。䜎た◊ಟ⏬プ䝻䝆䜵ク䝖㆟をᖺ䠑ᅇ㛤
ദし、◊ಟのෆᐜ、㐠Ⴀ方法等を᳨ウし、ホ౯を
ィ⏬実施した。方法䛿、ᖹᡂϮϰ䡚Ϯϲᖺᗘの䠏ᖺ
㛫に◊ಟにཧຍした᪂ேಖᖌィϵϯྡの䛖䛱ᖹ
ᡂϮϱ䞉Ϯϲᖺᗘにཧຍした䠍ᖺ┠ಖᖌϯϱྡを対
象に、᥇⏝、䠏䜹᭶、䠒䜹᭶、◊ಟཧຍ⤊（ϭϮ
䜹᭶）に䛂฿㐩┠ᶆ䝏䜵䝑ク䝸䝇䝖䛃を⏝い、฿㐩ᗘ
を⮬ᕫホ౯した。ᮏ◊✲䛷䛿、฿㐩ᗘ（┠安฿㐩
⋡）をồ䜑฿㐩⋡䛜㧗い㡯┠を᫂䜙䛛にした。ḟ
にධ⫋䠏䜹᭶と䠒䜹᭶ཬ䜃ϭϮ䜹᭶の฿㐩⋡᥎⛣
（◊ಟ๓ᚋ）を䝬ク䝛䝬ー᳨ᐃを⏝いẚ㍑した。

ி㒔ᗓ䛷䛿ᖹᡂϮϰᖺᗘに䛂᪂ேಖᖌ◊ಟ䜺

䜲䝗䝷䜲䞁䛃をసᡂし、◊ಟయไをᵓ⠏しேᮦ⫱ᡂ
を᥎㐍している。そ䛣䛷、ᮏሗ䛷䛿ி㒔ᗓ᪂ேಖ
ᖌ（䠍䡚䠏ᖺ┠）の฿㐩┠ᶆの⮬ᕫホ౯฿㐩ᗘ
について◊ಟ๓の実ែをᢕᥱするとඹに◊ಟ๓
ᚋ䛷฿㐩ᗘをẚ㍑しホ౯する。◊ಟのホ౯⤖ᯝ
を㋃䜎䛘てᚋの᪂ேಖᖌの◊ಟのᅾ䜚方に
㛵する᳨ウを῝䜑たいと⪃䛘る。

䛆⪃ᐹ䛇

䠍．䠏䜹᭶䛷䛿、ᑠ㡯┠䞉ಶேሗಖㆤ௨እ⮬ᕫ
ホ౯に䜘る┠安฿㐩⋡䛿ϱϬ䠂ᮍ‶䛷あ䛳た。䠒䜹
᭶䛷䛿、ᗣㄢ㢟のண 等䠑㡯┠䛜ϱϬй௨ୖ䛷
あ䛳た。ϭϮ䜹᭶䛷䛿、ᑠ㡯┠ϱ、ϴ、ϭϭ、ϭϮ、ϰϰ、ϰϱ
䛿฿㐩⋡䛜ϴϬйを㉸䛘た䛜、ϲ、ϵ、ϭϬ、ϭϲ、ϮϬ�ϮϮ、
Ϯϰ、Ϯϲ、Ϯϴ、ϯϬ�ϯϮ、ϯϰ�ϯϴ、ϰϭ�ϰϯ䛿฿㐩⋡䛜ϱϬй
ᮍ‶䛷、Ϯϰ、ϯϱ、ϯϲ、ϯϳ、ϯϴ䛿、ϭϮ䜹᭶䛷䜒฿㐩
⋡䛜ϭϬйྎ௨ୗ䛷あ䛳た。

䠎．฿㐩⋡の᥎⛣䛿、䠒䜹᭶䜎䛷に฿㐩⋡䛜᭷ព
にᨵၿしたᑠ㡯┠䛿、ϱ、ϴ、ϭϭ、ϭϮ、ϭϴ、Ϯϯ、Ϯϵ、
ϯϯ、ϰϰ䛷、ϭϮ䛿㐩ᡂᗘ䛜い䛱᪩くϵϬйに㐩した。
୍方ϭϮ䜹᭶㎾に฿㐩⋡䛜᭷ពにᨵၿしたᑠ㡯┠
䛿、ϭ�ϱ、ϳ、ϴ、ϭϭ�ϭϱ、ϭϳ、ϭϴ、Ϯϭ�Ϯϯ、Ϯϱ、Ϯϲ、Ϯϵ、
ϯϬ、ϯϮ�ϯϰ、ϰϬ�ϰϮ、ϰϰ�ϰϲ䛷、ϳ、ϴ、ϭϯ、ϭϰ、ϭϴ䛿、
⣙ϲϬйのᨵၿ䛜ぢ䜙䜜た。

⮬ᕫホ౯にక䛖㐣ᑠホ౯を຺して䜒ከくのᑠ
㡯┠の฿㐩ᗘ䛜ᴟ䜑てపく、ධ⫋䠍ᖺᚋ䜒ᗣ
༴ᶵ⟶理にక䛖㡯┠䛜ᨵၿ䛫䛪、◊ಟに䛚䛡
るㅮ₇の㌟㏆䛺だ䛡䛷䛿༑ศ䛺ຠᯝ䛜ᚓ䜙
䜜䛺䛛䛳た。୍方䠏䜹᭶䛷䛿฿㐩⋡䛜ప䛛䛳た䜒
ののϭϮ䜹᭶に䛺䛳て᭷ពにᨵၿした㡯┠䛿、ᆅ

ᇦデ᩿、ᗣㄢ㢟、ேᮦ⫱ᡂに㛵㐃する㡯┠䛷、
◊ಟෆᐜと㛵㐃した。䜎た、ᡤᒓᶵ㛵の理ゎ、活
動のᒎ㛤、㒊⨫ෆの䝁䝭䝳䝙䜿ー䝅䝵䞁、ᨭの
ィ⏬❧、㛵ಀᶵ㛵䞉㛵ಀ者との༠ാ䛿、᪥ᖖ
のᴗົ経験と◊ಟに䜘䛳て฿㐩⋡䛜㧗䜎䛳たと
⪃䛘る。᪂௵ᮇಖᖌの⫱ᡂに䛿K:dとKĨĨ�:dの
ే⏝䛜᭷ຠ䛷、ᚋ┠安㐩ᡂ⋡䛜పい㡯┠の◊
ಟෆᐜをぢ┤すとඹに、䜎たᴗົを㏻䛨たຠᯝⓗ
䛺ᩍ⫱యไをᵓ⠏する方⟇を᳨ウし୧者をే⏝
した⏬を㐍䜑るᚲせ䛜あると⪃䛘る。

⾲䠍 ᪂ேಖᖌの฿㐩┠ᶆ䝏䜵䝑ク䝸䝇䝖に䜘る⮬ᕫホ౯฿㐩ᗘ（⋡）

䖩䠖ϭᖺ௨ෆに経験し⩦ᚓを┠ᣦす㡯┠ 䠘᪂ேಖᖌの฿㐩ᗘの┠安の༊ศ䠚 Ⅳ䠖▱㆑として䜟䛛る䠋Ϫ䠖₇⩦䛷䛷䛝る䠋 ϩ䠖ᣦᑟのୗ䛷䛷䛝る䠋Ϩ䠖䛷䛝る
฿㐩┠安⮬ᕫホ౯฿㐩ᗘ（⋡） ⥳䠖ϭϬϬй䠋ⓑ䠖ϴϬй௨ୖ䠋ⷧ⣸䠖ϲϬй௨ୖ䠋䜸䝺䞁䝆䠖ϱϬй௨ୖ䠋㉥䠖ϱϬйᮍ‶

㡯┠ ୰㡯┠
㻺㼛
㻚

ᑠ㡯┠ 䖩

฿
㐩
┠
安

⮬ᕫ฿㐩ᗘ（⋡） ⮬ᕫ฿㐩ᗘ（⋡）᥎⛣

᥇⏝

㻝ᖺ
䝬ク䝛䝬ー᳨ᐃ（㻟㻹㻛㻢㻹㻘 㻟㻹㻛㻝㻞㻹）
㻖 㼜㻨㻜㻚㻜㻡㻘 㻖㻖 㼜㻨㻜㻚㻜㻝㻘 㻖㻖㻖 㼜㻨㻜㻚㻜㻜㻝

䠏䠩 䠒䠩 䠍䠎䠩
䠏䠩

㻔㻺㻩㻟㻡㻕
䠒䠩

㻔㻺㻩㻟㻝㻕
䠍䠎䠩
㻔㻺㻩㻟㻠㻕 

⤌
⧊
ே
と
し
て
の
⬟
ຊ

䠍．ᡤᒓᶵ㛵の୍ဨとして
㈐௵ある⾜動䛜と䜜る

㻭．ᡤᒓᶵ㛵を理ゎする

㻝 ᡤᒓᶵ㛵の理ᛕ䜔┠ᶆをㄝ᫂䛷䛝る 䖩 䊠
㻝㻔㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻝㻥

㻠㻔㻝㻝㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻡

㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻝㻤㻔㻡㻠㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻟

㻠㻔㻝㻝㻚㻠㻕
㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻝㻤㻔㻡㻢㻚㻟㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻞

㻞 ᡤᒓᶵ㛵のᙺ䜔ᶵ⬟のᴫ␎をㄝ᫂䛷䛝る 䖩 䊠
㻝㻔㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻝㻥

㻟㻔㻤㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻡

㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻝㻔㻢㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻟㻔㻤㻚㻢㻕
㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻝㻔㻢㻟㻚㻢㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

㻟 ᡤᒓᶵ㛵のᇶᮏ方㔪䞉ィ⏬、ពᛮỴᐃᶵᵓを理ゎし、ㄝ᫂䛷䛝る 䖩 䊠
㻝㻔㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻝㻥

㻠㻔㻝㻝㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻡

㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻝㻣㻔㻡㻝㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻟

㻠㻔㻝㻝㻚㻠㻕
㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻝㻣㻔㻡㻟㻚㻝㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻞

㻠 ᢸᙜするᴗの᰿ᣐと䛺る法ᚊ䜔᮲௳等をㄝ᫂䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻠㻔㻝㻝㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻡

㻢㻔㻞㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻞㻔㻢㻠㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻠

㻠㻔㻝㻝㻚㻠㻕
㻢㻔㻞㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻝㻔㻢㻟㻚㻢㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

㻮．㒊⨫ෆの䝁䝭䝳䝙䜿ー
䝅䝵䞁をとる

㻡 実施したᴗົの経㐣䜔ㄢ㢟等をୖྖにሗ࿌、┦ㄯ䛷䛝る 䖩 䊠
㻟㻔㻝㻡㻚㻜㻕
㻺㻩㻞㻜

㻥㻔㻞㻡㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻤㻔㻡㻤㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻥㻔㻤㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻠

㻥㻔㻞㻡㻚㻣㻕
㻝㻤㻔㻡㻤㻚㻝㻕㻖

㻺㻩㻟㻝
㻞㻤㻔㻤㻠㻚㻤㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻟

ᑓ
㛛
⫋
と
し
て
の
⬟
ຊ
䊠

ಶ
ே
䞉
ᐙ
᪘
䞉
ᑠ
グ

ル

プ

䠎．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻の
ᗣㄢ㢟を᫂䜙䛛にし、ゎ
Ỵ䞉ᨵၿ⟇をィ⏬䞉❧す
る

㻯．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻の
⏕活とᗣをከゅⓗ䞉⤌⧊
ⓗに䜰䝉䝇䝯䞁䝖する

㻢
㌟యⓗ䞉⢭⚄ⓗ䞉♫ᩥⓗ䞉⏕活⎔ቃのഃ㠃䛛䜙ᐈほⓗ䞉ほⓗሗを㞟し、ಶ
ே䞉ᐙ᪘䞉ᑠグループの䜰䝉䝇䝯䞁䝖をする䛣と䛜䛷䛝る

䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻡

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻟㻔㻟㻤㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻟㻔㻟㻥㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻟

㻣 ᙜ者の❧ሙに❧䛳て、⏕活者のどⅬ䛷対象を理ゎする䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻞㻔㻝㻜㻚㻡㻕
㻺㻩㻝㻥

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻡

㻣㻔㻞㻞㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻝㻔㻢㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻣㻔㻞㻞㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻝㻔㻢㻟㻚㻢㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

㻰．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻の
㢧ᅾⓗ、₯ᅾⓗᗣㄢ㢟
をぢฟす

㻤 ₯ᅾしているᗣㄢ㢟をᢳฟし、ᚋ㉳䛣䜚䛖るᗣㄢ㢟をண する䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻟㻔㻝㻡㻚㻤㻕
㻺㻩㻝㻥

㻣㻔㻞㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻤㻔㻡㻤㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻥㻔㻤㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻠

㻣㻔㻞㻜㻚㻜㻕
㻝㻤㻔㻡㻤㻚㻝㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻝
㻞㻤㻔㻤㻠㻚㻤㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻟

㻥
ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻のᣢつຊ（ᗣㄢ㢟にẼ䛵䛝、ゎỴ䞉ᨵၿ、ᗣቑ㐍する⬟ຊ）を
ぢฟす䛣と䛜䛷䛝る

䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻔㻟㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻝

㻥㻔㻞㻢㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻝㻔㻟㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻝

㻥㻔㻞㻢㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻟

㻱．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻の
ᗣㄢ㢟に対するᨭを
ィ⏬䞉❧する

㻝㻜
ᗣㄢ㢟についてඃඛ㡰をつ䛡て、┠ᶆタᐃを⾜い、ᨭィ⏬を❧する䛣と䛜
䛷䛝る

䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻔㻟㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻜㻔㻞㻥㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻝㻔㻟㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻜㻔㻟㻜㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻟

ᑓ
㛛
⫋
と
し
て
の
⬟
ຊ
䊠

ಶ
ே
䞉
ᐙ
᪘
䞉
ᑠ
グ
ル

プ

䠏．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻と
༠ാして、ᗣㄢ㢟をゎ
Ỵ䞉ᨵၿし、ᗣቑ㐍⬟ຊ
を㧗䜑る

㻲．活動をᒎ㛤する

㻝㻝 対象者の⏕䞉ᗣ、ே㛫としてのᑛཝとᶒをᏲる䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻡㻔㻞㻡㻚㻜㻕
㻺㻩㻞㻜

㻝㻟㻔㻟㻣㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻡

㻞㻜㻔㻢㻠㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻝

㻟㻝㻔㻥㻝㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻟㻔㻟㻣㻚㻝㻕
㻞㻜㻔㻢㻠㻚㻡㻕㻖

㻺㻩㻟㻝
㻟㻜㻔㻥㻜㻚㻥㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻟

㻝㻞 プ䝷䜲䝞䝅ーに㓄៖し、ಶேሗの㞟䞉බ⾲䞉⟶理を㐺ษに⾜䛖䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻤㻔㻠㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻞㻜

㻞㻢㻔㻣㻠㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻡

㻞㻥㻔㻥㻟㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻝

㻟㻟㻔㻥㻣㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻠

㻞㻢㻔㻣㻠㻚㻟㻕
㻞㻥㻔㻥㻟㻚㻡㻕㻖

㻺㻩㻟㻝
㻟㻞㻔㻥㻣㻚㻜㻕㻖

㻺㻩㻟㻟

㻝㻟 ᢸᙜ（ᆅ༊䜔㒊⨫）のᇶᮏⓗ䛺のゼၥᨭを⾜䛖䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻠㻔㻝㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻞㻔㻠㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻟㻔㻢㻣㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻠

㻠㻔㻝㻝㻚㻤㻕
㻝㻞㻔㻠㻜㻚㻜㻕㻖㻖

㻺㻩㻟㻜
㻞㻞㻔㻢㻤㻚㻤㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻞

㻝㻠 ಖᴗ䜔᮶ᡤの┦ㄯに䜘るᨭを⾜䛖䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻡

㻥㻔㻞㻥㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻝㻔㻢㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻥㻔㻞㻥㻚㻜㻕㻖
㻺㻩㻟㻝

㻞㻝㻔㻢㻟㻚㻢㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

㻝㻡 ᗣᩍ⫱に䜘るᨭを⾜䛖䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻝㻔㻞㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻡

㻢㻔㻝㻥㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻣㻔㻡㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻔㻞㻚㻥㻕
㻢㻔㻝㻥㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻣㻔㻡㻝㻚㻡㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

㻝㻢 活⏝䛷䛝る♫㈨※について、ሗᥦ౪をする䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻝㻔㻞㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻡

㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻝㻔㻟㻞㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻔㻞㻚㻥㻕
㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻝㻔㻟㻟㻚㻟㻕㻖
㻺㻩㻟㻟

㻝㻣 ᨭの経㐣䛚䜘䜃⤖ᯝをṇ☜に㎿㏿にグ㘓し、ሗ࿌する䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻡㻔㻝㻠㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻞㻔㻟㻤㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻟㻔㻢㻣㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻠

㻡㻔㻝㻠㻚㻟㻕
㻝㻞㻔㻟㻤㻚㻣㻕㻖

㻺㻩㻟㻝
㻞㻟㻔㻢㻥㻚㻣㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻟

㻳．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻䜔
㛵ಀᶵ㛵ཬ䜃㛵ಀ者と༠
㆟する

㻝㻤 対象者のヰを⫈䛝、䝁䝭䝳䝙䜿ー䝅䝵䞁をと䜚䛺䛜䜙ಙ㢗㛵ಀを⠏く䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻝㻔㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻝㻥

㻡㻔㻝㻠㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻤㻔㻡㻤㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻢㻔㻣㻢㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻠

㻡㻔㻝㻠㻚㻟㻕
㻝㻤㻔㻡㻤㻚㻝㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻝
㻞㻡㻔㻣㻡㻚㻤㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻟

㻝㻥 ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻䜔㛵ಀᶵ㛵ཬ䜃㛵ಀ者と、ᚲせ䛺ሗ䜔活動┠ⓗをඹ᭷する 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻡

㻠㻔㻝㻞㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻣㻔㻡㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻠㻔㻝㻞㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻣㻔㻡㻝㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻟

㻞㻜
ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻䜔㛵ಀᶵ㛵ཬ䜃㛵ಀ者と、いのᙺをㄆ䜑ྜいと䜒に活動す
る

䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻡

㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻡㻔㻠㻠㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻡㻔㻠㻡㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻟

㻴．活動をホ౯䞉䝣䜷䝻ー
䜰䝑プする

㻞㻝 活動のホ౯を⾜い、⤖ᯝをḟのᨭに活䛛す䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻡

㻡㻔㻝㻢㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻡㻔㻠㻠㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻠

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻡㻔㻝㻢㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻡㻔㻠㻡㻚㻡㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

䠐．ᆅᇦ䞉ᴗሙのᗣ༴
ᶵ⟶理を⾜䛖

㻵．ᗣ༴ᶵ⟶理のయไを
ᩚ䛘ண㜵⟇をㅮ䛨る

㻞㻞 ᗣ༴ᶵ（ឤᰁ䞉ᚅ䞉㻰㼂䞉⮬ẅ䞉⅏ᐖ等）䜈のண㜵⟇を理ゎし、ㄝ᫂䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻤

㻝㻔㻞㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻠

㻠㻔㻝㻞㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻝

㻥㻔㻞㻢㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻔㻞㻚㻥㻕
㻠㻔㻝㻟㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻜

㻥㻔㻞㻤㻚㻝㻕㻖㻖
㻺㻩㻟㻞

㻶．ᗣ༴ᶵのⓎ⏕に対
ᛂする

㻞㻟 ᗣ༴ᶵ（ឤᰁ䞉ᚅ䞉㻰㼂䞉⮬ẅ䞉⅏ᐖ等）䜈の対ᛂを⾜䛖䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻝㻔㻡㻚㻢㻕
㻺㻩㻝㻤

㻡㻔㻝㻠㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻞㻔㻟㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻥㻔㻡㻡㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻠

㻡㻔㻝㻠㻚㻣㻕
㻝㻝㻔㻟㻢㻚㻣㻕㻖

㻺㻩㻟㻜
㻝㻤㻔㻡㻢㻚㻟㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻞

㻷．ᗣ༴ᶵⓎ⏕ᚋ䛛䜙の
ᅇᮇに対ᛂする

㻞㻠 ᗣᅇに䜐䛡たᨭ（㻼㼀㻿㻰対ᛂ䞉⏕活⎔ቃの興）を理ゎし、ㄝ᫂䛷䛝る 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻣

㻝㻔㻟㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻟

㻞㻔㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻔㻢㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻞

㻝㻔㻟㻚㻜㻕
㻞㻔㻢㻚㻥㻕
㻺㻩㻞㻥

㻞㻔㻢㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻝

ᑓ
㛛
⫋
と
し
て
の
⬟
ຊ
䊡

㞟
ᅋ
䞉
ᆅ
ᇦ

䠑．ᆅᇦ䞉ᴗሙのᗣㄢ
㢟を᫂䜙䛛にし、ゎỴ䞉ᨵ
ၿ⟇をィ⏬䞉❧する

㻸．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻の
⏕活とᗣをከゅⓗ䞉⥅⥆
ⓗに䜰䝉䝇䝯䞁䝖する

㻞㻡
㌟యⓗ䞉⢭⚄ⓗ䞉♫ᩥⓗ䞉⎔ቃⓗഃ㠃䛛䜙ᐈほⓗ䞉ほⓗሗを㞟する䛣と䛜
䛷䛝る

䖩 䊠
㻝㻔㻡㻚㻢㻕
㻺㻩㻝㻤

㻞㻔㻡㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻠

㻡㻔㻝㻢㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻣㻔㻡㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻠

㻞㻔㻡㻚㻥㻕
㻡㻔㻝㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻝㻣㻔㻡㻟㻚㻝㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻞

㻞㻢
ᆅᇦ䞉ᴗሙయ、対象者のᒓする㞟ᅋをయとしてと䜙䛘、ᗣの䜰䝉䝇䝯䞁䝖䛜䛷
䛝る

䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻤

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻡

㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻜㻔㻞㻥㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻠

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻜㻔㻟㻜㻚㻟㻕㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

㻹．ᆅᇦ䞉ᴗሙの㢧ᅾ
ⓗ䞉₯ᅾⓗᗣㄢ㢟をぢ
ฟす

㻞㻣 㢧ᅾしているᗣㄢ㢟にẼく䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻟㻔㻝㻡㻚㻤㻕
㻺㻩㻝㻥

㻥㻔㻞㻡㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻠㻔㻠㻡㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻢㻔㻣㻢㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻠

㻥㻔㻞㻡㻚㻣㻕
㻝㻠㻔㻠㻡㻚㻞㻕㻖㻖

㻺㻩㻟㻝
㻞㻢㻔㻣㻤㻚㻤㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻟

㻞㻤
ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻のᣢつຊ（ᗣㄢ㢟にẼ䛵䛝、ゎỴ䞉ᨵၿ、ᗣቑ㐍する⬟ຊ）を
ぢฟす䛣と䛜䛷䛝る

䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻔㻟㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻝

㻣㻔㻞㻜㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻝㻔㻟㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻜

㻣㻔㻞㻝㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻞

㻺．ᆅᇦ䞉ᴗሙのᗣㄢ
㢟に対するᨭをィ⏬䞉❧
する

㻞㻥
ᆅᇦ䞉ᴗሙのᗣㄢ㢟ゎỴのた䜑に、┠ⓗ䞉┠ᶆをタᐃし、㐺ษ䛺方法を㑅ᢥ䛷䛝
る

䖩 䊡
㻞㻔㻝㻜㻚㻡㻕
㻺㻩㻝㻥

㻡㻔㻝㻠㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻠

㻤㻔㻞㻡㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻞㻔㻢㻠㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻠

㻡㻔㻝㻠㻚㻣㻕
㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕㻖
㻺㻩㻟㻜

㻞㻝㻔㻢㻡㻚㻢㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻞

䠒．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻と
༠ാして、ᗣㄢ㢟をゎ
Ỵ䞉ᨵၿし、ᗣቑ㐍⬟ຊ
を㧗䜑る

㻻．活動をᒎ㛤する

㻟㻜 ᆅᇦ（ᴗሙ）⤌⧊䞉ᙜ者グループ等を⫱ᡂするᨭ䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻞㻔㻝㻜㻚㻡㻕
㻺㻩㻝㻥

㻡㻔㻝㻡㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻟

㻢㻔㻞㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻝㻡㻔㻠㻡㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻟

㻡㻔㻝㻡㻚㻞㻕
㻢㻔㻞㻜㻚㻣㻕
㻺㻩㻞㻥

㻝㻠㻔㻠㻡㻚㻞㻕㻖㻖
㻺㻩㻟㻝

㻟㻝 ಶே㻛ᐙ᪘ᨭ、⤌⧊ⓗ䜰プ䝻ー䝏等を⤌䜏ྜ䜟䛫て活⏝する䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻝㻔㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻟

㻝㻔㻟㻚㻠㻕
㻺㻩㻞㻥

㻡㻔㻝㻡㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻞

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻝㻔㻟㻚㻠㻕
㻺㻩㻞㻥

㻡㻔㻝㻢㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻝

㻟㻞 ᆅᇦ⤌⧊活動、ಖ⚟♴ᴗを┠ⓗにᇶ䛵いて活動をグ㘓し、ሗ࿌する䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻞㻔㻝㻜㻚㻡㻕
㻺㻩㻝㻥

㻡㻔㻝㻠㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻠

㻡㻔㻝㻣㻚㻞㻕
㻺㻩㻞㻥

㻝㻞㻔㻟㻣㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻞

㻡㻔㻝㻠㻚㻣㻕
㻡㻔㻝㻣㻚㻞㻕
㻺㻩㻞㻥

㻝㻞㻔㻟㻤㻚㻣㻕㻖㻖
㻺㻩㻟㻝

㻼．ᆅᇦ。ᴗሙのே䚻の
㛵ಀᶵ㛵ཬ䜃㛵ಀ者と༠
㆟する

㻟㻟
ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻䜔㛵ಀᶵ㛵の⫋ဨと䛺ሗを⾜い䛺䛜䜙⤌⧊活動を㐍
䜑る䛣と䛜䛷䛝る䜘䛖にᨭする

䖩 䊡
㻞㻔㻝㻜㻚㻡㻕
㻺㻩㻝㻥

㻣㻔㻞㻜㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻞㻔㻠㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻠㻔㻣㻜㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻠

㻣㻔㻞㻜㻚㻢㻕
㻝㻞㻔㻠㻜㻚㻜㻕㻖

㻺㻩㻟㻜
㻞㻟㻔㻣㻝㻚㻥㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻞

㻽．活動をホ౯䞉䝣䜷䝻ー
䜰䝑プする

㻟㻠 ᆅᇦ䞉ᴗሙのᗣㄢ㢟ゎỴのた䜑の活動のホ౯を⾜䛖䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻞㻔㻝㻜㻚㻡㻕
㻺㻩㻝㻥

㻡㻔㻝㻡㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻟

㻢㻔㻞㻜㻚㻣㻕
㻺㻩㻞㻥

㻝㻢㻔㻠㻤㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻟

㻡㻔㻝㻡㻚㻞㻕
㻢㻔㻞㻜㻚㻣㻕
㻺㻩㻞㻥

㻝㻢㻔㻡㻝㻚㻢㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻝

䠓．ᆅᇦ䞉ᴗሙのᗣ༴
ᶵ⟶理を⾜䛖

㻾．ᗣ༴ᶵ⟶理のయไを
ᩚ䛘、ண㜵⟇をㅮ䛨る

㻟㻡 ᗣ༴ᶵ（ឤᰁ䞉ᚅ䞉㻰㼂䞉⮬ẅ䞉⅏ᐖ等）䜈のண㜵⟇を理ゎし、ㄝ᫂䛷䛝る 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻤

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻟

㻞㻔㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻟㻔㻤㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻞㻔㻢㻚㻥㻕
㻺㻩㻞㻥

㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻟㻢 ᗈᇦⓗ䛺ᗣ༴ᶵ（⅏ᐖ䞉ឤᰁ等）⟶理యไを理ゎし、ㄝ᫂䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻤

㻝㻔㻟㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻟

㻟㻔㻝㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻠㻔㻝㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻔㻟㻚㻜㻕
㻟㻔㻝㻜㻚㻟㻕
㻺㻩㻞㻥

㻠㻔㻝㻞㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻝

㻿．ᗣ༴ᶵのⓎ⏕に対
ᛂする

㻟㻣 ᗣ༴ᶵ（ឤᰁ䞉ᚅ䞉㻰㼂䞉⮬ẅ䞉⅏ᐖ等）䜈の対ᛂを理ゎし、ㄝ᫂䛷䛝る 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻤

㻝㻔㻟㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻞

㻟㻔㻝㻜㻚㻟㻕
㻺㻩㻞㻥

㻠㻔㻝㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻔㻟㻚㻝㻕
㻟㻔㻝㻜㻚㻣㻕
㻺㻩㻞㻤

㻠㻔㻝㻟㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻜

㼀．ᗣ༴ᶵⓎ⏕䛛䜙の
ᅇᮇに対ᛂする

㻟㻤 ᗣᅇに䜐䛡た⤌⧊ⓗ䛺ᨭ（⏕活⎔ቃの興）を理ゎし、ㄝ᫂䛷䛝る 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻣

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻟

㻞㻔㻢㻚㻥㻕
㻺㻩㻞㻥

㻟㻔㻥㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻟

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻞㻔㻢㻚㻥㻕
㻺㻩㻞㻥

㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

ᑓ
㛛
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の
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䠔．ᆅᇦ䞉ᴗሙのᗣを
ಖ㞀するた䜑に、⏕活と
ᗣに㛵する♫㈨※のබ
ᖹ䛺⏝とศ㓄をಁ㐍す
る

㼁．♫㈨※を㛤Ⓨする 㻟㻥
ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻䜔㛵ಀする㒊⨫䞉ᶵ㛵の㛫の䝛䝑䝖ワークᵓ⠏に䝏ー䝮の୍ဨと
して㛵䜟る䛣と䛜䛷䛝る

䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻡

㻞㻔㻢㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻜㻔㻞㻥㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻞㻔㻢㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻜㻔㻟㻜㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻟

㼂．♫㈨※を⟶理䞉活⏝
する

㻠㻜 ண⟬の⤌䜏を理ゎし、ᢸᙜするᢸᙜするᴗのண⟬をసᡂ䛷䛝る 䖩 䊡
㻝㻔㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻝㻥

㻡㻔㻝㻡㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻟

㻢㻔㻞㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻝㻔㻢㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻡㻔㻝㻡㻚㻞㻕
㻢㻔㻞㻜㻚㻣㻕
㻺㻩㻞㻥

㻝㻥㻔㻢㻝㻚㻟㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻝

㼃．施⟇する 㻠㻝 施⟇䛜ᚲせ䛷ある᰿ᣐについて㈨ᩱ䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻝㻔㻡㻚㻢㻕
㻺㻩㻝㻤

㻞㻔㻢㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻞

㻟㻔㻝㻜㻚㻣㻕
㻺㻩㻞㻤

㻝㻝㻔㻟㻡㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻔㻢㻚㻟㻕
㻟㻔㻝㻜㻚㻣㻕
㻺㻩㻞㻤

㻝㻝㻔㻟㻢㻚㻣㻕㻖㻖
㻺㻩㻟㻜

⮬
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䠕．ಖ䞉་⒪䞉⚟♴ཬ䜃
♫に㛵する᭱᪂の▱
㆑䞉ᢏ⾡をయⓗ䞉⤌⧊ⓗ
にᏛ䜃、実㊶の㉁をྥୖさ
䛫る

㼄．◊✲のᡂᯝを活⏝する

㻠㻞 ◊✲ᡂᯝをᢸᙜするಶே䞉ᐙ᪘䞉ᑠグループのᨭ、ಖᴗの実㊶に活⏝䛷䛝る 䊡
㻝㻔㻡㻚㻥㻕
㻺㻩㻝㻣

㻟㻔㻝㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻡㻔㻝㻥㻚㻞㻕
㻺㻩㻞㻢

㻝㻜㻔㻟㻟㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻜

㻟㻔㻝㻜㻚㻜㻕
㻡㻔㻝㻥㻚㻞㻕
㻺㻩㻞㻢

㻝㻜㻔㻟㻡㻚㻣㻕㻖
㻺㻩㻞㻤

㻠㻟
♫ໃとᆅᇦのᗣㄢ㢟にᛂ䛨たಖᖌ活動の◊✲䞉㛤Ⓨを䝏ー䝮の୍ဨとして
⾜䛖

䊡
㻝㻔㻡㻚㻥㻕
㻺㻩㻝㻣

㻠㻔㻝㻟㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻜

㻟㻔㻝㻝㻚㻡㻕
㻺㻩㻞㻢

㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻠㻔㻝㻟㻚㻟㻕
㻟㻔㻝㻝㻚㻡㻕
㻺㻩㻞㻢

㻤㻔㻞㻤㻚㻢㻕
㻺㻩㻞㻤

㼅．⥅⥆ⓗにᏛ䜆 㻠㻠 ⮬ᕫのேᮦ⫱ᡂィ⏬ཬ䜃┠ᶆをసᡂし、యⓗにᏛ䜆䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻟㻔㻝㻡㻚㻤㻕
㻺㻩㻝㻥

㻝㻢㻔㻠㻡㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻡

㻞㻜㻔㻢㻠㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻝

㻟㻝㻔㻥㻝㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻢㻔㻠㻡㻚㻣㻕
㻞㻜㻔㻢㻠㻚㻡㻕㻖

㻺㻩㻟㻝
㻟㻝㻔㻥㻟㻚㻥㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻟

㼆．ಖᖌとしての㈐௵を
ᯝたす

㻠㻡 ಖᖌとしての⮬ᕫのேᮦ⫱ᡂの┠ᶆにྥ䛡て、╔実に⾜動䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻢㻔㻝㻣㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻡

㻥㻔㻞㻥㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻝㻔㻢㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻢㻔㻝㻣㻚㻝㻕
㻥㻔㻞㻥㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻝㻔㻢㻟㻚㻢㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

㻠㻢 ⮬ᕫの䝇䝖䝺䝇䝬䝛䝆䝯䞁䝖䜔ᗣ⟶理䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻣㻔㻟㻡㻚㻜㻕
㻺㻩㻞㻜

㻝㻣㻔㻠㻤㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻡㻔㻠㻤㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻥㻔㻤㻣㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻟

㻝㻣㻔㻠㻤㻚㻢㻕
㻝㻡㻔㻠㻤㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻤㻔㻤㻣㻚㻡㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻞

− �2 −
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䛆┠ⓗ䛇

ி㒔ᗓಖᖌ◊ಟ䜺䜲䝗䝷䜲䞁సᡂとそのホ౯
（➨䠍ሗ）䠉᪂ேಖᖌ◊ಟ䠉

䕿すᕝᖾᏊ䠍）䠈ụ⏣⿱Ꮚ䠎）䠈ᩧ⏣Ꮚ䠏） 䠈ᮾ୰┿⨾䠐）䠈༓ⴥᆂᏊ䠐） 䠈ᑠᓥ ᧯䠐）䠈Ώ㑔 ⨾䠐）䠈ᫍ㔝᫂Ꮚ䠑）䠈᱇ ᩄᶞ䠒）

䠍）ி㒔ᗓி⏣㎶ᕷ 䠎）ி㒔ᗓ㛗ᒸிᕷ 䠏）ி㒔ᗓᕷ⏫ᮧಖᖌ༠㆟ 䠐）ி㒔ᗓ 䠑）ி㒔ᗓ་䞉㝔䞉ᆅᇦ┳ㆤ 䠒）ி㒔Ꮫ䞉㝔䞉ண㜵┳ㆤ

䛆対象ཬ䜃方法䛇

䛆⤖ᯝ䛇 ⾲䠍

ி㒔ᗓ䛷䛿䛂᪂ேಖᖌ◊ಟ䜺䜲䝗䝷䜲䞁䛃◊ಟ
ィ⏬（KĨĨ�:d䛿ᖺ䠏ᅇ、䠐᪥）にἢ䛳て◊ಟを⏬

実施している。ྠにேᮦ⫱ᡂᣦᑟ者◊ಟᖺ
䠏ᅇ、ᣦᑟ者䝤䝻䝑クู㐃⤡㆟ᖺ䠐ᅇ実施して
いる。䜎た◊ಟ⏬プ䝻䝆䜵ク䝖㆟をᖺ䠑ᅇ㛤
ദし、◊ಟのෆᐜ、㐠Ⴀ方法等を᳨ウし、ホ౯を
ィ⏬実施した。方法䛿、ᖹᡂϮϰ䡚Ϯϲᖺᗘの䠏ᖺ
㛫に◊ಟにཧຍした᪂ேಖᖌィϵϯྡの䛖䛱ᖹ
ᡂϮϱ䞉Ϯϲᖺᗘにཧຍした䠍ᖺ┠ಖᖌϯϱྡを対
象に、᥇⏝、䠏䜹᭶、䠒䜹᭶、◊ಟཧຍ⤊（ϭϮ
䜹᭶）に䛂฿㐩┠ᶆ䝏䜵䝑ク䝸䝇䝖䛃を⏝い、฿㐩ᗘ
を⮬ᕫホ౯した。ᮏ◊✲䛷䛿、฿㐩ᗘ（┠安฿㐩
⋡）をồ䜑฿㐩⋡䛜㧗い㡯┠を᫂䜙䛛にした。ḟ
にධ⫋䠏䜹᭶と䠒䜹᭶ཬ䜃ϭϮ䜹᭶の฿㐩⋡᥎⛣
（◊ಟ๓ᚋ）を䝬ク䝛䝬ー᳨ᐃを⏝いẚ㍑した。

ி㒔ᗓ䛷䛿ᖹᡂϮϰᖺᗘに䛂᪂ேಖᖌ◊ಟ䜺

䜲䝗䝷䜲䞁䛃をసᡂし、◊ಟయไをᵓ⠏しேᮦ⫱ᡂ
を᥎㐍している。そ䛣䛷、ᮏሗ䛷䛿ி㒔ᗓ᪂ேಖ
ᖌ（䠍䡚䠏ᖺ┠）の฿㐩┠ᶆの⮬ᕫホ౯฿㐩ᗘ
について◊ಟ๓の実ែをᢕᥱするとඹに◊ಟ๓
ᚋ䛷฿㐩ᗘをẚ㍑しホ౯する。◊ಟのホ౯⤖ᯝ
を㋃䜎䛘てᚋの᪂ேಖᖌの◊ಟのᅾ䜚方に
㛵する᳨ウを῝䜑たいと⪃䛘る。

䛆⪃ᐹ䛇

䠍．䠏䜹᭶䛷䛿、ᑠ㡯┠䞉ಶேሗಖㆤ௨እ⮬ᕫ
ホ౯に䜘る┠安฿㐩⋡䛿ϱϬ䠂ᮍ‶䛷あ䛳た。䠒䜹
᭶䛷䛿、ᗣㄢ㢟のண 等䠑㡯┠䛜ϱϬй௨ୖ䛷
あ䛳た。ϭϮ䜹᭶䛷䛿、ᑠ㡯┠ϱ、ϴ、ϭϭ、ϭϮ、ϰϰ、ϰϱ
䛿฿㐩⋡䛜ϴϬйを㉸䛘た䛜、ϲ、ϵ、ϭϬ、ϭϲ、ϮϬ�ϮϮ、
Ϯϰ、Ϯϲ、Ϯϴ、ϯϬ�ϯϮ、ϯϰ�ϯϴ、ϰϭ�ϰϯ䛿฿㐩⋡䛜ϱϬй
ᮍ‶䛷、Ϯϰ、ϯϱ、ϯϲ、ϯϳ、ϯϴ䛿、ϭϮ䜹᭶䛷䜒฿㐩
⋡䛜ϭϬйྎ௨ୗ䛷あ䛳た。

䠎．฿㐩⋡の᥎⛣䛿、䠒䜹᭶䜎䛷に฿㐩⋡䛜᭷ព
にᨵၿしたᑠ㡯┠䛿、ϱ、ϴ、ϭϭ、ϭϮ、ϭϴ、Ϯϯ、Ϯϵ、
ϯϯ、ϰϰ䛷、ϭϮ䛿㐩ᡂᗘ䛜い䛱᪩くϵϬйに㐩した。
୍方ϭϮ䜹᭶㎾に฿㐩⋡䛜᭷ពにᨵၿしたᑠ㡯┠
䛿、ϭ�ϱ、ϳ、ϴ、ϭϭ�ϭϱ、ϭϳ、ϭϴ、Ϯϭ�Ϯϯ、Ϯϱ、Ϯϲ、Ϯϵ、
ϯϬ、ϯϮ�ϯϰ、ϰϬ�ϰϮ、ϰϰ�ϰϲ䛷、ϳ、ϴ、ϭϯ、ϭϰ、ϭϴ䛿、
⣙ϲϬйのᨵၿ䛜ぢ䜙䜜た。

⮬ᕫホ౯にక䛖㐣ᑠホ౯を຺して䜒ከくのᑠ
㡯┠の฿㐩ᗘ䛜ᴟ䜑てపく、ධ⫋䠍ᖺᚋ䜒ᗣ
༴ᶵ⟶理にక䛖㡯┠䛜ᨵၿ䛫䛪、◊ಟに䛚䛡
るㅮ₇の㌟㏆䛺だ䛡䛷䛿༑ศ䛺ຠᯝ䛜ᚓ䜙
䜜䛺䛛䛳た。୍方䠏䜹᭶䛷䛿฿㐩⋡䛜ప䛛䛳た䜒
ののϭϮ䜹᭶に䛺䛳て᭷ពにᨵၿした㡯┠䛿、ᆅ

ᇦデ᩿、ᗣㄢ㢟、ேᮦ⫱ᡂに㛵㐃する㡯┠䛷、
◊ಟෆᐜと㛵㐃した。䜎た、ᡤᒓᶵ㛵の理ゎ、活
動のᒎ㛤、㒊⨫ෆの䝁䝭䝳䝙䜿ー䝅䝵䞁、ᨭの
ィ⏬❧、㛵ಀᶵ㛵䞉㛵ಀ者との༠ാ䛿、᪥ᖖ
のᴗົ経験と◊ಟに䜘䛳て฿㐩⋡䛜㧗䜎䛳たと
⪃䛘る。᪂௵ᮇಖᖌの⫱ᡂに䛿K:dとKĨĨ�:dの
ే⏝䛜᭷ຠ䛷、ᚋ┠安㐩ᡂ⋡䛜పい㡯┠の◊
ಟෆᐜをぢ┤すとඹに、䜎たᴗົを㏻䛨たຠᯝⓗ
䛺ᩍ⫱యไをᵓ⠏する方⟇を᳨ウし୧者をే⏝
した⏬を㐍䜑るᚲせ䛜あると⪃䛘る。

⾲䠍 ᪂ேಖᖌの฿㐩┠ᶆ䝏䜵䝑ク䝸䝇䝖に䜘る⮬ᕫホ౯฿㐩ᗘ（⋡）

䖩䠖ϭᖺ௨ෆに経験し⩦ᚓを┠ᣦす㡯┠ 䠘᪂ேಖᖌの฿㐩ᗘの┠安の༊ศ䠚 Ⅳ䠖▱㆑として䜟䛛る䠋Ϫ䠖₇⩦䛷䛷䛝る䠋 ϩ䠖ᣦᑟのୗ䛷䛷䛝る䠋Ϩ䠖䛷䛝る
฿㐩┠安⮬ᕫホ౯฿㐩ᗘ（⋡） ⥳䠖ϭϬϬй䠋ⓑ䠖ϴϬй௨ୖ䠋ⷧ⣸䠖ϲϬй௨ୖ䠋䜸䝺䞁䝆䠖ϱϬй௨ୖ䠋㉥䠖ϱϬйᮍ‶

㡯┠ ୰㡯┠
㻺㼛
㻚

ᑠ㡯┠ 䖩

฿
㐩
┠
安

⮬ᕫ฿㐩ᗘ（⋡） ⮬ᕫ฿㐩ᗘ（⋡）᥎⛣

᥇⏝

㻝ᖺ
䝬ク䝛䝬ー᳨ᐃ（㻟㻹㻛㻢㻹㻘 㻟㻹㻛㻝㻞㻹）
㻖 㼜㻨㻜㻚㻜㻡㻘 㻖㻖 㼜㻨㻜㻚㻜㻝㻘 㻖㻖㻖 㼜㻨㻜㻚㻜㻜㻝

䠏䠩 䠒䠩 䠍䠎䠩
䠏䠩

㻔㻺㻩㻟㻡㻕
䠒䠩

㻔㻺㻩㻟㻝㻕
䠍䠎䠩
㻔㻺㻩㻟㻠㻕 

⤌
⧊
ே
と
し
て
の
⬟
ຊ

䠍．ᡤᒓᶵ㛵の୍ဨとして
㈐௵ある⾜動䛜と䜜る

㻭．ᡤᒓᶵ㛵を理ゎする

㻝 ᡤᒓᶵ㛵の理ᛕ䜔┠ᶆをㄝ᫂䛷䛝る 䖩 䊠
㻝㻔㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻝㻥

㻠㻔㻝㻝㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻡

㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻝㻤㻔㻡㻠㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻟

㻠㻔㻝㻝㻚㻠㻕
㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻝㻤㻔㻡㻢㻚㻟㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻞

㻞 ᡤᒓᶵ㛵のᙺ䜔ᶵ⬟のᴫ␎をㄝ᫂䛷䛝る 䖩 䊠
㻝㻔㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻝㻥

㻟㻔㻤㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻡

㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻝㻔㻢㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻟㻔㻤㻚㻢㻕
㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻝㻔㻢㻟㻚㻢㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

㻟 ᡤᒓᶵ㛵のᇶᮏ方㔪䞉ィ⏬、ពᛮỴᐃᶵᵓを理ゎし、ㄝ᫂䛷䛝る 䖩 䊠
㻝㻔㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻝㻥

㻠㻔㻝㻝㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻡

㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻝㻣㻔㻡㻝㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻟

㻠㻔㻝㻝㻚㻠㻕
㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻝㻣㻔㻡㻟㻚㻝㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻞

㻠 ᢸᙜするᴗの᰿ᣐと䛺る法ᚊ䜔᮲௳等をㄝ᫂䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻠㻔㻝㻝㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻡

㻢㻔㻞㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻞㻔㻢㻠㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻠

㻠㻔㻝㻝㻚㻠㻕
㻢㻔㻞㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻝㻔㻢㻟㻚㻢㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

㻮．㒊⨫ෆの䝁䝭䝳䝙䜿ー
䝅䝵䞁をとる

㻡 実施したᴗົの経㐣䜔ㄢ㢟等をୖྖにሗ࿌、┦ㄯ䛷䛝る 䖩 䊠
㻟㻔㻝㻡㻚㻜㻕
㻺㻩㻞㻜

㻥㻔㻞㻡㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻤㻔㻡㻤㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻥㻔㻤㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻠

㻥㻔㻞㻡㻚㻣㻕
㻝㻤㻔㻡㻤㻚㻝㻕㻖

㻺㻩㻟㻝
㻞㻤㻔㻤㻠㻚㻤㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻟

ᑓ
㛛
⫋
と
し
て
の
⬟
ຊ
䊠
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ே
䞉
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䠎．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻の
ᗣㄢ㢟を᫂䜙䛛にし、ゎ
Ỵ䞉ᨵၿ⟇をィ⏬䞉❧す
る

㻯．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻の
⏕活とᗣをከゅⓗ䞉⤌⧊
ⓗに䜰䝉䝇䝯䞁䝖する

㻢
㌟యⓗ䞉⢭⚄ⓗ䞉♫ᩥⓗ䞉⏕活⎔ቃのഃ㠃䛛䜙ᐈほⓗ䞉ほⓗሗを㞟し、ಶ
ே䞉ᐙ᪘䞉ᑠグループの䜰䝉䝇䝯䞁䝖をする䛣と䛜䛷䛝る

䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻡

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻟㻔㻟㻤㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻟㻔㻟㻥㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻟

㻣 ᙜ者の❧ሙに❧䛳て、⏕活者のどⅬ䛷対象を理ゎする䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻞㻔㻝㻜㻚㻡㻕
㻺㻩㻝㻥

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻡

㻣㻔㻞㻞㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻝㻔㻢㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻣㻔㻞㻞㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻝㻔㻢㻟㻚㻢㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

㻰．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻の
㢧ᅾⓗ、₯ᅾⓗᗣㄢ㢟
をぢฟす

㻤 ₯ᅾしているᗣㄢ㢟をᢳฟし、ᚋ㉳䛣䜚䛖るᗣㄢ㢟をண する䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻟㻔㻝㻡㻚㻤㻕
㻺㻩㻝㻥

㻣㻔㻞㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻤㻔㻡㻤㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻥㻔㻤㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻠

㻣㻔㻞㻜㻚㻜㻕
㻝㻤㻔㻡㻤㻚㻝㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻝
㻞㻤㻔㻤㻠㻚㻤㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻟

㻥
ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻のᣢつຊ（ᗣㄢ㢟にẼ䛵䛝、ゎỴ䞉ᨵၿ、ᗣቑ㐍する⬟ຊ）を
ぢฟす䛣と䛜䛷䛝る

䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻔㻟㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻝

㻥㻔㻞㻢㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻝㻔㻟㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻝

㻥㻔㻞㻢㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻟

㻱．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻の
ᗣㄢ㢟に対するᨭを
ィ⏬䞉❧する

㻝㻜
ᗣㄢ㢟についてඃඛ㡰をつ䛡て、┠ᶆタᐃを⾜い、ᨭィ⏬を❧する䛣と䛜
䛷䛝る

䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻔㻟㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻜㻔㻞㻥㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻝㻔㻟㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻜㻔㻟㻜㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻟

ᑓ
㛛
⫋
と
し
て
の
⬟
ຊ
䊠
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䞉
ᐙ
᪘
䞉
ᑠ
グ
ル

プ

䠏．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻と
༠ാして、ᗣㄢ㢟をゎ
Ỵ䞉ᨵၿし、ᗣቑ㐍⬟ຊ
を㧗䜑る

㻲．活動をᒎ㛤する

㻝㻝 対象者の⏕䞉ᗣ、ே㛫としてのᑛཝとᶒをᏲる䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻡㻔㻞㻡㻚㻜㻕
㻺㻩㻞㻜

㻝㻟㻔㻟㻣㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻡

㻞㻜㻔㻢㻠㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻝

㻟㻝㻔㻥㻝㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻟㻔㻟㻣㻚㻝㻕
㻞㻜㻔㻢㻠㻚㻡㻕㻖

㻺㻩㻟㻝
㻟㻜㻔㻥㻜㻚㻥㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻟

㻝㻞 プ䝷䜲䝞䝅ーに㓄៖し、ಶேሗの㞟䞉බ⾲䞉⟶理を㐺ษに⾜䛖䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻤㻔㻠㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻞㻜

㻞㻢㻔㻣㻠㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻡

㻞㻥㻔㻥㻟㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻝

㻟㻟㻔㻥㻣㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻠

㻞㻢㻔㻣㻠㻚㻟㻕
㻞㻥㻔㻥㻟㻚㻡㻕㻖

㻺㻩㻟㻝
㻟㻞㻔㻥㻣㻚㻜㻕㻖

㻺㻩㻟㻟

㻝㻟 ᢸᙜ（ᆅ༊䜔㒊⨫）のᇶᮏⓗ䛺のゼၥᨭを⾜䛖䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻠㻔㻝㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻞㻔㻠㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻟㻔㻢㻣㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻠

㻠㻔㻝㻝㻚㻤㻕
㻝㻞㻔㻠㻜㻚㻜㻕㻖㻖

㻺㻩㻟㻜
㻞㻞㻔㻢㻤㻚㻤㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻞

㻝㻠 ಖᴗ䜔᮶ᡤの┦ㄯに䜘るᨭを⾜䛖䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻡

㻥㻔㻞㻥㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻝㻔㻢㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻥㻔㻞㻥㻚㻜㻕㻖
㻺㻩㻟㻝

㻞㻝㻔㻢㻟㻚㻢㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

㻝㻡 ᗣᩍ⫱に䜘るᨭを⾜䛖䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻝㻔㻞㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻡

㻢㻔㻝㻥㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻣㻔㻡㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻔㻞㻚㻥㻕
㻢㻔㻝㻥㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻣㻔㻡㻝㻚㻡㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

㻝㻢 活⏝䛷䛝る♫㈨※について、ሗᥦ౪をする䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻝㻔㻞㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻡

㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻝㻔㻟㻞㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻔㻞㻚㻥㻕
㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻝㻔㻟㻟㻚㻟㻕㻖
㻺㻩㻟㻟

㻝㻣 ᨭの経㐣䛚䜘䜃⤖ᯝをṇ☜に㎿㏿にグ㘓し、ሗ࿌する䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻡㻔㻝㻠㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻞㻔㻟㻤㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻟㻔㻢㻣㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻠

㻡㻔㻝㻠㻚㻟㻕
㻝㻞㻔㻟㻤㻚㻣㻕㻖

㻺㻩㻟㻝
㻞㻟㻔㻢㻥㻚㻣㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻟

㻳．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻䜔
㛵ಀᶵ㛵ཬ䜃㛵ಀ者と༠
㆟する

㻝㻤 対象者のヰを⫈䛝、䝁䝭䝳䝙䜿ー䝅䝵䞁をと䜚䛺䛜䜙ಙ㢗㛵ಀを⠏く䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻝㻔㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻝㻥

㻡㻔㻝㻠㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻤㻔㻡㻤㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻢㻔㻣㻢㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻠

㻡㻔㻝㻠㻚㻟㻕
㻝㻤㻔㻡㻤㻚㻝㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻝
㻞㻡㻔㻣㻡㻚㻤㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻟

㻝㻥 ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻䜔㛵ಀᶵ㛵ཬ䜃㛵ಀ者と、ᚲせ䛺ሗ䜔活動┠ⓗをඹ᭷する 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻡

㻠㻔㻝㻞㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻣㻔㻡㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻠㻔㻝㻞㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻣㻔㻡㻝㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻟

㻞㻜
ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻䜔㛵ಀᶵ㛵ཬ䜃㛵ಀ者と、いのᙺをㄆ䜑ྜいと䜒に活動す
る

䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻡

㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻡㻔㻠㻠㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻡㻔㻠㻡㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻟

㻴．活動をホ౯䞉䝣䜷䝻ー
䜰䝑プする

㻞㻝 活動のホ౯を⾜い、⤖ᯝをḟのᨭに活䛛す䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻡

㻡㻔㻝㻢㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻡㻔㻠㻠㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻠

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻡㻔㻝㻢㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻡㻔㻠㻡㻚㻡㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

䠐．ᆅᇦ䞉ᴗሙのᗣ༴
ᶵ⟶理を⾜䛖

㻵．ᗣ༴ᶵ⟶理のయไを
ᩚ䛘ண㜵⟇をㅮ䛨る

㻞㻞 ᗣ༴ᶵ（ឤᰁ䞉ᚅ䞉㻰㼂䞉⮬ẅ䞉⅏ᐖ等）䜈のண㜵⟇を理ゎし、ㄝ᫂䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻤

㻝㻔㻞㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻠

㻠㻔㻝㻞㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻝

㻥㻔㻞㻢㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻔㻞㻚㻥㻕
㻠㻔㻝㻟㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻜

㻥㻔㻞㻤㻚㻝㻕㻖㻖
㻺㻩㻟㻞

㻶．ᗣ༴ᶵのⓎ⏕に対
ᛂする

㻞㻟 ᗣ༴ᶵ（ឤᰁ䞉ᚅ䞉㻰㼂䞉⮬ẅ䞉⅏ᐖ等）䜈の対ᛂを⾜䛖䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻝㻔㻡㻚㻢㻕
㻺㻩㻝㻤

㻡㻔㻝㻠㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻞㻔㻟㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻥㻔㻡㻡㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻠

㻡㻔㻝㻠㻚㻣㻕
㻝㻝㻔㻟㻢㻚㻣㻕㻖

㻺㻩㻟㻜
㻝㻤㻔㻡㻢㻚㻟㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻞

㻷．ᗣ༴ᶵⓎ⏕ᚋ䛛䜙の
ᅇᮇに対ᛂする

㻞㻠 ᗣᅇに䜐䛡たᨭ（㻼㼀㻿㻰対ᛂ䞉⏕活⎔ቃの興）を理ゎし、ㄝ᫂䛷䛝る 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻣

㻝㻔㻟㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻟

㻞㻔㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻔㻢㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻞

㻝㻔㻟㻚㻜㻕
㻞㻔㻢㻚㻥㻕
㻺㻩㻞㻥

㻞㻔㻢㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻝
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㛛
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䠑．ᆅᇦ䞉ᴗሙのᗣㄢ
㢟を᫂䜙䛛にし、ゎỴ䞉ᨵ
ၿ⟇をィ⏬䞉❧する

㻸．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻の
⏕活とᗣをከゅⓗ䞉⥅⥆
ⓗに䜰䝉䝇䝯䞁䝖する

㻞㻡
㌟యⓗ䞉⢭⚄ⓗ䞉♫ᩥⓗ䞉⎔ቃⓗഃ㠃䛛䜙ᐈほⓗ䞉ほⓗሗを㞟する䛣と䛜
䛷䛝る

䖩 䊠
㻝㻔㻡㻚㻢㻕
㻺㻩㻝㻤

㻞㻔㻡㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻠

㻡㻔㻝㻢㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻣㻔㻡㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻠

㻞㻔㻡㻚㻥㻕
㻡㻔㻝㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻝㻣㻔㻡㻟㻚㻝㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻞

㻞㻢
ᆅᇦ䞉ᴗሙయ、対象者のᒓする㞟ᅋをయとしてと䜙䛘、ᗣの䜰䝉䝇䝯䞁䝖䛜䛷
䛝る

䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻤

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻡

㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻜㻔㻞㻥㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻠

㻞㻔㻡㻚㻣㻕
㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻜㻔㻟㻜㻚㻟㻕㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

㻹．ᆅᇦ䞉ᴗሙの㢧ᅾ
ⓗ䞉₯ᅾⓗᗣㄢ㢟をぢ
ฟす

㻞㻣 㢧ᅾしているᗣㄢ㢟にẼく䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻟㻔㻝㻡㻚㻤㻕
㻺㻩㻝㻥

㻥㻔㻞㻡㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻠㻔㻠㻡㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻢㻔㻣㻢㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻠

㻥㻔㻞㻡㻚㻣㻕
㻝㻠㻔㻠㻡㻚㻞㻕㻖㻖

㻺㻩㻟㻝
㻞㻢㻔㻣㻤㻚㻤㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻟

㻞㻤
ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻のᣢつຊ（ᗣㄢ㢟にẼ䛵䛝、ゎỴ䞉ᨵၿ、ᗣቑ㐍する⬟ຊ）を
ぢฟす䛣と䛜䛷䛝る

䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻔㻟㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻝

㻣㻔㻞㻜㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻝㻔㻟㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻜

㻣㻔㻞㻝㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻞

㻺．ᆅᇦ䞉ᴗሙのᗣㄢ
㢟に対するᨭをィ⏬䞉❧
する

㻞㻥
ᆅᇦ䞉ᴗሙのᗣㄢ㢟ゎỴのた䜑に、┠ⓗ䞉┠ᶆをタᐃし、㐺ษ䛺方法を㑅ᢥ䛷䛝
る

䖩 䊡
㻞㻔㻝㻜㻚㻡㻕
㻺㻩㻝㻥

㻡㻔㻝㻠㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻠

㻤㻔㻞㻡㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻞㻔㻢㻠㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻠

㻡㻔㻝㻠㻚㻣㻕
㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕㻖
㻺㻩㻟㻜

㻞㻝㻔㻢㻡㻚㻢㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻞

䠒．ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻と
༠ാして、ᗣㄢ㢟をゎ
Ỵ䞉ᨵၿし、ᗣቑ㐍⬟ຊ
を㧗䜑る

㻻．活動をᒎ㛤する

㻟㻜 ᆅᇦ（ᴗሙ）⤌⧊䞉ᙜ者グループ等を⫱ᡂするᨭ䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻞㻔㻝㻜㻚㻡㻕
㻺㻩㻝㻥

㻡㻔㻝㻡㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻟

㻢㻔㻞㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻝㻡㻔㻠㻡㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻟

㻡㻔㻝㻡㻚㻞㻕
㻢㻔㻞㻜㻚㻣㻕
㻺㻩㻞㻥

㻝㻠㻔㻠㻡㻚㻞㻕㻖㻖
㻺㻩㻟㻝

㻟㻝 ಶே㻛ᐙ᪘ᨭ、⤌⧊ⓗ䜰プ䝻ー䝏等を⤌䜏ྜ䜟䛫て活⏝する䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻝㻔㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻟

㻝㻔㻟㻚㻠㻕
㻺㻩㻞㻥

㻡㻔㻝㻡㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻞

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻝㻔㻟㻚㻠㻕
㻺㻩㻞㻥

㻡㻔㻝㻢㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻝

㻟㻞 ᆅᇦ⤌⧊活動、ಖ⚟♴ᴗを┠ⓗにᇶ䛵いて活動をグ㘓し、ሗ࿌する䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻞㻔㻝㻜㻚㻡㻕
㻺㻩㻝㻥

㻡㻔㻝㻠㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻠

㻡㻔㻝㻣㻚㻞㻕
㻺㻩㻞㻥

㻝㻞㻔㻟㻣㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻞

㻡㻔㻝㻠㻚㻣㻕
㻡㻔㻝㻣㻚㻞㻕
㻺㻩㻞㻥

㻝㻞㻔㻟㻤㻚㻣㻕㻖㻖
㻺㻩㻟㻝

㻼．ᆅᇦ。ᴗሙのே䚻の
㛵ಀᶵ㛵ཬ䜃㛵ಀ者と༠
㆟する

㻟㻟
ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻䜔㛵ಀᶵ㛵の⫋ဨと䛺ሗを⾜い䛺䛜䜙⤌⧊活動を㐍
䜑る䛣と䛜䛷䛝る䜘䛖にᨭする

䖩 䊡
㻞㻔㻝㻜㻚㻡㻕
㻺㻩㻝㻥

㻣㻔㻞㻜㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻞㻔㻠㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻠㻔㻣㻜㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻠

㻣㻔㻞㻜㻚㻢㻕
㻝㻞㻔㻠㻜㻚㻜㻕㻖

㻺㻩㻟㻜
㻞㻟㻔㻣㻝㻚㻥㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻞

㻽．活動をホ౯䞉䝣䜷䝻ー
䜰䝑プする

㻟㻠 ᆅᇦ䞉ᴗሙのᗣㄢ㢟ゎỴのた䜑の活動のホ౯を⾜䛖䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻞㻔㻝㻜㻚㻡㻕
㻺㻩㻝㻥

㻡㻔㻝㻡㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻟

㻢㻔㻞㻜㻚㻣㻕
㻺㻩㻞㻥

㻝㻢㻔㻠㻤㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻟

㻡㻔㻝㻡㻚㻞㻕
㻢㻔㻞㻜㻚㻣㻕
㻺㻩㻞㻥

㻝㻢㻔㻡㻝㻚㻢㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻝

䠓．ᆅᇦ䞉ᴗሙのᗣ༴
ᶵ⟶理を⾜䛖

㻾．ᗣ༴ᶵ⟶理のయไを
ᩚ䛘、ண㜵⟇をㅮ䛨る

㻟㻡 ᗣ༴ᶵ（ឤᰁ䞉ᚅ䞉㻰㼂䞉⮬ẅ䞉⅏ᐖ等）䜈のண㜵⟇を理ゎし、ㄝ᫂䛷䛝る 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻤

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻟

㻞㻔㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻟㻔㻤㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻞㻔㻢㻚㻥㻕
㻺㻩㻞㻥

㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

㻟㻢 ᗈᇦⓗ䛺ᗣ༴ᶵ（⅏ᐖ䞉ឤᰁ等）⟶理యไを理ゎし、ㄝ᫂䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻤

㻝㻔㻟㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻟

㻟㻔㻝㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻠㻔㻝㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻔㻟㻚㻜㻕
㻟㻔㻝㻜㻚㻟㻕
㻺㻩㻞㻥

㻠㻔㻝㻞㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻝

㻿．ᗣ༴ᶵのⓎ⏕に対
ᛂする

㻟㻣 ᗣ༴ᶵ（ឤᰁ䞉ᚅ䞉㻰㼂䞉⮬ẅ䞉⅏ᐖ等）䜈の対ᛂを理ゎし、ㄝ᫂䛷䛝る 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻤

㻝㻔㻟㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻞

㻟㻔㻝㻜㻚㻟㻕
㻺㻩㻞㻥

㻠㻔㻝㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻔㻟㻚㻝㻕
㻟㻔㻝㻜㻚㻣㻕
㻺㻩㻞㻤

㻠㻔㻝㻟㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻜

㼀．ᗣ༴ᶵⓎ⏕䛛䜙の
ᅇᮇに対ᛂする

㻟㻤 ᗣᅇに䜐䛡た⤌⧊ⓗ䛺ᨭ（⏕活⎔ቃの興）を理ゎし、ㄝ᫂䛷䛝る 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻣

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻟

㻞㻔㻢㻚㻥㻕
㻺㻩㻞㻥

㻟㻔㻥㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻟

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻞㻔㻢㻚㻥㻕
㻺㻩㻞㻥

㻟㻔㻥㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻝

ᑓ
㛛
⫋
と
し
て
の
⬟
ຊ
䊡

施

⟇


䠔．ᆅᇦ䞉ᴗሙのᗣを
ಖ㞀するた䜑に、⏕活と
ᗣに㛵する♫㈨※のබ
ᖹ䛺⏝とศ㓄をಁ㐍す
る

㼁．♫㈨※を㛤Ⓨする 㻟㻥
ᆅᇦ䞉ᴗሙのே䚻䜔㛵ಀする㒊⨫䞉ᶵ㛵の㛫の䝛䝑䝖ワークᵓ⠏に䝏ー䝮の୍ဨと
して㛵䜟る䛣と䛜䛷䛝る

䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻡

㻞㻔㻢㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻜㻔㻞㻥㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻠

㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻞㻔㻢㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻝

㻝㻜㻔㻟㻜㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻟

㼂．♫㈨※を⟶理䞉活⏝
する

㻠㻜 ண⟬の⤌䜏を理ゎし、ᢸᙜするᢸᙜするᴗのண⟬をసᡂ䛷䛝る 䖩 䊡
㻝㻔㻡㻚㻟㻕
㻺㻩㻝㻥

㻡㻔㻝㻡㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻟

㻢㻔㻞㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻞㻝㻔㻢㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻡㻔㻝㻡㻚㻞㻕
㻢㻔㻞㻜㻚㻣㻕
㻺㻩㻞㻥

㻝㻥㻔㻢㻝㻚㻟㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻝

㼃．施⟇する 㻠㻝 施⟇䛜ᚲせ䛷ある᰿ᣐについて㈨ᩱ䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻝㻔㻡㻚㻢㻕
㻺㻩㻝㻤

㻞㻔㻢㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻞

㻟㻔㻝㻜㻚㻣㻕
㻺㻩㻞㻤

㻝㻝㻔㻟㻡㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻔㻢㻚㻟㻕
㻟㻔㻝㻜㻚㻣㻕
㻺㻩㻞㻤

㻝㻝㻔㻟㻢㻚㻣㻕㻖㻖
㻺㻩㻟㻜

⮬
ᕫ
⟶
理
䞉
⮬
ᕫ
ၨ
Ⓨ
に
㛵
す
る
⬟
ຊ

䠕．ಖ䞉་⒪䞉⚟♴ཬ䜃
♫に㛵する᭱᪂の▱
㆑䞉ᢏ⾡をయⓗ䞉⤌⧊ⓗ
にᏛ䜃、実㊶の㉁をྥୖさ
䛫る

㼄．◊✲のᡂᯝを活⏝する

㻠㻞 ◊✲ᡂᯝをᢸᙜするಶே䞉ᐙ᪘䞉ᑠグループのᨭ、ಖᴗの実㊶に活⏝䛷䛝る 䊡
㻝㻔㻡㻚㻥㻕
㻺㻩㻝㻣

㻟㻔㻝㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻜

㻡㻔㻝㻥㻚㻞㻕
㻺㻩㻞㻢

㻝㻜㻔㻟㻟㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻜

㻟㻔㻝㻜㻚㻜㻕
㻡㻔㻝㻥㻚㻞㻕
㻺㻩㻞㻢

㻝㻜㻔㻟㻡㻚㻣㻕㻖
㻺㻩㻞㻤

㻠㻟
♫ໃとᆅᇦのᗣㄢ㢟にᛂ䛨たಖᖌ活動の◊✲䞉㛤Ⓨを䝏ー䝮の୍ဨとして
⾜䛖

䊡
㻝㻔㻡㻚㻥㻕
㻺㻩㻝㻣

㻠㻔㻝㻟㻚㻟㻕
㻺㻩㻟㻜

㻟㻔㻝㻝㻚㻡㻕
㻺㻩㻞㻢

㻤㻔㻞㻢㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻜

㻠㻔㻝㻟㻚㻟㻕
㻟㻔㻝㻝㻚㻡㻕
㻺㻩㻞㻢

㻤㻔㻞㻤㻚㻢㻕
㻺㻩㻞㻤

㼅．⥅⥆ⓗにᏛ䜆 㻠㻠 ⮬ᕫのேᮦ⫱ᡂィ⏬ཬ䜃┠ᶆをసᡂし、యⓗにᏛ䜆䛣と䛜䛷䛝る 䖩 䊡
㻟㻔㻝㻡㻚㻤㻕
㻺㻩㻝㻥

㻝㻢㻔㻠㻡㻚㻣㻕
㻺㻩㻟㻡

㻞㻜㻔㻢㻠㻚㻡㻕
㻺㻩㻟㻝

㻟㻝㻔㻥㻝㻚㻞㻕
㻺㻩㻟㻠

㻝㻢㻔㻠㻡㻚㻣㻕
㻞㻜㻔㻢㻠㻚㻡㻕㻖

㻺㻩㻟㻝
㻟㻝㻔㻥㻟㻚㻥㻕㻖㻖㻖

㻺㻩㻟㻟

㼆．ಖᖌとしての㈐௵を
ᯝたす

㻠㻡 ಖᖌとしての⮬ᕫのேᮦ⫱ᡂの┠ᶆにྥ䛡て、╔実に⾜動䛷䛝る 䖩 䊠
㻜㻔㻜㻚㻜㻕
㻺㻩㻝㻥

㻢㻔㻝㻣㻚㻝㻕
㻺㻩㻟㻡

㻥㻔㻞㻥㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻝㻔㻢㻝㻚㻤㻕
㻺㻩㻟㻠

㻢㻔㻝㻣㻚㻝㻕
㻥㻔㻞㻥㻚㻜㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻝㻔㻢㻟㻚㻢㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻟

㻠㻢 ⮬ᕫの䝇䝖䝺䝇䝬䝛䝆䝯䞁䝖䜔ᗣ⟶理䛜䛷䛝る 䖩 䊠
㻣㻔㻟㻡㻚㻜㻕
㻺㻩㻞㻜

㻝㻣㻔㻠㻤㻚㻢㻕
㻺㻩㻟㻡

㻝㻡㻔㻠㻤㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻥㻔㻤㻣㻚㻥㻕
㻺㻩㻟㻟

㻝㻣㻔㻠㻤㻚㻢㻕
㻝㻡㻔㻠㻤㻚㻠㻕
㻺㻩㻟㻝

㻞㻤㻔㻤㻣㻚㻡㻕㻖㻖㻖
㻺㻩㻟㻞

− �2 −

 京都府新人期保健師の到達度
～人材育成の追跡的評価と今後の展望～

○永石早季子１），川口秀子１） ，勝山久美子１），極山貴子１），小嶋 操１），竹原智美１） ，千葉圭子１），
入田明子２），池田裕子３），上村弘美４），星野明子５）， 桂 敏樹６） 

１）京都府 ２）京都府精華町  ３）京都府長岡京市 ４）京都府市町村保健師協議会 ５）京都府医大・院・地域看護  ６）京都大学・院・予防看護

               

【方法】 
○研究対象  平成26年度京都府内新
規採用行政保健師19名（京都市を除く）
のうち、平成28年度末現在在職の15名
（府3名、市町村12名） （育児休業者及
び退職者を除く）

                 

【目的】 京都府では、平成24年度に「新人保健師研修ガイドライン（以下、ガイドライン）」を策定し、新人期（入職1～3年目）を対象とした人
材育成体制を構築している。本報では、ガイドラインに記載の新人保健師研修プログラムに基づく研修を受講した保健師の能力獲得状況を
把握し、人材育成の課題を明らかにすることにより、今後の新人育成のあり方について検討することを目的とした。 

【結果】 
１．1年後時点での到達率50%未満30項
目のうち、3年後には12項目が到達率
80%を越えた。 

【考察】 
 健康危機管理、健康課題の明確化、
活動展開、研究成果の活用に係る項目
獲得は、新人期を通して課題となる能
力である。特に健康危機管理は新人期
に獲得することが困難な状況であった。 
 京都府の新人期研修プログラムでは、
地域診断、事業展開、健康危機管理を
実施しているが、今後、課題である能
力の獲得と向上を図るため、以下の研
修プログラムの見直しや指導体制の整
備が必要である。 

演題発表に関連し、開示すべきCOI関係にある企業などはありません。 ＜新人保健師の到達度の目安の区分＞ Ⅳ：知識としてわかる／Ⅲ：演習でできる／Ⅱ：指導の下でできる／Ⅰ：できる 

○調査方法  入職3年後時点で「到達
目標チェックリスト（厚労省 平成23年）」
を用いて自己評価し、到達目安への到
達度を明らかにするとともに、 入職1年
後時点の到達度と比較した。倫理的配
慮は研修開始時に紙面と口頭で説明し、
了解を得た。

２．3年後時点での到達率50%未満5項
目はいずれも健康危機管理に係る項
目であった。 

３． 3年後時点での到達率50%以上80%
未満13項目は健康課題の明確化、活
動展開、研究成果の活用等であった。 

①健康危機管理の基礎知識の習得及
び実践力に向けたシュミレーションや事
例検討等を体系的に実施

【結論】 
 保健師の分散配置が進む中、今後、
統括保健師を中心とした人材育成体制
整備をより進めるために、災害時保健
活動マニュアルや保健師のキャリアラ
ダーを活用した研修体制の再構築を目
指したい。 

N=13
到達率
（％）

N=15
到達率
（％）

1 所属機関の理念や目標を説明できる ★ Ⅰ 5 38.5% 14 93.3%

2 所属機関の役割や機能の概略を説明できる ★ Ⅰ 4 30.8% 14 93.3%

3 所属機関の基本方針・計画、意思決定機構を理解し、説明できる ★ Ⅰ 5 38.5% 13 86.7%

4 担当する事業の根拠となる法律や条件等を説明できる ★ Ⅰ 8 61.5% 14 93.3%

B．部署内のコミュニケーションをとる 5 実施した業務の経過や課題等を上司に報告、相談できる ★ Ⅰ 11 84.6% 14 93.3%

6
身体的・精神的・社会文化的・生活環境の側面から客観的・主観的情報
を収集し、個人・家族・小グループのアセスメントをすることができる

★ Ⅰ 4 30.8% 13 86.7%

7 当事者の立場に立って、生活者の視点で対象を理解することができる ★ Ⅰ 6 46.2% 13 86.7%

8
潜在している健康課題を抽出し、今後起こりうる健康課題を予測すること
ができる

★ Ⅱ 10 76.9% 15 100.0%

9
地域・事業場の人々の持つ力（健康課題に気づき、解決・改善、健康増
進する能力）を見出すことができる

★ Ⅰ 2 15.4% 10 66.7%

E．地域・事業場の人々の健康課題
に対する支援を計画・立案する

10
健康課題について優先順位をつけて、目標設定を行い、支援計画を立案
することができる

★ Ⅰ 2 15.4% 11 73.3%

11 対象者の生命・健康、人間としての尊厳と権利を守ることができる ★ Ⅰ 12 92.3% 15 100.0%

12
プライバシーに配慮し、個人情報の収集・公表・管理を適切に行うことが
できる

★ Ⅱ 12 92.3% 14 93.3%

13 担当（地区や部署）の基本的な事例の訪問支援を行うことができる ★ Ⅰ 8 61.5% 13 86.7%

14 保健事業や来所の相談による支援を行うことができる ★ Ⅰ 10 76.9% 14 93.3%

15 健康教育による支援を行うことができる ★ Ⅰ 6 46.2% 10 66.7%

16 活用できる社会資源について、情報提供をすることができる ★ Ⅰ 2 15.4% 10 66.7%

17 支援の経過および結果を正確に迅速に記録し、報告することができる ★ Ⅰ 7 53.8% 13 86.7%

18
対象者の話を聴き、コミュニケーションをとりながら信頼関係を築くことが
できる

★ Ⅰ 8 61.5% 13 86.7%

19
地域・事業場の人々や関係機関及び関係者と、必要な情報や活動目的
を共有する

Ⅰ 6 46.2% 13 86.7%

20
地域・事業場の人々や関係機関及び関係者と、互いの役割を認め合いと
もに活動する

Ⅰ 5 38.5% 11 73.3%

H．活動を評価・フォローアップする 21 活動の評価を行い、結果を次の支援に活かすことができる ★ Ⅰ 3 23.1% 11 73.3%

I．健康危機管理の体制を整え予防
策を講じる

22
健康危機（感染症・虐待・DV・自殺・災害等）への予防策を理解し、説明
できる

★ Ⅰ 2 15.4% 9 60.0%

J．健康危機の発生時に対応する 23 健康危機（感染症・虐待・DV・自殺・災害等）への対応を行うことができる ★ Ⅱ 8 61.5% 14 93.3%

K．健康危機発生後からの回復期に
対応する

24
健康回復にむけた支援（PTSD対応・生活環境の復興）を理解し、説明で
きる

Ⅰ 1 7.7% 7 46.7%

25
身体的・精神的・社会文化的・環境的側面から客観的・主観的情報を収
集することができる

★ Ⅰ 5 38.5% 13 86.7%

26
地域・事業場全体、対象者の属する集団を全体としてとらえ、健康のアセ
スメントができる

★ Ⅰ 2 15.4% 10 66.7%

27 顕在化している健康課題に気付くことができる ★ Ⅱ 9 69.2% 15 100.0%

28
地域・事業場の人々の持つ力（健康課題に気づき、解決・改善、健康増
進する能力）を見出すことができる

★ Ⅰ 1 7.7% 10 66.7%

N．地域・事業場の健康課題に対する
支援を計画・立案する

29
地域・事業場の健康課題解決のために、目的・目標を設定し、適切な方
法を選択できる

★ Ⅱ 9 69.2% 14 93.3%

30 地域（事業場）組織・当事者グループ等を育成する支援ができる ★ Ⅱ 5 38.5% 12 80.0%

31
個人/家族支援、組織的アプローチ等を組み合わせて活用することができ
る

★ Ⅰ 0 0.0% 9 60.0%

32
地域組織活動、保健福祉事業を目的に基づいて活動を記録し、報告する
ことができる

★ Ⅰ 3 25.0% 10 66.7%

P．地域。事業場の人々の関係機関
及び関係者と協議する

33
地域・事業場の人々や関係機関の職員と円滑な情報交換を行いながら
組織活動を進めることができるように支援する

★ Ⅱ 9 69.2% 14 93.3%

Q．活動を評価・フォローアップする 34 地域・事業場の健康課題解決のための活動の評価を行うことができる ★ Ⅱ 4 30.8% 13 86.7%

35
健康危機（感染症・虐待・DV・自殺・災害等）への予防策を理解し、説明
できる

Ⅰ 0 0.0% 7 46.7%

36 広域的な健康危機（災害・感染症等）管理体制を理解し、説明できる ★ Ⅰ 1 7.7% 7 46.7%

S．健康危機の発生時に対応する 37
健康危機（感染症・虐待・DV・自殺・災害等）への対応を理解し、説明で
きる

Ⅰ 1 7.7% 6 40.0%

T．健康危機発生時からの回復期に
対応する

38
健康回復にむけた組織的な支援（生活環境の復興）を理解し、説明でき
る

Ⅰ 1 7.7% 6 40.0%

U．社会資源を開発する 39
地域・事業場の人々や関係する部署・機関の間のネットワーク構築に
チームの一員として関わることができる

★ Ⅰ 3 23.1% 12 80.0%

V．社会資源を管理・活用する 40 予算の仕組みを理解し、担当する担当する事業の予算案を作成できる ★ Ⅱ 9 69.2% 14 93.3%

W．施策化する 41 施策化が必要である根拠について資料化ができる ★ Ⅱ 3 27.3% 12 80.0%

42
研究成果を担当する個人・家族・小グループの支援、保健事業の実践に
活用できる

Ⅱ 3 27.3% 10 71.4%

43
社会情勢と地域の健康課題に応じた保健師活動の研究・開発をチーム
の一員として行う

Ⅱ 2 18.2% 11 78.6%

Y．継続的に学ぶ 44 自己の人材育成計画及び目標を作成し、主体的に学ぶことができる ★ Ⅱ 11 84.6% 15 100.0%

45 保健師としての自己の人材育成の目標に向けて、着実に行動できる ★ Ⅰ 4 30.8% 13 86.7%

46 自己のストレスマネジメントや健康管理ができる ★ Ⅰ 12 92.3% 14 93.3%
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８．地域・事業場の
健康を保障するため
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する社会資源の公
平な利用と分配を促
進する

自
己
管
理
・
自
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発
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９．保健・医療・福祉
及び社会に関する
最新の知識・技術を
主体的・組織的に学
び、実践の質を向上
させる

X．研究の成果を活用する

Z．保健師としての責任を果たす
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と
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て
の
能
力
Ⅱ
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集
団
・
地
域

）

５．地域・事業場の
健康課題を明らかに
し、解決・改善策を
計画・立案する

L．地域・事業場の人々の生活と健康
を多角的・継続的にアセスメントする

M．地域・事業場の顕在的・潜在的健
康課題を見出す

６．地域・事業場の
人々と協働して、健
康課題を解決・改善
し、健康増進能力を
高める

O．活動を展開する

７．地域・事業場の
健康危機管理を行う

R．健康危機管理の体制を整え、予
防策を講じる

専
門
職
と
し
て
の
能
力
Ⅰ

（
個
人
・
家
族
・
小
グ
ル
ー

プ

）

２．地域・事業場の
人々の健康課題を
明らかにし、解決・
改善策を計画・立案
する

C．地域・事業場の人々の生活と健康
を多角的・組織的にアセスメントする

D．地域・事業場の人々の顕在的、潜
在的健康課題を見出す
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３．地域・事業場の
人々と協働して、健
康課題を解決・改善
し、健康増進能力を
高める

F．活動を展開する

G．地域・事業場の人々や関係機関
及び関係者と協議する

４．地域・事業場の
健康危機管理を行う

1年後 ３年後

組
織
人
と
し
て
の
能
力

１．所属機関の一員
として責任ある行動
がとれる

A．所属機関を理解する

表１　新人保健師の到達目標チェックリストによる自己評価到達率（％）

大項目 中項目 № 小項目

1
年
以
内
の
習

得
を
目
指
す

到
達
目
安

自己評価到達率

＜到達率の色分け＞ 100%
80％
以上

50％
以上

50％
未満

②健康課題の明確化、活動展開に係る
能力向上を図るため、現在中堅期を対
象に開催している事業評価研修会
（PDCAサイクルに沿った保健事業の検
証）の実施時期の再検討

③研究成果の活用に係る能力向上を
図るため、 大学教員の協力やOJT指
導体制の整備により、研究的な事業実
施を支援

ฏ̏̌�ຊެऺӴੜֶձ
－ 63 －



京都府新人保健師研修ガイドラインに基づく7年間の研修評価

○勝山久美子１） ，川口秀子２），横山絵里３），入田明子４），小嶋操５），竹原智美１） ，木下直子６）

星野明子７），桂 敏樹８）

１）京都府健康対策課 ２）京都府丹後保健所 ３）宇治市役所 ４）精華町役場 ５）京都府山城北保健所 ６）京都府健康福祉部
７）京都府立医科大学大学院保健看護学研究科 ８）京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻

（第１報） 府新人保健師、市新人保健師、町村新人保健師におけるチェックリストによる研修後の到達度

（第２報） 府新人保健師と市町村新人保健師における到達度の比較

【対象および方法】 京都府では新人保健師研修プログラムに沿って新人保健師研修を、同時に指導者研修会、ブロック別保健師人材育
成指導者連絡会議を実施している。有識者、府及び市町村管理職保健師、ブロック別研修担当者等で構成する研修企画プロジェクト会議は
年５回程度開催し、研修の内容、運営方法等を検討し、評価を実施した。
○研究対象：平成24～30年度の７年間にガイドラインに基づく研修に参加した新人保健師140名（京都府保健所27名、府内市91名、府内町
村22名 政令市の京都市を除く）

○調査方法：新人保健師が入職後３ヶ月、６ヶ月、12ヶ月（研修終了後）にプリセプターや所属の人材育成責任者の指導を受けた「新人保健
師の到達目標チェックリスト」の自己評価結果と、「新人保健師対人サービス業務経験リスト」等を用い業務経験の記述とした。本報では、研
修前後の有効な回答が得られた、京都府保健所22名、府内市64名、府内町村19名、計105名について到達目標到達度（率）の推移を京都府

保健師、府内市保健師、町村保健師の３群別にマクネマー検定を用い検証した。

【目的】 京都府は平成24年「新人保健師研修ガイドライン」、平成26年「中堅期・管理期保健師研修ガイドライン」、平成27年「京都府保健師
活動指針」、平成30年「京都府保健師キャリアラダー」を策定し、京都府保健師人材育成体系を構築した。新人保健師の人材育成では、１年
目に全体研修（地域診断、事業評価、危機管理等年4日）とブロック別研修（南部・中部・北部ごとに年1日）を実施している。 そこで、本報で
は新人保健師が必要とする基礎能力の到達目標到達度を研修前後で比較し府保健師、府内市保健師、町村保健師の相違について検証す
る。この結果を踏まえて今後の新人保健師の研修の在り方に反映したいと考える。

【結果】
１．チェックリスト46項目のうち、組織人としての能力（所属機関の理解、部署内のコミュニケーション）、専門職としての能力１（個人・家族・小
グループに対する活動展開、関係者との信頼関係）、自己管理・自己啓発（自己のストレスマネジメント）に関する能力は３群共に高まった。
２．専門職としての能力２（集団・地域の健康課題解決）や能力３（社会資源の開発と施策化）は３群共に高まったと言えなかった。
３．有意に到達度が高まった項目の中において、到達率が50%以下のものがあるなど３群で異なるものがあった。

【考察】 入職１年間では、どの地方自治体に所属しても、組織の一員とし

ての基本的な能力を獲得し、自己のストレスや健康管理を行いながら、個別
支援を中心とした保健師活動を展開する能力を獲得していた。

獲得の推移が確認できなかった項目や、高まった能力の中でも到達率の低
い項目については、所属における実務経験やＯＪＴ体制等と関連があること
が示唆されることから、ブロック別保健師人材育成指導者連絡会議等を活用
した新人保健師研修を支援する体制強化を図る必要がある。

【目的】 京都府では、第１報に記述のとおり、京都府保健師人材育成体系を構築し、平成２４年度から、新人期（入職１～３年目）を対象に
「新人保健師研修ガイドライン（以下、ガイドライン）」に沿った研修を実施している。そこで、本報では新人保健師研修プログラムに基づく研
修を受講した保健師の１年後の能力獲得状況を把握し、京都府と府内市町村（政令市を除く）の到達度に差異があるか検証し、今後の人材
育成のあり方について検討することを目的とした。

【方法】
○研究対象：平成24～30年度の7年間にガイドラインに基づく研修に参加した新人期保健師１４０名（京都府保健所27名、府内市91名、府
内町村22名 政令市の京都市を除く）

○調査方法：研修受講者は、入職３ヶ月、６ヶ月、１年後時点で、「到達目標チェックリスト（厚労省 平成23年）」を用いてプリセプターの指導
をうけながら到達度を自己評価している。その中で「できる」と回答した者の比率を府保健師と市町村保健師で比較した。統計解析はχ2検
定またはFｉｓhｅｒの直接確率法を用い、有意水準は５％以下とした。倫理的配慮は研修開始時に紙面と口頭で説明し、了解を得た。

【結果】
１．チェックリスト46項目のうち、1年後時点での到達率が25%未満の低い項目は、府保健師が11項目、市町保健師が20項目あった。

【考察】
有意差が認められた「多角的・組織的アセスメント」は1年以内にケース支援や相談を通じて習得を目指す項目であり、「多機関多職種との協
議」「健康課題への気づき」 「保健師活動の研究・開発」は指導や助言のもとに習得を目指す項目となっている。中でも「健康危機管理」は新
人期に獲得するには困難なものの研修やＯＪＴのもと理解を目指す重要な内容項目となっているが、市町村では、いずれの項目においても
到達率２５％未満の低い状況であった。指導や助言を受けて獲得する項目の達成率が低かったことをふまえ、 人材育成のツールとしての
チェックリストを新人保健師と指導者 双方が十分に活用することにより到達度を向上すること、また小規模市町村では指導者体制が整えに
くいため、府と市町村が協働して現任教育を推進する体制づくりが必要と考える。

２．2群（府／市町村）3群（府／市／町村）で比較したところ、2群比較で13項目、3群比較で12項目に有意差が認められた。そのいずれの項
目においても、府保健師の到達率が府内市町村保健師の到達率より高かった。有意差のあった内容は、「多角的・組織的アセスメント」「多
機関多職種との協議」「健康課題への気づき」「健康危機管理」「保健師活動の研究・開発」であった。

３．「健康危機管理」に係るいずれの項目も、市町村保健師の到達率は25%未満の低い状況であった。

【結論】
保健師の分散配置が進む中、人材育成に関する組織体制の整備を、統括保健師の配置による体制整備と同時にすすめ、府と市町村双方

の人材育成における効果的な研修体制の再構築を目指したい。また市町村の人材育成体制の整備状況や活動の特徴を把握し、課題と
なった能力の獲得と向上を図るため、研修プログラムの工夫、指導体制の整備を推進していきたい。
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⾲１䚷新人保健師の到達目標チェックリストによる自己評価到達度の推移

３䠩
㻔㻺㻩２２㻌㻕

１２䠩
㻔㻺㻩２２㻕

有意
確率

３䠩
㻔㻺㻩６４㻕

１２䠩
㻔㻺㻩６４㻕

有意
確率

３䠩
㻔㻺㻩１䠕㻕

１２䠩
㻔㻺㻩１䠕㻕

有意
確率

1 所属機関の理ᛕや目標を説明できる 䖩 䊠
３㻛２１
１４．３

１４㻛２１
６６．７

**
５㻛６３
７．䠕

３３㻛６３
５２．４

２㻛１７
１１．８

８㻛１７
４７．１

*
１７㻛２７
６３．０

４４㻛８７
５０．６

３４㻛６７
５０．７

１０㻛２０
５０．０

2 所属機関の役や機能のᴫ␎を説明できる 䖩 䊠
３㻛２１
１４．３

１４㻛２１
６６．７

**
６／６３
䠕．５

３䠕／６３
６１．䠕

***
１／１䠕
５．３

１１／１䠕
５７．䠕

**
１７㻛２７
６３．０

５４㻛８䠕
６０．７

４１㻛６８
６０．３

１３㻛２１
６１．䠕

3 所属機関の基本方針・計画、意ᛮ決定機構を理解し、説明できる 䖩 䊠
３／２１
１４．３

１２／２１
５７．１

*
４／６３
６．３

２６／６３
４１．３

***
１／１６
６．３

７／１６
４３．８

*
１３㻛２７
４８．１

３７㻛８８
䚷４２．０

２８㻛６８
䚷４１．２

䠕㻛２０
４５．０

4 担当する事業の᰿ᣐとなる法ᚊや᮲௳等を説明できる 䖩 䊠
３／２２
１３．６

１７／２２
７７．３

***
３／６３
㻌４．８

３４／６３
５４．０

***
２／１８
１１．１

１０／１８
５５．６

**
２０㻛２７
７４．１

５１㻛８䠕
５７．３

３䠕㻛６８
５７．４

１２㻛２１
５７．１

㻮．部署内のコミュニケーションをとる 5 実施した業務の経㐣や課題等を上ྖに報࿌、相談できる 䖩 䊠
６／２２
２７．３

２０／２２
䠕０．䠕

***
１７／６４
２６．６

４䠕／６４
７６．６

***
５／１䠕
２６．３

１６／１䠕
８４．２

**
２４㻛２７
８８．䠕

７１㻛䠕０
７８．䠕

５３㻛６８
７７．䠕

１８㻛２２
８１．８

6
㌟体的・精⚄的・社会ᩥ化的・⏕活⎔ቃのഃ面からᐈほ的・ほ的報を
集し、個人・家族・小グループのアセスメントをすることができる

䖩 䊠
０／２２
０．０

１２／２２
５４．５

１／６３
㻌１．６

２０／６３
３１．７

***
１／１８
５．６

６／１８
３３．３

１５㻛２７
５５．６

２䠕㻛８䠕
３２．６

２２㻛６７
３２．８

７㻛２２
３１．８

*

7 当事者の立場に立って、⏕活者のど点で対象を理解することができる 䖩 䊠
３／２２
１３．６

１８／２２
８１．８

***
３／６４
㻌４．７

３８／６４
５䠕．４

***
２／１䠕
１０．５

䠕／１䠕
４７．４

*
２２㻛２７
８１．５

５０㻛䠕０
５５．６

４０㻛６８
５８．８

１０㻛２２
４５．５

* *

8
₯在している健康課題をᢳฟし、今後㉳こりうる健康課題をண すること
ができる

䖩 䊡
０／２２
０．０

５／２２
２２．７

１／６３
㻌１．６

１２／６３
１䠕．０

**
０／１８
㻌０．０

１／１８
５．６

５㻛２７
１８．５

１３㻛８８
１４．８

１２㻛６７
１７．䠕

１㻛２１
４．䠕

9
地域・事業場の人䚻のᣢつ力（健康課題に気づき、解決・ᨵၿ、健康ቑ進
する能力）をぢฟすことができる

䖩 䊠
０／２２
０．０

６／２２
２７．３

０／６４
０．０

１５／６４
２３．４

０／１７
㻌０．０

３／１７
１７．６

６㻛２７
２２．２

１䠕㻛８䠕
２１．３

１５㻛６８
２２．１

４㻛２１
１䠕．０

㻱．地域・事業場の人䚻の健康課題に対す
る支援を計画・立する

10
健康課題についてඃඛ㡰をつけて、目標タ定を行い、支援計画を立
することができる

䖩 䊠
０／２２
０．０

８／２２
３６．４

３／６４
４．７

１６／６４
２５．０

***
１／１８
５．６

６／１８
㻌３３．３

１１㻛２７
４０．７

２２㻛䠕０
２４．４

１６㻛６８
２３．５

６㻛２２
２７．３

11 対象者の⏕・健康、人間としてのᑛཝとᶒをᏲることができる 䖩 䊠
１２／２２
５４．５

２０／２２
䠕０．䠕

**
２７／６２
４３．５

５５／６２
８８．７

***
６／１䠕
３１．６

１７／１䠕
８䠕．５

**
２５㻛２７
䠕２．６

８０㻛８䠕
８䠕．䠕

６０㻛６７
８䠕．６

２０㻛２２
䠕０．䠕

12
プライ䝞シーに配慮し、個人報の集・බ⾲・管理を㐺ษに行うことがで
きる

䖩 䊡
５／２２
２２．７

１３／２２
５䠕．１

**
１２／６２
１䠕．４

３８／６２
６１．３

***
６／１䠕
３１．６

１４／１䠕
７３．７

**
１５㻛２７
５５．６

５６㻛８８
６３．６

４０㻛６７
５䠕．７

１６㻛２１
７６．２

13 担当（地༊や部署）の基本的な事のゼၥ支援を行うことができる 䖩 䊠
３／２１
１４．３

１４／２１
６６．７

*
６／６１
䠕．８

４２／６１
６８．䠕

***
１／１䠕
５．３

１１／１䠕
５７．䠕

*
１８㻛２７
６６．７

５䠕㻛８䠕
６６．３

４６㻛６８
６７．６

１３㻛２１
６１．䠕

14 保健事業や᮶所の相談による支援を行うことができる 䖩 䊠
３／２２
１３．６

１５／２２
６８．２

***
２／６４
３．１

４０／６４
６２．５

***
１／１䠕
５．３

１０／１䠕
５２．６

**
１䠕㻛２７
７０．４

５４㻛䠕１
５䠕．３

４２㻛６䠕
６０．䠕

１２㻛２２
５４．５

15 健康教育による支援を行うことができる 䖩 䊠
２／２１
䠕．５

１１／２１
５２．４

**
２／６２
３．２

２８／６２
４５．２

***
１／１䠕
５．３

８／１䠕
４２．１

*
１３㻛２６
５０．０

３䠕㻛䠕０
４３．３

２䠕㻛６８
４２．６

１０㻛２２
４５．５

16 活用できる社会資源について、報ᥦ౪をすることができる 䖩 䊠
１／２２
４．５

１１／２２
５０．０

**
０／６３
０．０

１７／６３
２７．０

１／１䠕
５．３

６／１䠕
３１．６

１３㻛２７
４８．１

２５㻛８䠕
２８．１

１８㻛６８
２６．５

７㻛２１
３３．３

17 支援の経㐣および結果をṇ確に㎿㏿に記㘓し、報࿌することができる 䖩 䊠
２／２２
䠕．１

１６／２２
７２．７

***
５／６２
８．１

３４／６２
５４．８

***
３／１䠕
１５．８

１２／１䠕
６３．２

**
１䠕㻛２７
７０．４

５１㻛䠕０
５６．７

３７㻛６８
５４．４

１４㻛２２
６３．６

㻳．地域・事業場の人䚻や関係機関及び
関係者と協議する

18
対象者のヰを⫈き、コミュニケーションをとりながら信頼関係を築くことが
できる

䖩 䊠
４／２２
１８．２

２１／２２
䠕５．５

***
１０／６２
１６．１

４２／６２
６７．７

***
３／１䠕
１５．８

１４／１䠕
７３．７

**
２４㻛２７
８８．䠕

６３㻛８８
７１．６

４７㻛６７
７０．１

１６㻛２１
７６．２

19
地域・事業場の人䚻や関係機関及び関係者と、必要な報や活動目的を
共有する

䊠
０／２１
０．０

１６／２１
７６．２

０／６１
０．０

２２／６１
３６．１

１／２０
５．０

䠕／２０
４５．０

**
２１㻛２７
７７．８

３２㻛８８
３６．４

２２㻛６６
３３．３

１０㻛２２
４５．５

*** ***

20
地域・事業場の人䚻や関係機関及び関係者と、いの役を認めྜいと
もに活動する

䊠
１／２１
４．８

１６／２１
７６．２

***
２／６１
３．３

２４／６１
３䠕．３

***
０／１䠕
０．０

８／１䠕
４２．１

２１㻛２７
７７．８

３４㻛８７
３䠕．１

２５㻛６６
３７．䠕

䠕㻛２１
４２．䠕

*** **

㻴．活動を評価・䝣䜷ローアップする 21 活動の評価を行い、結果をḟの支援に活かすことができる 䖩 䊠
１／２２
４．５

１４／３２
６３．６

***
３／６３
４．８

２３／６３
３６．５

***
０／１䠕
０．０

６／１䠕
３１．６

１５㻛２７
５５．６

３２㻛䠕１
３５．２

２５㻛６䠕
３６．２

７㻛２２
３１．８

㻵．健康危機管理の体制を整えண㜵策を講
じる

22
健康危機（ឤᰁ・ᚅ・㻰㼂・自ẅ・⅏ᐖ等）へのண㜵策を理解し、説明で
きる

䖩 䊠
１／２１
４．８

１４／２１
６６．７

***
２／６３
３．２

８／６３
１２．７

*
０／１６
０．０

１／１６
６．３

１６㻛２７
５䠕．３

１０㻛８䠕
１１．２

䠕㻛６䠕
１３．０

１㻛２０
５．０

*** ***

㻶．健康危機の発⏕時に対ᛂする 23 健康危機（ឤᰁ・ᚅ・㻰㼂・自ẅ・⅏ᐖ等）への対ᛂを行うことができる 䖩 䊡
１／２１
４．８

７／２１
３３．３

*
０／６２
０．０

２／６１
３．２

０／１６
０．０

０／１６
０．０

７㻛２７
２５．䠕

２㻛８䠕
２．２

２㻛６８
２．䠕

０㻛２１
０．０

*** ***

㻷．健康危機発⏕後からの回期に対ᛂ
する

24
健康回にむけた支援（㻼㼀㻿㻰対ᛂ・⏕活⎔ቃの⯆）を理解し、説明でき
る

䊠
１／２１
４．８

５／２１
２３．８

０／６１
０．０

２／６１
３．３

０／１６
０．０

０／１６
０．０

６㻛２６
２３．１

２㻛８５
２．４

２㻛６６
３．０

０㻛１䠕
０．０

** **

25
㌟体的・精⚄的・社会ᩥ化的・⎔ቃ的ഃ面からᐈほ的・ほ的報を集
することができる

䖩 䊠
２／２２
䠕．１

１４／２２
６３．６

***
２／６２
３．２

２䠕／６２
４６．８

***
０／１６
０．０

８／１６
５０．０

１８㻛２７
６６．７

４２㻛８８
４７．７

３１㻛６８
４５．６

１１㻛２０
５５．０

26
地域・事業場全体、対象者の属する集団を全体としてとらえ、健康のアセ
スメントができる

䖩 䊠
１／２１
４．８

６／２１
２８．６

０／６２
０．０

１䠕／６２
３０．６

０／１７
０．０

３／１７
１７．６

８㻛２７
２䠕．６

２４㻛８８
２７．３

２１㻛６８
３０．䠕

３㻛２０
１５．０

27 㢧在化している健康課題に気くことができる 䖩 䊡
１／２１
４．８

１１／２１
５２．４

**
３／６２
４．８

２０／６２
３２．３

***
０／１８
０．０

２／１８
１１．１

１４㻛２７
５１．䠕

２４㻛８７
２７．６

２１㻛６７
３１．３

３㻛２０
１５．０

* *

28
地域・事業場の人䚻のᣢつ力（健康課題に気づき、解決・ᨵၿ、健康ቑ進
する能力）をぢฟすことができる

䖩 䊠
０／２１
０．０

７／２１
３３．３

１／６１
１．６

１５／６１
２４．６

***
０／１７
０．０

３／１７
１７．６

７㻛２７
２５．䠕

１䠕㻛８８
２１．６

１６㻛６８
２３．５

３㻛２０
１５．０

㻺．地域・事業場の健康課題に対する支援
を計画・立する

29
地域・事業場の健康課題解決のために、目的・目標をタ定し、㐺ษな方法
を㑅ᢥできる

䖩 䊡
０／２１
０．０

１／２１
４．８

０／６１
０．０

３／６１
４．䠕

０／１７
０．０

０／１７
０．０

１㻛２７
３．７

３㻛８䠕
３．４

３㻛６８
４．４

０㻛２１
０．０

30 地域（事業場）組織・当事者グループ等を育成する支援ができる 䖩 䊡
０／２２
０．０

１／２２
４．５

０／６０
０．０

２／６０
３．３

０／１６
０．０

０／１６
０．０

１㻛２７
３．７

４㻛８７
４．６

４㻛６７
６．０

０㻛２０
０．０

31
個人㻛家族支援、組織的アプローチ等を組䜏ྜ䜟䛫て活用することができ
る

䖩 䊠
０／２１
０．０

６／２１
２８．６

０／６１
０．０

䠕／６１
１４．８

０／１６
０．０

３／１６
１８．８

８㻛２７
２䠕．６

１４㻛８６
１６．３

１１㻛６７
１６．４

３㻛１䠕
１５．８

32
地域組織活動、保健福祉事業を目的に基づいて活動を記㘓し、報࿌する
ことができる

䖩 䊠
１／２１
４．８

７／２１
３３．３

*
３／６１
４．䠕

２３／６１
３７．７

***
１／１６
６．３

５／１６
３１．３

１０㻛２７
３７．０

３１㻛８７
３５．６

２５㻛６８
３６．８

６㻛１䠕
３１．６

㻼．地域、事業場の人䚻の関係機関及び
関係者と協議する

33
地域・事業場の人䚻や関係機関の職員とな報を行いながら組
織活動を進めることができるように支援する

䖩 䊡
０／２１
０．０

１／２１
４．８

０／６０
０．０

５／６０
８．３

０／１８
０．０

１／１８
５．６

１㻛２７
３．７

䠕㻛８８
１０．２

７㻛６７
１０．４

２㻛２１
䠕．５

㻽．活動を評価・䝣䜷ローアップする 34 地域・事業場の健康課題解決のための活動の評価を行うことができる 䖩 䊡
０／２１
０．０

１／２１
４．８

０／６０
０．０

４／６０
６．７

０／１６
０．０

０／１６
０．０

１㻛２７
３．７

５㻛８７
５．７

５㻛６７
７．５

０㻛２０
０．０

35
健康危機（ឤᰁ・ᚅ・㻰㼂・自ẅ・⅏ᐖ等）へのண㜵策を理解し、説明で
きる

䊠
０／２１
０．０

䠕／２１
４２．䠕

１／６０
１．７

３／６０
５．０

０／１７
０．０

０／１７
０．０

１１㻛２７
４０．７

４㻛８䠕
４．５

４㻛６８
５．䠕

０㻛２１
０．０

*** ***

36 ᗈ域的な健康危機（⅏ᐖ・ឤᰁ等）管理体制を理解し、説明できる 䖩 䊠
１／２１
４．８

８／２１
３８．１

*
１／６２
１．６

７／６２
１１．３

*
０／１６
０．０

０／１６
０．０

８㻛２７
２䠕．６

７㻛８䠕
７．䠕

７㻛６䠕
１０．１

０㻛２０
０．０

** **

㻿．健康危機の発⏕時に対ᛂする 37
健康危機（ឤᰁ・ᚅ・㻰㼂・自ẅ・⅏ᐖ等）への対ᛂを理解し、説明でき
る

䊠
１／２１
４．８

８／２１
３８．１

*
１／５䠕
１．７

３／５䠕
５．１

０／１６
０．０

０／１６
０．０

䠕㻛２７
３３．３

３㻛８６
３．５

３㻛６６
４．５

０㻛２０
０．０

*** ***

㼀．健康危機発⏕時からの回期に対ᛂ
する

38 健康回にむけた組織的な支援（⏕活⎔ቃの⯆）を理解し、説明できる 䊠
０／２１
０．０

７／２１
３３．３

１／５䠕
１．７

６／５䠕
１０．２

０／１７
０．０

０／１７
０．０

８㻛２７
２䠕．６

６㻛８５
７．１

６㻛６５
䠕．２

０㻛２０
０．０

** **

㼁．社会資源を開発する 39
地域・事業場の人䚻や関係する部署・機関の間のネット䝽ーク構築にチー
ムの一員として関䜟ることができる

䖩 䊠
０／２２
０．０

８／２２
３６．４

２／６１
３．３

１䠕／６１
３１．１

***
１／１䠕
５．３

６／１䠕
３１．６

１１㻛２７
４０．７

２８㻛䠕０
３１．１

２１㻛６８
３０．䠕

７㻛２２
３１．８

㼂．社会資源を管理・活用する 40 ண⟬の組䜏を理解し、担当する担当する事業のண⟬をస成できる 䖩 䊡
０／２０
０．０

２／２０
１０．０

０／６２
０．０

４／６２
６．５

０／１６
０．０

０／１６
０．０

３㻛２７
１１．１

６㻛䠕０
６．７

５㻛６䠕
７．２

１㻛２１
４．䠕

㼃．施策化する 41 施策化が必要である᰿ᣐについて資ᩱ化ができる 䖩 䊡
０／２０
０．０

０／２０
０．０

０／５䠕
０．０

１／５䠕
１．７

０／１７
０．０

０／１７
０．０

０㻛２７
０．０

２㻛８５
２．４

２㻛６５
３．１

０㻛２０
０．０

42
研究成果を担当する個人・家族・小グループの支援、保健事業の実㊶に
活用できる

䊡
０／１䠕
０．０

１／１䠕
５．３

０／５７
０．０

１／５７
１．８

０／１６
０．０

１／１６
６．３

１㻛２６
３．８

３㻛８３
３．６

２㻛６３
３．２

１㻛２０
５．０

43
社会ໃと地域の健康課題にᛂじた保健師活動の研究・開発をチームの
一員として行う

䊡
１／１䠕
５．３

３／１䠕
１５．８

０／５８
０．０

１／５８
１．７

０／１６
０．０

０／１６
０．０

３㻛２６
１１．５

１㻛８３
１．２

１㻛６３
１．６

０㻛２０
０．０

* *

㼅．⥅⥆的に学䜆 44 自己の人材育成計画及び目標をస成し、体的に学䜆ことができる 䖩 䊡
３／２１
１４．３

䠕／２１
４２．䠕

*
４／６２
６．５

１４／６２
２２．６

**
０／１䠕
０．０

８／１䠕
４２．１

䠕㻛２７
３３．３

２５㻛８䠕
２８．１

１５㻛６７
２２．４

１０㻛２２
４５．５

45 保健師としての自己の人材育成の目標に向けて、╔実に行動できる 䖩 䊠
５／２２
２２．７

１７／２２
７７．３

***
５／６３
７．䠕

３２／６３
５０．８

***
０／１䠕
０．０

１３／１䠕
６８．４

１䠕㻛２７
７０．４

５０㻛䠕０
５５．６

３４㻛６８
５０．０

１６㻛２２
７２．７

46 自己のストレスマネジメントや健康管理ができる 䖩 䊠
１２／２２
５４．５

２０／２２
䠕０．䠕

**
２８／６３
４４．４

５２／６３
８２．５

***
５／１８
２７．８

１４／１８
７７．８

**
２４㻛２７
８８．䠕

７３㻛８䠕
８２．０

５７㻛６䠕
８２．６

１６㻛２０
８０．０

１年終了時自己到達度（率）

マクネマー検定（㻟㻹㻛㻝2㻹）䚷䚷㻖㻌㼜㻨㻜㻚㻜㻡㻘㻌㻖㻖㻌㼜㻨㻜㻚㻜㻝㻘㻌㻖㻖㻖㻌㼜㻨㻜㻚㻜㻜㻝 χ2検定または㻲㼕㼟㼔㼑㼞の直接確率法䚷㻖㻌㼜㻨㻜㻚㻜㻡㻘㻌㻖㻖㻌㼜㻨㻜㻚㻜㻝㻘㻌㻖㻖㻖㻌㼜㻨㻜㻚㻜㻜㻝
䐟䚷２群（府㻛市町村）
䐠䚷３群（府㻛市㻛町村）

京都府保健所 京都府内市 京都府内町村
京都府
保健所

京都府内
市町村

京都府内
市（再ᥖ）

京都府内
町村（再ᥖ）

䐟
２群
比較
有意
確率

䐠
３群
比較
有意
確率

組
織
人
と
し
て
の
能
力

１．所属機関
の一員として
責任ある行動
がとれる

㻭．所属機関を理解する

到
達
目
Ᏻ

自己評価到達度（率）の推移（入職３か月から㻝年後）

能
力 大項目 中項目 㻺㼛㻚 小項目

䖩

専
門
職
と
し
て
の
能
力
䊠

個
人
・
家
族
・
小
グ
ル

プ

２．地域・事業
場の人䚻の健
康課題を明ら
かにし、解決・
ᨵၿ策を計
画・立する

㻯．地域・事業場の人䚻の⏕活と健康を多
角的・組織的にアセスメントする

㻰．地域・事業場の人䚻の㢧在的、₯在的
健康課題をぢฟす

３．地域・事業
場の人䚻と協
働して、健康
課題を解決・
ᨵၿし、健康
ቑ進能力を高
める

㻲．活動を展開する

４．地域・事業
場の健康危機
管理を行う

専
門
職
と
し
て
の
能
力
䊡

集
団
・
地
域

５．地域・事業
場の健康課題
を明らかにし、
解決・ᨵၿ策
を計画・立
する

㻸．地域・事業場の人䚻の⏕活と健康を多
角的・⥅⥆的にアセスメントする

㻹．地域・事業場の㢧在的・₯在的健康課
題をぢฟす

６．地域・事業
場の人䚻と協
働して、健康
課題を解決・
ᨵၿし、健康
ቑ進能力を高
める

㻻．活動を展開する

７．地域・事業
場の健康危機
管理を行う

㻾．健康危機管理の体制を整え、ண㜵策を
講じる

専
門
職
と
し
て
の
能
力
䊢

施

策
化

８．地域・事業
場の健康を保
㞀するため
に、⏕活と健
康に関する社
会資源のබ平
な用と分配
をಁ進する

自
己
管
理
・
自
己
啓
発
に
関
す
る
能
力

䠕．保健・医
⒪・福祉及び
社会に関する
᭱新の▱識・
ᢏ⾡を体
的・組織的に
学び、実㊶の
㉁を向上さ䛫
る

㼄．研究の成果を活用する

㼆．保健師としての責任を果たす

䠘新人保健師の到達度の目Ᏻの༊分䠚㻌䚷䊣：▱識として䜟かる／䊢：₇習でできる／䊡：指導の下でできる／䊠：できる

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷到達目Ᏻ自己評価到達度（率）䚷䠙䚷䊠（できる）と回答した者のᩘ䚷㻛䚷対象ᩘ䚷䖷䚷１００

䚷䚷䖩：㻝年以内に経験し習得を目指す項目

₇題発⾲に関連し、開示す䜉き㻯㻻㻵関係にある企業などはありま䛫䜣

䠘到達率のⰍ分け䠚
㻣㻡～
㻝㻜㻜％

㻡㻜～㻣㻡
％

2㻡～㻡㻜
％

2㻡％
未満

京都府新人保健師研修ガイドラインに基づく７年間の研修評価
○川口秀子１）, 勝山久美子２）,  横山絵里３） ,  入田明子４） ,  小嶋 操５） ,  竹原智美２） ,   木下直子６）

星野明子７）,    桂 敏樹８）

１）京都府丹後保健所 ２）京都府健康対策課 ３）宇治市役所４）精華町役場５）京都府山城北保健所６）京都府健康福祉部
７）京都府立医科大学大学院保健看護学研究科８）京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻
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